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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　少女が武器を持っているものとする。

　それは短刀、剣、槍やり、弓矢、鎌かま、斧おの、医療刃メス、注ちゆう射しや器き、針、鋏はさみ、薬、鎚つち、釘くぎ、拳けん銃じゆう、機き関かん銃じゆう、果ては爆ばく弾だんなど、他者を傷付けることが可能なありとあらゆるものであるとする。その中には無む論ろん、涙や笑え顔がおや憎しみや裏切りや憐れん憫びんや気き紛まぐれや自己犠ぎ牲せいや性器なども含まれている。

　しかし少女はその武器を決して扱えないものとする。自らの手や意思でそれらを使うには、少女という存在は酷ひどく脆もろく、同時に優やさし過ぎるからである。その脆さや優しさが真実のものかどうかは定かでないが──とにかく少女は武器を持っているが、使用することはできない。

　故ゆえに少女の持つ武器を使うのは、少年であるとする。

　少年は時には言こと葉ば巧たくみに、時には言葉少なに、時には酷く冷れい徹てつに、時には微笑ほほえましいほど不器用に、少女の隠した武器を誘おびき寄よせ、引っ張り出し、唆そそのかして使用する。少女の武器で他者を傷付けることで、少年は少女の気を惹ひき、少女の涙や笑顔や憎しみや裏切りや憐憫や気紛れや自己犠牲や性器などを自分ひとりで独占しようと試みるのだ。

　さて、この場合、主体は果たしてどちらにあるのか。

　少年か、少女か。それとも共同作業であるのか、或あるいは主体などどこにも存在しないのか。

　答えは──、
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　傍はた目めに見て、それなりに幸せな家庭だったと思う。

　もちろん今考えてみれば、それはただの偽いつわりだったのかもしれない。虚きよ飾しよくと欺ぎ瞞まんに満ちた、家族ごっこだったのかもしれない。けれど僕は、当時の僕は、そうは思わなかった。

　父とうさんは確たしかに理り不ふ尽じんで、同時に不可解で、ことあるごとに僕を否定していた。それに反感を覚えてもいたし、憎しみだってあった。でも──僕は同時に、そうした感情はただのエディプスコンプレックスに過ぎないと達たつ観かんしてもいた。

　母かあさんにも言われた。父さんがあんなふうなのは、あなたに期待しているからなのよ、と。だから怒らないであげて。大丈夫よね、あなたは優やさしい子なんだから。

　いつだって呑のん気きで、危き機き感かんをあまり持たなかった母さんのことは好きだった。のんびりしているくせに妙なところは頑固で、一度機き嫌げんを損そこねたらなかなか直らないことも知っていた。だから、せめて父さんと喧けん嘩かして母さんを怒らせるようなことはしないでおこうと思った。

　母さんのあれは、本心だったのだろうか。

　きっと本心だったのだろう。当時の母さんはちゃんと人間だった。僕が生まれる前にあった出来事も、『晶あきら』という名の子供に対する感情も、少なくとも僕に対してはおくびにも出さなかったし、何より僕のことを『晶』と呼んでいた。

　父親と母親に、子供がひとり。

　父は大学の教授で、ついでに母の両親は首しゆ都と圏けんに土地持ちの資産家で、僕の生まれる数年前に死んでいて、その遺い産さんも貯ちよ蓄ちくとして存在していた。裕福と言ってもいい。

　だからといって僕は決して何でも買い与えられるような、甘やかされた子供ではなかったけれど、親のそうした、生活にゆとりのある雰囲気というのは子供にも自然に伝わる。故ゆえに当時の僕は、多少のんびりしたところのある穏おだやかな性格をしていた。

　母親からは、融ゆう通ずうの利きかなさよりもむしろ呑気さを。

　父親からは、自分の本心を打ち明けない秘密主義よりもむしろ聡そう明めいさを。

　自分で言うのも失笑ものだが、ふたりのいい部分を受け継いだ子供だったんだろうと思う。

　実感としての記き憶おくは、ない。

　──硝しよう子こだ。




　硝子がこの世界に来た六年前を境に、僕の感情記憶は欠落した。

　それまでの記憶が純粋な記き録ろくとして置おき換かわった時のことを、実はあまり覚えていない。それよりも僕は、突然自分の部へ屋やに現れた、見たこともない服を着た女の子のことで頭がいっぱいになってしまったからだ。それは日常が一気に瓦が解かいした、決定的瞬しゆん間かんだ。

　少し前に見た、空から女の子が降ってくるアニメ映画みたいだった。

　この娘こは自分が守るんだ、と、決めたという意い識しきもなく決めていた。あの映画の主人公の少年のように、どんなことがあっても挫くじけずに、少女を狙ねらう大人おとなたちから、身みを挺ていしてでも守ってあげよう。そうすればきっと彼女は僕のことを──そんな、酷ひどく幼よう稚ちなことも考えた。

　当時の硝しよう子こは言葉を殆ほとんど発することができず、自分の身体からだも満足に動かせなかったから尚なお更さらだった。僕は彼女の世話を、性別の違いでできないこと以外は殆どすべてやった。

　そしてそんな忙しさの中で、自分の欠落について思いを馳はせる余裕もなくなる。

　硝子が来る前の性格はそのままに、けれど以前の記き憶おくはただの記き録ろくとして。矛む盾じゆんしているはずの状況は、日々の忙しさと非日常の到来によって矛盾することなく同居していった。

　感情記憶が奪われたといっても感情まで消えてしまった訳わけではない。毎日が新しん鮮せんだった。硝子が少しずつ起きあがれるようになり、口も利きけるようになり、本を読んで聞かせ、難なん解かいな質問を浴びせられ、やがて会話もダイレクトリンクを通じてのものではなく、発する言葉で行えるようになっていく。彼女の成長が嬉うれしくて、楽しくて、何より心地ここちよかった。

　母かあさんはまるで娘ができたみたいに喜んでいた。機き械かいであり感情を認めない硝子とのコミュニケーションは僕から見てどこかずれたものだったけれど、母さんはそんなことお構いなしに硝子を『女の子』として育てた。今の硝子の人間としての感情はだから、半分以上は母さんに育ててもらったと言ったっていいだろう。

　僕の父とうさんに対するコンプレックスも、この時ばかりは消えていたと思う。まるで、硝子が欠落と一いつ緒しよに持っていってくれたみたいに。父さんに何を言われたって、どんな表情をされたって、硝子の前では気にもならなかった。

　でも。

　だから──僕は、気付けなかったのかもしれない。

　硝子が、自分のいた『虚軸キヤスト』から、この家に来た理由。

　偶ぐう然ぜんなどではない。

　僕ではなく、仮か想そう観かん測そく論ろんを研究していた父さんがいたから、硝子はこの場所に来たのだ。

　時間と次元を超越した因いん果が律りつの必然だった。

　同時に父さんは、硝子を発見することによって、確かく信しんを得てしまっていた。自己の提唱した仮想観測論が、ただの妄もう想そうだった不定量子が、現実のものとなったという確信を。




　更なる変化。非日常。

　父さんの作り出した、現実にあってはならない虚も軸の。

　それは父さんの──いや、母さんが、心の奥で夢見た『世界』。




　硝子が来てから二年後。

　父さんと母さんの失しつ踪そう。

　何も知らない僕は、原因をただ、それを演出したあいつに求め、憎んだ。

　結果、再び僕の身に起きたのは欠落だった。

　正せい確かくに表現するなら、それは欠落なんかではない。

　変化だ。

　多少のんびりしたところのある、穏おだやかな性格をしていた僕。

　母親から受け継いだ呑のん気きさは、融ゆう通ずうの利きかない頑固さに。

　父親から受け継いだ聡そう明めいさは、自分の本心を打ち明けない秘密主義に。

　両親から受け継いでいたはずのいい部分を、僕はあの日を境にすべて捨てた。受け継がなかったはずの欠点を身に着け、いや、潜せん在ざい化かしていたものを表に出し、嘘うそと欺ぎ瞞まんと卑ひ怯きようさで以もつて、世界を取り戻そうと躍やつ起きになっていった。

　時々、思う。

　どちらが本当の僕なんだろう。

　あの時、意い識しきして変わろうとしたのは間違いない。でも、意識して昔と同じように戻れるかといえば、今となっては不可能だ。もはや僕の人格は、利き手を矯きよう正せいしたみたいにスイッチしてしまっていて、僅わずか四年ほどですっかり固まっていた。

『本当の自分』。その陳ちん腐ぷな響ひびきにくだらないと失笑する反面、心のどこかで不安がある。僕という存在は、芯しんのない、蝙こう蝠もりみたいなどっち付かずの朧おぼろなものなのだろうと諦てい念ねんを覚え、覚える反面、それがどうしようもなく苛いら立だたしい。

　わからない。

　ずっとわからなかった。

　だから、僕はわからなくなる度たび、迷う度──いつも、硝しよう子こを見た。見ていた。




　硝子は。

　いつでも、いつだって。

　黙だまって笑い、僕を許容するばかりだ。







[image: chapter1：始まらない終わりと終わらない始まり（The end of）]







　夜の十時半を過ぎていた。

　僕は後ろ手に閉めた客間の扉を背に、深い溜ため息いきを吐つく。

　疲労。悲しみ。安あん堵ど。憎しみ。不安。苛いら立だち。そのどれとも違う、けれどすべてを孕はらんだ吐と息いきを洩もらした瞬しゆん間かん、自分でも驚おどろくほど身体からだに力が入らなくなる。それでも、ここで座り込んでしまう訳わけにはいかないし、状況はそれを許さない。

　廊下を歩き、客間から居間へと進むと、硝しよう子こが待っていたように尋ねてきた。

「マスター……芹せり菜なさんの様よう子すは？」

「寝かせてきた。大丈夫だ」

　本当に大丈夫なのかどうかはわからないけれど、僕は頷うなずく。

「お前ももう寝ろ」僕と同じように疲れきった様子の彼女に言った。

「いいえ」しかし、硝子は首を振り、

「……どうせ、眠れませんから」

　笑え顔がおとも泣き顔ともつかない顔をする。

　機き械かいである本体から命令を出せば、できるはずだ。心がどうあろうと身体がそれを欲ほつしているのなら尚なお更さら。だから硝子に『眠れない』という状態なんて、本当はない。

　でも僕はそんなこと、とても言えなかった。

　ただ、硝子の寂しそうな薄うすい笑えみに、頭を撫なでることくらいしかできない。

「……わかったよ」

　彼女から視し線せんを離はなし、居間のソファに腰掛けた長身に目を遣やる。

　こちらはこちらで疲労の色が濃こいな、そんなことをちらりと考えながら。

　僕は顔を俯うつむけたそいつの背に、感情を込めない声で以もつて、ぽつりと呟つぶやいた。

「気分はどうだ？」

　自分でも驚おどろくほどに冷たい声が出る。何な故ぜだろう。

　殊こと子こが死んだばかりだからなのか。それともこいつに対して怒っているからなのか。

　わからない。わからないけれど。

　そいつは──敷しき戸ど良りよう司じは。

「……ああ」

　残ざん酷こくといえばあまりに残酷な質問に、ただ呻うめきとも嘆なげきともつかない曖あい昧まいな声で応こたえる。

　僕は、微かすかに肩を竦すくめ。

　頭の中をぐるぐると回る訳のわからない感情を抑えながら、ソファへと座った。

「聞かせてくれ。この半月のことを」

　テーブルを挟んだ正面、良司は顔をあげない。

　ただ──わかった、と口くち籠ごもったように呟くと、大きく息を吐き出した。




　無限回廊エターナル・アイドルの手から逃れた良りよう司じとりなちゃん。

　ふたりと再会したのは、三十分ほど前のことだった。

　今日きようの昼に学校で起きた、鴛おし野の在あり亜あによる大量殺さつ戮りくと、それに伴う殊こと子この死。そのショックも醒さめないままに家を出た僕らは、携けい帯たい電話で良司に連絡を取った。

　応答があるかどうか不安だったけれど、予想よりもあっさりと、良司は電話に出た。長い間監かん禁きんに近い状態に置かれていたからだろうか、それとも自分に無力感を覚えたからだろうか。

　とにかく良司は、父とうさんたちの許もとにいるよりも僕のところに来ることを選えらんだ。

　思い詰めたような表情の良司は、りなちゃんを背負っていたにも拘かかわらず、僕の記き憶おくにあるよりもひと回り小さく見えた。限界だったのだろう──いろいろと。

　ただ、りなちゃんを連れてこちらに来てくれたことに変わりはない。僕からしてみれば、その事実だけで状況はかなり好転したと言える。

　だから敢あえて委い細さいを尋きかず、ただ黙だまったまま良司の向かいへと腰掛ける。

　良司はぽつぽつと語り始めた。

　最初は、僕らよりも無限回廊エターナル・アイドルの方が危険が少ないと思っていたこと。

　だけど半月近く監禁されるうちに、焦あせりと不安の方が勝まさるようになったこと。

　同時に、りなちゃんの具合が一いつ向こうによくならず、どうしようもなくなってしまったこと。

　僕が送ったメールと、それに対する無限回廊エターナル・アイドルたちの反応に恐怖を覚えたこと。

　そしてそれを切っ掛けに、どこにいても同じだということに気付いたこと。

　だったら佐さ伯えきネアのいるこちら側の方が、そう考えたこと──。

　言葉は断片的でこちらが理解するには幾いく許ばくかの推測を必要としたけれど、どうやら最大の理由は『現状に疲れてしまった』ということのようだった。長い間の監禁。自失状態のままでいるりなちゃん。そんな、まったく好転しない事態に行き詰まったという訳わけだ。

　反射的に怒りが湧わいた。ふざけるな、と、良司を心の裡うちで責める。

　実際、良司の行動はただの浅せん慮りよに等しい。

　先の見通しもなく、ただ『僕が危険だから』という理由でりなちゃんを連れて逃げ、無限回廊エターナル・アイドルたちがどんな存在なのかも充分に把握せずに身を寄せた、その結果がこれだ。何をどう考えたって褒ほめられたものじゃないし、実際、今日学校で起きたあの事件だって、良司の行動が遠えん因いんとなっているのも否定はできないだろう。

　鴛野在亜のしたことを、良司は知らないようだった。

　言ってやろうかと思った。そうすれば、さぞかしこいつは絶望するだろうと昏くらいものを覚えた。お前が鴛野を捨てたせいで彼女は狂い、学校で数百人を殺したんだ。ふざけるな──。

　でも、口に出してはいけないと、自分を押おし止とどめる。

　今、こいつに対してそんな感情を向ければ、僕はたぶん殊子の死による自身の無力感を良司に転てん嫁かしてしまうだろう。殊子が死んでしまったのは良司のせいで自分の責任じゃないと、そんな最悪のことを考えてしまうだろう。

　それだけは絶対に、間違ったってしたくなかった。

　殊子は僕のせいで死んだ。それを誤魔化してはいけない。

　鴛おし野のについてだって、良りよう司じだけが原因ではないのだ。七月のあの時、僕が彼女に寄生した『有限円環アカイイト』を見逃していなければ。そしてその後、憑ひよう依いしていた無限回廊エターナル・アイドルに気付いてさえいれば。幾いくつもの小さな間違いが重なって、結果、今日きようのあの事件に繋つながったんだ。

　だから良司を叱しつ責せきする権利など、少なくとも僕にはないのだ。

「……正直、お前を信用した訳わけじゃねえ」

　だから、良司のそんな言葉にも、僕は表情を変えない。

「お前はやっぱり危険で、森もり町まちとは関かかわり合いになって欲しくねえ。でも……無限回廊エターナル・アイドルたちよりはマシだとは思う。それに、もう俺おれにはどうしていいのかわかんねえんだ」

　俯うつむき、僕と視し線せんを合わせないままに良司は溜ため息いきを吐ついた。

「……そうか」

　どうしていいのかわからない──か。

「りなちゃんは、いつから？」

「さっきも言った通り、お前と別れてからずっとだ。放っておくと自分からは何もしようとしねえ。口も開かないし、目の焦点も合わないような状況で……」

　良司は言葉を詰まらせる。

　半月以上も打開策を見み出いだせなかった自分が苛いら立だたしいのだ。

「硝しよう子こ……佐さ伯えき先生は？」僕は背後にいた硝子へ問うた。

「あと、五分ほどでしょうか」

　りなちゃんと良司を家に連れてきてすぐ、僕は佐伯先生を呼んであった。昼間に学校で散さん々ざん働いてもらった後で悪いとは思うが、時間をかけてはいられない。

「……本当に佐伯先生の虚軸キヤストで、森町は治るのか？」

「断言はできない」良司の質問に、首を振る。

「でも、少なくとも彼女の『アンノウンゆらゆら』に看みてもらえば、りなちゃんがああなっている原因はわかる。その原因が取り除けるようなものなら大丈夫だ」

「……そうか」

「良司」

「なんだ」

　が、良司がどこか安あん堵どしたような表情で天てん井じようを見上げたから、

「ひとつ、尋ききたい」

　その顔を真まっ直すぐに見詰め、僕は言った。

「もし、りなちゃんがああなってる原因が……僕にあるとしたら、お前はどうする？」

「何だと？」

　仮定の話だ。でも、可能性はあった。

　あの時──僕が、りなちゃんを拒絶して硝しよう子こを選えらんだ時。

　津つ久く見み奏かなでによる最悪の演出もあって、事態は混乱していた。虚軸キヤストの存在そのものをすら知らなかった彼女にとって、次々と明かされる事実とそれに伴う異常は、訳わけがわからない以上に衝しよう撃げき的てきだっただろう。挙げ句、見せ付けられたのが『世界の終わりカーテンフオール』だ。

　あのショックで自失してしまっていても、おかしくはない。

「お前だって、可能性のひとつとして考えてたんじゃないのか？」

「ああ……そうだな」良りよう司じは唇を引き結び、頷うなずく。

「考えてなかった訳じゃねえ。いや……その可能性が一番高いのかもしれねえな」

「だったら、佐さ伯えきネアの『アンノウンゆらゆら』も、今のままじゃ効果がない」

　僕は正直に言った。

「彼女の虚軸キヤストによる回復は、原因となる事象を消滅させてようやく永続的なものになる。ナイフで切った腕を治したいならそのナイフを破は壊かいしなけりゃならない。そうしないと一定時間で傷はまた元に戻る……お前も無限回廊エターナル・アイドルから聞いて知ってるんじゃないのか？」

「ああ、知ってる」

「だったら、どうするんだ？」

「……決まってる」

　試すように発した僕の言葉を、良司は真正面から受け止め、睨にらみ返した。

「俺おれはお前を殺して、その原因を取り除く」

「……できるのか？」

「やるしかねえだろう？」

　眼には力があった。気力までも失ってしまった訳ではないんだなと、密ひそかに安あん堵どする。

　でも、同時に──いや、それ以上に。

　あまりに予想通りだったその答えに、僕は眉まゆをひそめた。

「やるしかない、だって？　……お前はできないよ」

　何だと、と言いかけた良司よりも早く、言葉を続ける。

「はっきり言う。僕と硝子はお前よりも強い」

　それは、事実だ。

「お前が寝ね首くびを掻かこうとしても、どんな卑ひ怯きような手段を使ってこようとも、だ。もっと言えば虚軸キヤストの持ってる力すら関係ないよ。お前は僕に、絶対に勝てない」

　良司の、りなちゃんを守りたいという思いの強さは伝わってくる。

　りなちゃんのためならどんなことでもするという覚悟も意志も認めよう。

　でも、こいつにあるのはそれだけだ。そして、それだけしかないという事実こそが、良司が今ここにこうやって座っている理由でもある。

「佐さ伯えき先生に対してもそうだ。僕が殺されるってわかってて、彼女がお前に協力するとでも思ってるのか？　どうやって言うことを聞かせるつもりだ？　……僕をどうやって殺す？　佐伯先生の協力をどうやって得る？　何か具体的な手があるなら言ってみろ」

　僕は咎とがめるように吐き捨てた。

　怒りではない。それどころか、良りよう司じを追い込むような自身の言葉に罪悪感がある。

　だけどこれは言わなければならない。

「お前はわかっちゃいないんだ、良司」

　良司は口を噤つぐんだ。自分でも理解できたのだろう。

「虚軸キヤストを……仮にも世界ひとつを前にして、何も考えずにただ感情だけでどうこうできはしない。そんなことをした先に待っているのは、ふざけた悲ひ劇げきだけだ」

　力を得たと過信して愚おろかな行動を起こした直なお川かわ浩こう輔すけのように。

　欲望のままに振ふる舞まって硝しよう子こを殺した上うえ野の恭きよう一いちのように。

　斜しやに構えて僕らを侮あなどり敗北した津つ久く見み奏かなでのように。

　そして──ただ受け入れて結果的に壊こわれた、鴛おし野の在あり亜あのように。

「これまでのことが悪かったとは言わないし、それを責めたって今いま更さらどうしようもない。だけど……これから先も同じように、具体案もなしにどうにかなるとは思うな」

　だから、ひと呼吸間を置き、

「僕を殺すんなら……殺せるに足る力と計画で、きっちりと殺せ」

　それに応こたえる、少しの沈ちん黙もく。

　やがて良司は、射るような視し線せんを僕に向け、口を開いた。

「お前、は……」

　恐れるような、或あるいは軽けい蔑べつするような声。

「じゃあ、お前は……どうするんだ？　もし原因がお前にあるとしたら……お前のせいで、幼おさな馴な染じみがあんなになっちまってるとしたら……どうするつもりなんだよ!?」

　それは、至し極ごくもっともな、僕の予期していた言葉であり、同時に──。

　僕の恐れていた、質問だった。

　言葉に出され、心が軋きしむ。噤んだ唇を咬かんだ。足は微かすかに震ふるえていた。

　だけど、僕は、そんな自分の感情とは裏腹に、

「……問われるまでもないさ」

　嗤わらった。

　もちろん、僕が死ぬ以外の方法があるんならそれを探す。

　でも、もしも。それ以外の道が残されていないとしたら。

　りなちゃんが助かるために、僕が犠ぎ牲せいにならなければならないとしたら。

　固定剤リターダの僕がいなくなれば硝しよう子こもこの世界に存在できない。

　ならばそれは、大事なもの──日常と非日常の二に者しや択たく一いつ。

　その選せん択たくを、僕はあの時もう、してしまっているのだ。

「りなちゃんを……いや、森もり町まちを、僕は見捨てる」

　昨日きのうの殊こと子こと同じ科白せりふを、僕は吐き捨てた。

　そう嘯うそぶいた彼女は、唯一なんとかできる力を持っていた殊子は、もう死んでしまっている。

「だから、僕はお前の敵だ、良りよう司じ」

　自分の言葉に対して覚える果てしない嫌けん悪お。

　僕を睨にらみ付ける良司へ、無む理り矢や理り作った嘲ちよう笑しようを浴びせながら、僕は被ひ虐ぎやく的てきな安あん堵どを覚える。

　そしてそのタイミングを見計らったかのように、チャイムの音が居間に響ひびいた。




　家に入ってきた佐さ伯えきネアは白衣を羽は織おってはいなかったにせよ、昼間と同じ服装だった。

　夜も遅くなったのにまだ着替えていなかったのだろうか。

　それを問うと、彼女は少しだけ笑い、言った。

「今日きようが終わるのが、恐こわいのよ」

「そう、ですね」居間へ案内した硝子が追つい従しようするように頷うなずいた。

　僕にもその感情は理解できた。

　着替えてベッドに入り、明あ日すになってしまえば──僕らはきっと一日の区切りとともに、殊子がもう帰ってこないという現実を思い知らされてしまうのだ。

　佐伯先生に、昼間までのふざけた言動はなかった。

　顔色はいつも以上に青白く、けれどいつもと違い、両目は充血して赤い。

「すいません。こんな時間に呼び出してしまって」

「いいのよ」僅わずかな溜ため息いきは誰だれに向けてのものか。

「ひとりで考え込んでいるよりも気が紛まぎれるわ。……ふふ、こんな普通の人みたいなことを言うなんて、自分でも思いもよらなかったわ。可お笑かしなものね」

　普ふ段だんなら『せっかく電気を消して部へ屋やの隅すみに座り込んでいたのに』などと嘯くところだろう。でも、今日ばかりはそんなことをする余裕もなかったらしい。

「よかったわね、森町さんが見付かって」

「結果自体はいいとも言えませんけどね。でも……よかった」

　あいつのしたことは無む駄だじゃなかった。あいつが学校を任されてくれたからこそ、僕を送り出してくれたからこそ、りなちゃんは今こうしてここにいる。

「里り緒おは？」

「……私の家で寝かせてあるわ。蜜みつさんは？」

「連絡はありません。もっとも、わざわざ連絡なんてしてはこないでしょうけど」

　あれから姿を消している舞まい鶴づる蜜みつ。彼女はまだ夜を徘はい徊かいしているのだろうか。ちゃんと殊こと子この死と向き合えているのだろうか。わからない。でも、僕の詮せん索さくすることじゃない。

　僕が今、するべきことは──。

「急せかすようですけど、お願ねがいします、佐さ伯えき先生」

「わかったわ」彼女もまた、頷うなずき、

「じゃあ、私は私のやるべきことをしましょうか。……本当は『すべき』なんて表現、好きではないのだけど」ふふふ、と、自じ虐ぎやく的てきに笑った。

「こっちです、佐伯先生」

　廊下を挟んで居間の隣となりにある客間、りなちゃんを寝かせている部へ屋やへと案内する。ソファに座って無言だった良りよう司じも立ち上がり、僕らの後を尾ついてくる。

　襖ふすまを開けた先の和室。灯あかりを点つけた。

　布ふ団とんに寝かされたりなちゃんは、静かに寝息をたてている。起きる気け配はいはない。

「……このままでも大丈夫なんですか？」

「ええ」

　佐伯先生は頷くと、しゃがみ込み、りなちゃんの顔を無表情で覗のぞき込んだ。

　事象の原因をリセットし、一時的な時間逆行を起こす佐伯ネアの『アンノウンゆらゆら』。その特性として彼女は、物事の因果を見分けることができる。

　即すなわち──何な故ぜりなちゃんが自失状態になっているのか、その原因を。

「わかったわ」佐伯ネアは立ち上がった。

　それはあまりにも呆あつ気けなく、本当に判明したのかどうか疑いたくなるほどに。

「……どう……なんですか？」

　問う僕の声は、震ふるえていたのかもしれない。

　もしも、僕らが原因であったら。そのせいでりなちゃんがこうなってしまっているんなら。

「回復するためには何をすれば？」

　そして、その上で、もしも。

　りなちゃんのこの状態が、通常のリハビリやカウンセリングなんかではとうてい元に戻せそうもないものだったら。修復不可能なまでに精神が壊れてしまっているのなら。

　さっきの良司との会話では口に出せなかった可能性を思い、僕は唇を咬かむ。

　りなちゃんでなくて硝しよう子こを選えらび、優ゆう先せんさせるということ。りなちゃんを見捨てるということの本当の意味。それはつまり、自分のせいで心の破は綻たんしてしまった幼おさな馴な染じみを捨て置いて、硝子と一いつ緒しよに幸せになれるのかどうかということだ。

　僕に、硝子に、果たしてそれができるのか。そんなことが──？

　全員が息を呑のむ中、佐伯先生は言った。

「……普通の手段では回復不可能ね」

「それ、は……」

　重い空気の中で、りなちゃんを横目にした佐さ伯えき先生に表情はない。

「今のままでは、森もり町まちさんはずっとこのまま。いえ……放っておけばますます悪くなるわ」

「そんな訳わけがあるかっ！」叫んだのは良りよう司じだった。

「ふざけるな！　何か外傷があるってのでもねえし、ショックなことがあったってだけだろうが！　それに、あいつは……津つ久く見み逆さか絵えは、絶対に元に戻るって……！」

　笑えてしまうほど場に似合わない、母かあさんの──敵の言葉すらも論ろん拠きよにした科白せりふ。でも、楽らく観かん的てきと断じることなどできない。良司は突き付けられた現実を拒絶したいのだ、

「……鏡かがみさんがそんなことを」

　佐伯先生が視し線せんを落とすと、腕を組み、口くち許もとに手を遣やった。

「確たしかに、そう。そうでしょうね。……あの人たちの立場からしてみれば、森町さんは絶対に元に戻るわ」彼女に、いつもの不気味な笑えみはない。

「どういうことですか……佐伯先生」

「森町さんの今の状態は、虚軸が原因よ」

　何──だって？

「あの人たちはすべての虚軸キヤストを消してしまおうとしている。そんな鏡さんにとって、虚軸キヤストの引き起こしたこれがいずれなかったことになるのは必然の未来という訳ね。虚軸キヤストが消滅すれば修正力リペイントマーカーが働く。それは私の『アンノウンゆらゆら』よりも確かく実じつな、事象の逆転」

　まるでひとりごとのような、佐伯先生の呟つぶやき。

「虚軸キヤストが原因？　だったら……」

　つまり、りなちゃんの今の状態は、無限回廊エターナル・アイドルの手によるものなのかもしれない。そんな推測をしながら、僕は佐伯先生に問うた。

「いいえ」だけど。

　彼女は首を振り。

　そうして、僕の背後──良司に視線を向け、言った。

「原因は、あなたよ」

「……え？」

　良司が目を見開く。

　佐伯先生は頷うなずいた。

「そう。あなたの『深淵に罹る熱ドリームシアター』のせい」




　　　　‡




　結局、夜は殆ほとんど眠れずに過ごしたものの、それでも一夜明けた次の日──私は睡眠不足で重い身体からだを引ひき摺ずりながらも、学校へと登校しました。

　芹せり菜な先せん輩ぱいと敷しき戸ど先輩を家に置いているため、マスターは休み。ひとりでの登校です。

　私もマスターと一いつ緒しよに家にいようかとも考えたのですが、もし再び学校に何かあった時、私がいた方がマスターに連絡も取りやすいという判断で行くことにしました。

　昨日きのうの今日きようで向こうが仕掛けてくるのも考えにくいですが、万が一ということもあります。

　しかし、ただでさえ人手が圧倒的に足りない中で、私に何ができるのでしょう。

　里り緒おさんは昨日の戦いで力尽き、まだ眠ったままです。

　舞まい鶴づる蜜みつの鞄かばんはありましたが、朝から姿を見ていません。登校してすぐに保健室へ来て、今はベッドで眠っている、と、佐さ伯えき先生からメールで連絡があったきりです。

　そして──本来ならこういう時最も頼たよりになるはずの殊こと子こさんは、もうどこにもいない。

　今日は、一週間の中なか日びである水すい曜よう。

　学校生活はいつも通り、平へい穏おん無ぶ事じに過ぎていき、早くも四限めです。

　けれど、私は目の前の授業を思考回路の片かた隅すみで記き憶おくしつつも、それに集中することができません。頭と心の中に、演算ではまとまらない、答えの出ない思考が駆け巡っていました。

　昨日の夜、佐伯先生の告げた言葉。

　芹菜先輩が自失状態にある原因は、敷戸先輩の持つ『虚軸キヤスト』にある、と。




「あなたの『深淵に罹る熱ドリームシアター』は、他者の欲望を加速、或あるいは減げん衰すいさせることができる」

　佐伯先生は敷戸先輩に向かって、告げていました。

　それは彼女特有の昏くらい声でしたが、どこか言い聞かせるような響ひびきがありました。

「でも、あなたは気付いていなかった。……副作用が、あるわ」

「副作用、だって？」

　呆ぼう然ぜんとした様よう子すで敷戸先輩は答えました。

「……欲望の加速、それから減衰。一度や二度では顕あらわれないでしょうけれど、あなたは森もり町まちさんの欲望を、長期間にわたって何度も操あやつった。違うかしら？」

「放っておいたら森町は食事も摂とらなかった、だから……」

　恐らく彼は、自発的に何もしようとしない森町先輩の世話を『深淵に罹る熱ドリームシアター』を使って行っていたに違いありません。けれど、

「私にはあなたの虚軸キヤストがどういう理屈で欲望をコントロールしているのかはわからないわ。でも……結果だけ見れば、それはこの娘この頭の中を弄いじり続けたのと同じ」

　けれどそれは──してはならないことだったのです。

　過ぎた薬が毒であるように。

　大量のプログラムを走らせ続けることで、コンピュータがフリーズを起こすように。

「半月間。脳が壊こわれてしまうには、たぶん充分な時間だわ」

「俺おれの……せい、だっ、て？」

「最初はただのショック状態で、放っておけば自じ我がを取り戻していたんだと思うわ。でも、あなたはそれがわからずに、虚軸キヤストを使って治そうとした。いえ、あなたじゃない。……たぶん、城き島じま鏡かがみさんが……そうするように言った……違うかしら」

　それが事実であることを、敷しき戸ど先せん輩ぱいの表情が物語っていました。

　敷戸先輩は何も知らなかったのでしょう。

　自分の虚軸キヤストが持つ副作用と、過剰に使い続けた結果を。

　まだ虚軸キヤストを得て日が浅い彼には、わからなかったのです。

「元に戻すことはできるわ」

　佐さ伯えき先生の言葉は、彼にとって絶望に近いものでした。

「でも、その回帰を固定するためには彼女がこうなった原因を取り除かなければならない」

　原因。

　芹せり菜なさんがこうなってしまった原因。

　それは紛まぎれもなく、

「その原因は……敷戸良りよう司じさん、あなたなの」

　彼は、返事ができませんでした。

　私もマスターも何も言えませんでした。

　結局、昨日きのうの夜は、結けつ論ろんが出せないままに時間が過ぎ──。




　それはマスターにとっても辛つらいことでした。

　マスターは昨夜ゆうべからずっと、そのことについて考え続けています。

　一度は敵に回ったとは言え、友人である敷戸先輩を殺せるのか。

　かつての私には不可能でした。

　鴛おし野の在あり亜あの身体からだに潜ひそんだひめひめの残ざん骸がいを消すことができませんでした。

　でもその結果は、経けい緯いはどうあれ、間違っていた。

　あの時『有限円環アカイイト』を消滅させてしまっていれば、鴛野在亜は無限回廊エターナル・アイドルの固定剤リターダとなることもなかったし、芹菜さんと敷戸先輩の関係をこじらせてしまうこともなかった。ひいては、殊こと子こさんも──死なずに済んだのかもしれません。

　あの時、私が感情のままに動いたばかりに。

　そして今回も、恐らくは似たような状況になる可能性が高いのです。

　敷戸先輩を殺さなければ、芹菜先輩が元のように笑うことはあり得ません。それどころか、彼は再び無限回廊エターナル・アイドルに利用されもするでしょう。

　果たして何が最善なのか。

　結果として最悪のことが起きないようにすれば、それでいいのか。最悪を回かい避ひするために何かを犠ぎ牲せいにして、それが最善と言えるのか。何もかも上う手まくいく方法はないのか。

　──わかりきっているのです。私の演算回路は既すでに解答を導みちびき出しています。

　即すなわち、最善などあり得ない、と。

　みんなが幸せになれる方法なんて存在しない。それがあるなら、誰だれかがとうにやっている。

　恐らくは今日きようのうちに、マスターは結けつ論ろんを出すでしょう。

　その時、私は何が言えるのか。何ができるのか。

　どんなに考えても、私にはわかりませんでした。




　それから、もうひとつ。

　マスターのことと同時に、私は別の、自分自身のことについて思考を巡らせていました。いえ、どうしても巡らせざるを得ませんでした。

　最善と最悪とは、幸せの定義とは、心とは何か。そんな根源的な疑問を何度も何度も自分に問い掛ける切っ掛けとなった、昨夜ゆうべの私の感情のことです。

　あの時。

　芹せり菜な先せん輩ぱいが廃はい人じんになってしまった原因を、私たちに告げた時。

　原因が私たちではなく、敷しき戸ど先輩だとわかった時──。

　私の胸に生じたのは、衝しよう撃げきではなく、安堵、でした。

　敷戸先輩が原因であるなら、私たちは傷付かずに済む、と。

　それは卑ひ怯きようで、身勝手で、汚い、人間として最低のもの。機き械かいであった頃ころなら『合理的』と断じることのできた、他者を軽かろんじ自己を優ゆう先せんする、倫りん理りを捨てた先の論理です。

　人間としての私と機械としての私は、昨夜からずっと鬩せめぎあいを続けていました。




　そして、昼休み。

　私は優すぐれない気分のまま、八や重えさんたちと昼食を摂とっていました。

　向かいに座ったひめひめも、私と同様に元気がありません。昨日きのう──殊こと子こさんが死んだことを、私が話してしまったからでしょう。

　自分にとって大事な人がいなくなったというのに、その人がどれだけ大事なのかがわからない。その人との記き憶おくすら思い出せない。記憶ごと消し去ってしまう世界の修正力リペイントマーカーは、ある意味で酷ひどく残ざん酷こくな結果をひめひめにもたらしてしまいました。

　話すべきではなかったかもしれない。そんなことを考えながら、私は箸はしも進まず時折溜ため息いきを吐つくひめひめを、ぼんやりと見詰めます。

「ふわぁ……」

　と、彼女の隣となりに座ったきみちゃんが、大きな欠伸あくびをしました。

「……どうしたのですか？」

「うん。ちょっと寝不足なんだー」

　そういえば二時限めに、船を漕こいでいて注意されていた記き憶おくがあります。

「ゲーム？　読書？」

　八や重えさんが尋ねますが、

「うん、ちょっとねー。内ない緒しよー」

　きみちゃんは楽しそうに笑って、理由を答えません。

　普ふ段だんならここでひめひめが『何よ君きみ子こ、ひょっとして男!?』などと茶ちや々ちやを入れてくるところです。八重さんもそれを予想してひめひめの方を一いち瞥べつしました。

　けれど彼女はそれに反応せず、ぼんやりと箸はしを進めるだけ。

　私はつっこみを入れる機き会かいを失いつつ、自分で明るい話題を振ることもできずに、ひめひめと同じように無言でおかずを口に入れます。

　味はしませんでした。自然、呑のみ込んだ後に溜ため息いきが洩もれます。

「みんな今日きようは何か、変だね」

　八重さんがぽつりと呟つぶやいた言葉にも、誰だれしもが無言。

　ひめひめは窓の外に視し線せんを移ろわせ、きみちゃんは食べながら意い識しきを失いかけるという器用な真ま似ねをし、私はそれらを眺めつつも何も言えません。

　三者三様、それぞれ静かな昼食に、八重さんだけが首を傾かしげていました。




　いつものくだらない会話も少ない中では、放ほう課か後ごになってしまうまでの時間も主しゆ観かん的てきに長く感じました。こうした感覚を持つなど、感情を否定していた頃ころなら想像だにしていなかったことではありますが──それに感かん慨がいを覚える余裕は、今の私にはありません。

　ひめひめはやはり、気分が優すぐれないので真まっ直すぐ家に帰るとのことでした。なので私もきみちゃんと一いつ緒しよに帰宅しようと考え、彼女に告げます。

「あ、じゃあさー、図と書しよ館かんに本返しにいくから、ちょっと待っててー」

　そう言ってそそくさと教室を出て行くきみちゃんを見送りつつ、ふと教室を見渡しました。

　いつもならすぐに部活へ行く八重さんが、まだ教室に残っています。

「どうかしたのですか？」近寄って声をかけると、

「うん、特には。……もうすぐ行くけど」

　少し憂うれいを帯おびた表情でした。

「八重さん。部活に行くの、嫌いやなのですか？」

「いや、そんなことないよ。ただ」

　そこで言葉を止め、彼女は薄うすく笑い、

「人数、減っちゃったから。元々、そんなに多くもなかったけど」

「そう……ですか」

　半月前、津つ久く見み奏かなでと敷しき戸ど先せん輩ぱいの起こした事件のせいで、学校には転校者が続出しました。部活によってはその人数が多かったところもあるのかもしれません。

　芹せり菜な先せん輩ぱいも八や重えさんと同じ陸上部──そのことを考え、私は密ひそかに拳こぶしを握にぎり締しめます。

　すいません、と。

　思わず口に出かかった謝しや罪ざいの言葉を呑のみ込みながら、私は無む理り矢や理りに笑いました。

　機き械かいだった頃ころには簡かん単たんだった作り笑い。

　それは、今となってはとても難むずかしく、辛つらくて。

「でも、八重さんまでいなくなってしまっては他ほかの一年生が悲しみますよ。八重さん、部の人たちからも頼たよりにされているんでしょう？」

　無理をしているように見えないかを分ぶん析せきする余裕はありませんでした。

　彼女はその言葉に、小さく、知らない人が見たらそうとはわからない程度に破は顔がんし、

「ありがと。硝しよう子こ」

　私に感かん謝しやの言葉を告げてくれます。

「じゃあ、行ってくるよ」

「ええ……頑張ってきてくださいね」

「うん」

　八重さんは頷うなずき、荷物を手に持つと踵きびすを返し、教室を去っていきました。
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　その姿を見送りながら、私は唇を咬かみます。

　半月前の事件はもちろん、これまで何度か起きた『虚軸キヤスト』絡みの出来事は、表向きにならなかったにせよ、私の周囲に対して小さな日常の綻ほころびを生んでいます。

　その綻びは今や飽ほう和わしつつあり、いつ決けつ壊かいしてもおかしくないものとなっていました。

　すべての原因である私は、果たしてどうすればいいのか。何を償つぐなえばいいのか。




　──思えば。

　私がこうやって悩む度たびに、その雰ふん囲い気きを機き敏びんに察してくれた人がいました。

　時にふざけた言動や行動で私を茶ちや化かし、時に真剣にお説教し。

　深刻になりがちな私とマスターを、さりげなく、真しん摯しにフォローしてくれる人が。




　彼女は、もういません。

　どんなに彼女を望んでも、どんなに私たちが悩んでも、私たちを飄ひよう々ひようとすくいあげてくれる、あの軽けい薄はくな笑え顔がおは戻ってきません。

　だから──しっかりしなければ。

　そう考えはするものの、それでも重い気分は晴れず、私は椅い子すに座り込みました。




　　　　‡




　どんなに望まなくても時間は流れる。そして時間が流れる以上、現状維持や結けつ論ろんの先延ばしなんて結局のところ誰だれにもできはしない。一時的には可能かもしれないが、決断が遅れれば遅れるほど、その結果は取り返しのつかないことになる。

　それはまるで呪のろいのようで、けれど呪いでもなんでもない。ただの現実、だった。

　夜が来た。

　昨日きのうの、佐さ伯えきネアによる残ざん酷こくな告知から既すでに二十時間以上が経たっていることを、僕は冷静に受け止められずにいた。目を覚まさないりなちゃん、沈ちん鬱うつに黙だまりこくっている良りよう司じ、ふたりがいる家の中では時間が止まっているようだった。

　僕はその止まった時間の中で考え続けたけれど、まだ迷っている。

　本当なら、一日や二日なんて、殊こと子この──友達の死を実感できるようになるにも足りないだろう。けれど、いつ無限回廊エターナル・アイドルたちが襲おそってくるかわからない以上、今の僕らにとって一日という時間は果てしなく貴重で、取り返しがつかない。

　その貴重なものを無む駄だにしないために、僕はもう次の死を受け止めなければならなかった。

　硝しよう子こが学校から帰ってくるのを待って、良司を公園へと誘った。

　半月前、良りよう司じが僕に訣けつ別べつを告げた場所。そして父とうさんと再会した場所。

　あの時のことをいやが上にも思い出して胸が重かったし、良司の気分も悪くさせるだろうと思ったが、この近くでここより広い場所なんて他ほかにはない。

　既すでに佐さ伯えき先生を呼び、家まで来てもらっている。りなちゃんの警けい護ごも任せてきた。留守を突かれる心配はない。とは言え、昨日きのうから食事も摂とっていないような状況だ。

　そのせいだろうか。足取りは虚うつろで、ふわふわと浮いているようだった。

　やがて到着すると僕は、重い足取りでついてきていた良司と向かい合う。

　時間は午後十時過ぎ。

　周囲の家には灯あかりが点ついていたが、大声で叫ばなければ気付かれることもないだろう。

「硝しよう子こ。……少し、下がってろ」

　隣となりに立っていた硝子に、そう呼び掛けた。

「はい。マスター……でも」

「大丈夫だ」僕は言った。

「心配しなくていい」

　硝子は頷うなずき、僕らから数歩遠のく。

「……どうする気……なんだ？」と。

　今までずっと黙だまりこくっていた良司が、僕らに向かってようやく口を開いた。

「俺おれを……殺すのか」

　良司の傍かたわらに、ふ、と、薄うす闇やみから一匹の犬が姿を現す。

　雑種に見える成犬──『深淵に罹る熱ドリームシアター』の本体が、低く唸うなり、牙きばを剥むいた。

　たぶん良司自身は、りなちゃんを元に戻すためならば死も厭いとわないだろう。昨夜ゆうべからずっと、どこか覚悟したような、そんな表情だった。

　けれどそれはあくまで、敷しき戸ど良司という個人の意志だ。

　その決意や覚悟は、虚軸の固定剤としての意志とは、違う。

　──たとえばかつて、直なお川かわ君きみ子こを傷付けた舞まい鶴づる蜜みつは『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』を否定できなかった。

　──たとえば僕は、硝子を失うことへの恐怖がすべての感情に優まさってしまう。

　他ほかの、僕らの仲間たちも、かつて戦った奴やつらだって同じだ。

　既に滅んでしまった世界の成れの果てである虚軸キヤストの、『生き残りたい』という生存本能は、依より代しろに選んだ固定剤リターダの感情や主義や理屈などを考こう慮りよしない。だから固定剤リターダは、まず何よりも、虚軸キヤストの生存を優ゆう先せんしてしまう。つまり、大事なものがすり替わってしまうのだ。

　それに打ち勝つには、狂気にも似た強きよう靱じんな意志を持つか。或あるいは逆に、もはや分ぶん離り不可能なほどに虚軸キヤストと癒ゆ着ちやくしきってしまうかのどちらか、だ。

　前者なら虚軸キヤストの本能を撥はね除のけられる。後者なら固定剤リターダの側から虚軸キヤスト自体に影えい響きようを与えられる。そしてそのどちらも、今の、虚軸キヤストと同化してしまったばかりの良司には足りない。

　だから。

　だから僕は、良りよう司じの顔を真まっ直すぐに見詰め、一いつ瞬しゆんだけ殺意を込めた視し線せんで睨にらみ付け、それからはっきりと、侮ぶ蔑べつの表情を浮かべて──笑ってみせる。

「『殺す』だって？　何を言ってる？」

　え、と。良司が眉まゆをひそめた。

　僕はなおも笑う。いや、嗤わらう。

「だからお前は駄だ目めなんだよ、良司」

　まるで僕の兄のように、他人を見み下くだし嘲ちよう弄ろうし挑発するような顔で、

「お前は殺されることを考えてほいほいついてきたってのか？　つい昨日きのうのことをもう忘れたとは言わせない。……『具体案もなしにどうにかなると思うな』って、僕はそう言ったな」

「それが……何を」

「何を、じゃない」

　嘆たん息そくを込め、相手を梗こう塞そくさせてしまうように、

「僕のことがまだわからないのか？　僕は自分と硝しよう子このためならりなちゃんも犠ぎ牲せいにするような奴やつだぞ？　そんな存在を目の前にして、お前は黙だまって殺されようとしてる。……そんな気き概がいでりなちゃんを、森もり町まちを守れるだなんて浅せん薄ぱくもいいところだ！」

　──低く、言い放つ。

　良司の表情が変わった。

　夜の公園、秋のやや冷え込んできた空気の温度が少し上がったような感覚。

　それは怒りと屈くつ辱じよくによる、一いつ触しよく即そく発はつだ。

　僕は、身構える。

「だったら僕の言葉は昨日きのうと変わらない。『虚軸キヤストの持ってる力も関係ない』ってな。……硝子は使わない。来いよ。お前が僕を殺す術すべを持ってないことを、証明してやる！」

　挑発。同時、

「晶あきらぁああっ！」

　声を抑えることさえせずに叫ぶと、良司が突っ込んでくる。

　それは頭に血の昇った、突進に近い直ちよく線せん軌き道どう。

　故に、まだ足りない。

　怒らせるだけじゃ──足りない。

　僕は右手を前に、不定量子の反発力りき場ばを生成し、良司に思い切りぶつけた。

「……っぐ!?」バットで殴られたように上体を仰のけ反ぞらせ、突進が緩ゆるむ。

　隙すきを突いてこちらが反はん撃げき。腹部、鳩みぞ尾おちに拳こぶしを叩たたき込んだ。

　良司の呼吸が止まる音も聞かずに身を沈め、追加で足を払う。抗あらがえずに倒れ込んだのと同時にこちらは身を引き、数歩の距きよ離りを飛とび退のいた。

「くだらないな、良りよう司じ」

　僕よりも遥はるかに身長の高い体たい躯くを見下ろし、吐き捨てる。

「この程度で沸ふつ点てんを超えるなよ。直なお川かわ浩こう輔すけでさえお前よりもまだ我慢強かったぞ？　ああ……直川浩輔って言ってもわからないか。元クラスメイトだよ。お前は覚えてないだろうけど、春先に虚軸キヤストに寄生された奴やつだ。僕が殺した。いや……仲間を利用して殺させた」

「な、んだ、と」鳩みぞ尾おちへの打だ撃げきのせいで呼吸を荒げながら、良司がこちらを睨にらんでくる。
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「僕はそういう奴やつだ。わかっていただろう？　邪じや魔まなものは一切の躊ちゆう躇ちよなく排除する。たとえ誰だれだろうが殺す。お前だって例外じゃないんだ。いい加減に理解しろよ」

　ずっと考えていた。

　どうすればいいのか。どうするのが最善なのか。

　本当は考えるまでもなく、結果はわかっている。最善なんてどこにもないのだ。

　だったら。

　僕がやりたいように、良司のやりたいように──そうしなければならない。

　怒り？　それではまだ不足だ。

　そんなくだらない感情は、良司に覚悟など与えない。

「それからな、覚えておくといい。……相手を挑発して怒らせたところでその隙すきを突く、これが僕の、卑ひ怯きようで最低な僕の、常じよう套とう手しゆ段だんだよ」

　こいつが覚悟するには、覚悟してくれるのに必要なものは。

　怒りを否定し、それを通り越した、

「落ち着けよ。固定剤リターダ同士、条件は同じなんだ。……だったら、お前は僕なんかに負けるほど弱かったのか？　運動が得意って訳わけじゃなく、身体からだも小さい僕よりも？」

　冷静さで以もつて僕やりなちゃんを見る、理性だ。

　僕は、踞うずくまった相手を黙だまって見下ろした。

　ゆっくりと咳せきが止やむ。

　呼吸が落ち着く。

　やがて──。

「そう……かよ」

　察したように、良りよう司じは立ち上がった。

「そういうことか。わかったよ、晶あきら」

　表情は重いままだ。けれど、身体から力を抜き、失笑する。

「男同士の殴り合い、ってか？　……昔のマンガかよ、お前は」

「さあ、どうだかな」だから、僕も同じように。

「ただのポーズ、そう見せかけてるだけかもしれないぞ」

「そうするメリットがあんのか？」

「お前にそれを教えると思うのか？」

　まるで腹の探り合いのような、その実、まったく違う会話。

「虚軸キヤストは……ちびは使わねえ。お前も使ってねえんだからな」

「危なくなったら使うんだろう？　もっとも、使ったとしてもたいした効果はないだろうさ」

「ふん、言ってくれんな」

　そう笑えんだ良司の虚きよを突き、今度は僕から仕掛けた。

　身を屈かがめ、跳ちよう躍やくにも似た疾しつ走そう。

「……っ!?」

　驚きよう愕がくに近い声を頭上で聞きながら、今度は肘ひじを腹部にめり込ませようとする僕。

　が、今度は反応された。

　寸前で半身になった良司はそのまま僕の肘を躱かわし、襟えり首くびを掴つかんでくる。

　振りほどこうと片腕をかち上げたが、腕はびくともしない。そのまま──僕は飛び込んだ勢いを利用され、一いつ瞬しゆんで足を払われた。良司の挙きよ動どうと体たい捌さばきは熟じゆく練れん者しやのそれだ。

　柔道二段からしてみれば、格かく闘とう技ぎ経けい験けんのない僕なんて素人しろうと同然。

　舌打ちして起きあがる。その意志よりも早く身体が浮き上がった。いや、立とうとした僕の力を利用され、斜め前、つんのめるように引っ張り上げられたというのが正しい。

　でも、思考はそこで止まった。

　何が起きたかわからなかった。ただ、襟えり首くびと右みぎ袖そでが酷ひどく強い力で掴つかまれたという感触と、良りよう司じの身体からだが回転しこっちに密着してくるのがわかった。左脚の内側に良司の右足が割って入り、そのまま跳ね上げられている。それがわかった時にはもう視界は流れている。

　抵抗しようとするよりも早く、僕の身体は回転した。

　恐らくは、内うち股また。

　崩くずれた姿勢で肩から落とされた。

　砂混じりの土は丁てい寧ねいに整せい地ちされていて硬く、僕の身体に衝しよう撃げきが伝わる。試合だったら有効か技ありというところかもしれないが、転ばされたことに変わりはないし、ここは畳じゃない。

「……く……っ！」

　僕は咄とつ嗟さに歯を喰くい縛しばり、不定量子の反発力りき場ばを拳こぶしに乗せて、密着していた良司の身体を殴りつける。どの部分に当てたのかは衝撃で頭がぐらついていたせいでよくわからなかった。

　襟首を握っていた手が緩ゆるむ。振りほどき、飛とび退のいた。

　良司は追ってこれない。だから時間稼かせぎを目もく論ろんで口を開く。

「……そういや、体育の授業の時に散さん々ざんあしらわれたっけな」

「呂ろ律れつが回ってねえぞ、晶あきら。脳にきてんだろ？」

　対する良司もまた、脇わき腹ばらを押さえている。

「お前も打ち所が悪かったんじゃないのか？」

「ふん、これくらいはどうってことねえな」

　強がりなのは明らかだった。でも、僕も足がふらついているから仕掛けられない。

「体育の授業か。そういややったな、去年」

　ソフトボールやサッカーに混じって、確たしか全部で六回くらいだった。生徒も全員遊び気分だったし、真剣にやっている人間はいなかった。でも、道どう着ぎの着こなしでさえ明らかに経けい験けん者しやとわかる良司は、クラスメイトたちによってたかって『ちょっと俺おれを投げてくれ』などと言われていた。今ではもう、楽しい思い出でしかないけれど。

「……おい、晶」

　良司は脇腹を押さえていた手を、離はなした。

「当たり前だけどな。あの時、俺はお前が怪け我がしないように気を遣つかってたぜ」

「安心しろよ、良司。……僕もだ」

「ここは道場じゃねえぞ。投げ技ってのは、硬い地面でやれば相手を殺せる」

「それこそ当たり前だろう？　僕を殺すんじゃないのか？」

「そうか……そうだな」

　会話しながらゆっくりと近寄ってくる。

　僕は逃げない。息を整ととのえ、その場にいる。

　僅わずか一メートルの距きよ離りで、良司は立ち止まった。

「……殺すつもりで、やってやる」

「ああ、……僕もだ」

　突進するつもりで身を屈かがめた。

　それを読んだ良りよう司じが横に一歩移動。

　僕は構わずに、三度、不定量子の反発力りき場ばを乗せて身体からだごと突っ込む。

　良司も同じように反発力場を生成。僕からの衝しよう撃げきを相そう殺さい──、

　そして。

　弾はじかれたように両者が飛とび退のき、再びどちらともなしに距きよ離りを詰める。僕の出した拳こぶしを躱かわした良司は伸びきった瞬しゆん間かんのその腕を右手で掴つかみ、僕の身体を引き込みながら踏み込む。僕はその勢いを利用し殺意を込めた膝ひざを良司の腹に喰くらわせようとするが重心を移動させられて上う手まく力が乗せられない。咄とつ嗟さに頭突きに切り替えるも更さらに良司は腕で僕の身体を引き寄せる。殆ほとんど密着状態になり、いつの間にか蹴けり上げたはずの膝は良司の左腕によって払われている。固定剤リターダ同士の遣やり取とりは常人の眼には追いきれないほど速く、恐らくまだコンマ一秒も経たっていないだろう。それはもはや、脳の処理速度を超えた反射神経だけの駆け引きだった。思考よりも経けい験けん則そくがものを言うような状況下では素人しろうとが経験者に敵かなう道理などない。さっきまであったと思っていた良司の身体は目の前から消えていた。沈み込んでいた。僕よりも高いはずの身長が僕の半分ほどになるまで身を屈め、腰を落とし、身体を反転させ背を向け、そして掴んだ僕の左腕を取り、そこから一気に、屈んでいた身体を僕もろとも跳ね上げさせる。足が地面から完全に離はなれた。まるで背負われているような、いや、文字通り、

　背負い投げ。

　嫌いやになるほど綺き麗れいな姿勢で、僕は背中から地面へと落とされる──だけでは、終わらない。

　良司はそのまま、落下する僕を離さない。背中から身体ごと倒れ込んでくる。

　体重、落下速度を加え、地面と僕とを挟み込んで、衝撃。

「が……っ！」呼こ気きが洩もれる。

　同時、鈍にぶく厭いやな音が、肋ろつ骨こつの折れる音が脇わき腹ばらから。

　それも、複数。何本持っていかれたのかはわからない。

　完全に呼吸できない僕の上で、良司が言った。

「一本。お前の……負け、だ」

「は、……ふ」無ぶ様ざまに喉のどから洩れた空気でしか僕は返事ができない。

　ああ──言いたかったのに。

　それはこっちの科白だ、と。

　頭から落としていれば。

　その衝撃で首を叩たたき折っていれば、こいつは勝てたかもしれない。

　それをしなかったのは甘さ故ゆえか、それとも人殺しなんて考えたこともない人間の限界か。ひょっとしたら熟じゆく練れん者しやだけに、無む意い識しきに綺き麗れいに投げてしまったのかもしれない。

　それに、良りよう司じ。

　お前は知らないんだ。

　──僕が、痛みを感じないことを。

　地面とのサンドイッチ？　肋あばらの折れた痛み？　呼吸困こん難なん？

　そんなもの、僕が動けなくなる理由にはならない。

　恐らく本来なら衝しよう撃げきと痛みで動かせもしないだろう腕を動かし、良司の頬ほおに添える。

　反発力りき場ばで、顎あごへの打撃。脳を、揺らした。

「……え……？」僕の身体からだの上で、不ふ思し議ぎそうな声。

　何が起きたのかわからない。そんな、怪け訝げんな表情で。

　良司は僕を投げ落とした姿勢のまま、意識を失った。




　それから数分。

「……う……？」良司は、踞うずくまったままの姿勢でうめき声をあげ、目を覚ました。

　僕はもう起きあがり、立ったまま良司を見下ろしている。無防備に倒れた者と、それを見下ろす者──誰だれが見ても勝敗は明らかな状況だった。

「あ……俺おれ……は」

「どうする？　まだやるか？」

　僕は骨折のせいで違和感のある脇わき腹ばらを撫なでながら、声をかける。

「ただし……妙な素振りを見せれば、お前の首を蹴けり折る」言葉通り、僕の足先は良司の頭に狙ねらいをつけている。折るまでは無理でも、もう一度気を失わせるのは簡かん単たんだった。

「……いや」良司は少し微笑ほほえんだ。

「どうしようもねえな。虚軸キヤストとして勝てそうにねえのに、生なま身みでやりあっても負けちまった」

「状況を理解する余裕ができてるじゃないか」

「まあな。でもお前、そういうことわざわざ口に出して言うか？　ひでえな、おい」

「ああ……僕は酷ひどいんだよ」

　もう、殺意も戦意もない。

　ふたりの間にあるのはただ、気の置けない友人同士のような、そんな空気だった。

　でもそれは、ただの欺ぎ瞞まん。

「さて。じゃあ……宣言通りだ。僕はりなちゃんを元に戻すために、お前を殺すよ」

　僕らはもう、友人なんかじゃない。

「ああ」それでも、良司は頷うなずく。

「ありがとよ。……すっきりした」

　虚軸キヤストとしての生存欲求が、敗北感によって打ち消されたのか。それとも頭を冷やすことで、克服する意志を得ることができたのか。どちらなのかはわからない。

　良りよう司じはもう──抵抗しようとしなかった。

「硝しよう子こ」

「……イエス、マスター」

　背後に控えていた硝子の腕を掴つかむ。

　その腕ごと引き抜いた機き械かい仕掛けの剣を、僕は良司の喉のど許もとに突き付けた。

「何か言い残しておきたいことはあるか？」

「……いや……ねえよ。たぶんお前はちゃんと、森もり町まちを守ってくれるだろうしな」

「僕なんかを信用するのか？」

「信用なんかしねえよ。単に俺おれを殺したんなら、お前は罪悪感でそうするだろうってだけだ。……前からそうだったよな、お前。妙に人に気を遣つかうんだよ」

「それもフェイクだよ」

「ふん。……その上、ハッタリばっかだ。お前が口に出すことは全部、嘘うそだよ。大事なことは黙だまってやりやがる。さっきの、俺との勝負みたいに」

「何のことだ？」

「さあな。……もういいだろう？」

「ああ……さよならだ、良司」

　良司は、ゆっくりと目を閉じた。

　僕は剣の切っ先を下に、柄つかを両手に握る。

　雑種の犬──『深淵に罹る熱ドリームシアター』は、最初から最後まで動かなかった。今もただ黙って、良司の傍そばに控えている。僕を襲おそおうともしない。良司が制しているのだろうか。それとも僕がやろうとしていることを理解できていないのか。

　どちらでもいい。僕のやることと、僕の罪には変わりなどない。

　僕は剣を振り上げた。




　それからすぐに処理は終わり、僕は硝子と公園を後にした。

　気は重く、吐く息には温度がないように思えた。

「マスター、身体からだは大丈夫ですか？」

「……ああ」隣となりを歩く硝子が心配そうに尋きいてくるので、笑う。

「当たり前だけど、痛くはない。違和感はあるけどな。帰ってから佐さ伯えき先生に看みてもらうよ」

「そうしてください。骨が折れているのは間違いありませんから」

　一時の活動に支障がないとは言え、放置しておく訳わけにはいかない。痛みがないのをいいことにそのまま激はげしい運動でもすれば、命に関かかわってしまう。

　と──。

　視し線せんの先、住宅街の壁かべを背にして突っ立っている影かげがあった。

　僕は僅わずかに眉まゆをひそめる。知った顔、だった。

「……お前、もう大丈夫なのか？」

　その質問に、彼女は──舞まい鶴づる蜜みつは、答えない。

　今日きようはずっと保健室で眠っていたはずだし、精神状態が心配ではある。

　近付くとともに、闇やみに紛まぎれた表情が判別できるようになってきた。

　腕組みをしたまま、こっちを苛いら立だたしげに睨にらんでいる。外見上はいつも通りと言えばいつも通りだけど実際はどうだろう。そんなことを考えていると、

「……相変わらずね、あんたは」

　すれ違いざま。

　舞鶴は唐とう突とつに、そう声をかけてきた。

「何がだ」

「てっきり殺すのかと思ったわ」

　どうやら、僕と良りよう司じとの遣やり取とりをこっそり覗のぞいていたらしい。

「何を言ってる？　殺したさ。見てたんだろ？」

「ええ、見てたわよ。……あんたが、敷しき戸ど良司の虚軸キヤストだけを消滅させるのを」

　その声が孕はらんでいるのは侮ぶ蔑べつか、諦てい念ねんか。それは判然としなかった。

　舞鶴は更さらに続ける。

「あいつを殺さなかったのは、あんたの優やさしさなんかじゃないわ」

　僕は、相変わらずのその言葉を聞いて。

　無表情で──笑った。

「わかってる」

「すべてを忘れさせて、それで何か先に進めるとでも思ってるの？」

「わかってる」

「あいつだってそう。虚軸キヤストを消して、修正力リペイントマーカーでなかったことにしても、森もり町まち芹せり菜なを廃はい人じんにしたって事実が、罪が……消えた訳わけじゃないのよ」

「わかってる」

　垣かい間ま見みえるのは敵意。そして苛立ち。それから──。

　硝しよう子こが、耐えきれなくなったのか舞鶴へ声を荒げた。

「舞鶴蜜！　あなた……」

「……わかってるんならいいのよ」しかし、そんな彼女の怒りを他よ所そに。

　舞鶴は肩かた透すかしするように、小さく微笑ほほえみすら浮かべる。

「ま、いいのよ、って別によくはないけどね。単に確たしかめたかっただけよ。……あんたがまだちゃんと、その中途半端を……自分で充分に理解した上で、貫つらぬけてるのか」

「……ふん」僕は、僅わずかに肩を竦すくめ、

「大丈夫だよ。心配してくれたのか？」そう言ってやる。

「誰だれが心配なんか。ふざけんじゃないわ」

　機き嫌げんを損そこねたらしい。鼻を鳴らし壁かべから背を離はなす。

　そのまま僕らを一いち瞥べつすらせずに、用は終わったとばかりに去っていく。

　去さり際ぎわに、ぽつり、と。

「単に、確かく認にんしたかっただけよ」

　吐き捨てるように、同時に懐なつかしむように、小さく呟つぶやきを残して。

「殊こと子こが気に入ってたのは、あんたのそんなとこだったんだから」

「舞まい鶴づる……蜜みつ」

　硝しよう子この呼びかけにも、彼女はもう応こたえない。

　だから僕は、心の中でだけ感かん謝しやを告げ、ゆっくりと息を吐いてから笑う。

「帰るぞ、硝子」

「ええ……はい、マスター」

　硝子は頷うなずき、彼女の去っていった方にまだ視し線せんを遣やっていた。あいつの真意が伝わったのだろう。怪け訝げんそうな顔に少しだけばつの悪い表情を浮かべている。

　たぶん──たとえるなら。

　殊子を目の前で喪うしなってしまった舞鶴は、見付からない最善を模も索さくしている僕らと違い、最善を目の前にして掴つかみ損ねてしまったのだ。

　だから、そんな彼女に、僕らが文句を言えるはずがない。

　ましてや──優やさしい言葉まで、かけてもらったのでは。

「情けないな、僕は」

　自じ嘲ちようは硝子に聞こえないように、口の中から外には出さずにおいた。




　　　　‡




　意い識しきがはっきりとするのはいつくらいだろう。まず考えたのは、今日きようが何月何日なのかだった。でもよくわからない。記き憶おくは曖あい昧まいで、霧きりの中で彷徨さまよっていたような気がした。

　手足の感覚はある。飢き餓が感かんはない。僅かに頭が重い。けれど痛むほどではない。

　そうして、自分の目覚めが比較的すっきりしているのを確認してから。

　森もり町まち芹せり菜なは、上半身を起こした。

　見み慣なれた壁かべと天てん井じよう。間取り。家具。自分の部へ屋やだということは、すぐにわかった。

「あ……れ？」思わず疑問の声をあげるが、喉のどが渇かわいていて上う手まく出なかった。

　どういうことだろう。頭の中にある記憶を確たしかめる。明らかにおかしい。

　立ち上がった。が、すぐに足がよろめいた。運動していなかったのだから当然だと思う。どうしよう、と、陸上部での活動を反射的に心配した。一日走らなかったら取り戻すのに三日かかる。このままだと、タイムは大幅に落ち込んでしまうだろう。

　ともあれ、歩けないほどではない。部へ屋やのドアを開け、階段を下りた。

「あら、起きたの？　あんた」

　居間に出ると、母がこちらを一いち瞥べつする。テレビを前にゲームをしていた。こちらを心配するふうでもなく、その様よう子すは普ふ段だんと何も変わらない。

「うりゃ！　死ねっ！」こちらを無視しがちゃがちゃとコントローラーをいじる。

　剣を持った武将らしきキャラクターが、笑ってしまうほど大量に群がった武士たちをこれも笑ってしまうほど爽そう快かいに蹴け散ちらしていた。

「死ねっ！　今日きようも残業で可愛かわいい妻の手料理を食べない父とうさんの代わりに死ねー！」

　いつも通り過ぎて、気味が悪くなるほどだった。

「……母かあ、さん？」

「あれ、あんた声こえ嗄かれてるわよ。風か邪ぜ？」

「いや……そうじゃなくて」

「あ、こっちが死んじゃった。うう……こうやっていつも妻は耐えるしかないのね」

　耐えるどころか休日には旦だん那なをこき使い、料理まで作らせるくせに。いつものように呆あきれかけて、思い直す。いや、違う、そういうことじゃない。

「あのさ、母さん、あたし……」

「あー、あんた全然覚えてないの？　この馬ば鹿かっ娘むすめ」

「……え？」

　何が何だかわからず眉まゆを寄せた芹せり菜なに、母は言った。

「あんたね、晶あきらちゃん家ちに遊びに行って、そのまま寝こけちゃったのよ。しかも全然起きないから、晶ちゃんわざわざ連れてきてくれたんだから。まったく、子供かっつーの」

「う……そ」愕がく然ぜんとした。

「でも、あたし……」

「あんた、まだ寝ね惚ぼけてんの？」盛大に溜ため息いきを吐つく母。

　その様子に、おかしいのは自分なのだろうかと錯さつ覚かくしてしまいそうだ。

「いいからもう寝なさい。まだ十一時だけどお子ちゃまにはもう遅いわよ？」

　いつものように厭いや味みったらしくそう言ってくる母は芹菜へ背を向け、再びゲームを始めた。音楽とともに聞こえる敵キャラの断だん末まつ魔まが滑こつ稽けいなまでに現実味をなくす。

　どういうことだろう。何がどうなっているのか。

　もしかして本当に夢でも見ていたのかもしれない。

　そうだ。考えてみれば確たしかにおかしい。あんなこと──あんな記き憶おく、現実だと考える方がどうかしている。そう無む理り矢や理りに思い込もうとするが、それでも違和感は抜けなかった。

「ねえ、母かあさん」

　確たしかめるように、芹せり菜なは母の背中に、怖おず怖おずと尋ねた。

「今日きよう、何日だっけ」

「はあ？　主婦ならともかく学生が日付忘れるなんてねえ」

「いいから！　何日？」

「えっとね」母はゲームをポーズし、壁かべのカレンダーを見た後、応こたえる。

「二十七日よ」

「……そう」やはり、夢では──ない。

「わかった。お休み」

　芹菜はそれだけを口にすると、居間を出て階段を上る。

　そうか。あれは現実だったのか。

　もし夢だったとしたら、今日の日付が自分の記き憶おくにあるものから半月ほども飛んでいることになる。そして母には恐らく、娘が半月も眠っていたという認にん識しきはない。

　常識で考えたら、明らかにおかしいのだ。

　たぶん、誰だれかが何かしたのだろう。そう考えれば──すべての辻つじ褄つまは合う。

　廊下から自分の部へ屋やへ戻る。ドアを後ろ手に閉め、そのまま背をもたれさせて座り込んだ。

「……嘘うそよ」

　やっとのことでそれだけを呟つぶやくと、顔を覆おおった。

　嘘であって欲しかった。

　あんなこと、信じたくはなかった。

　でも、半月前の学校での事件と、その後から今に至るまでの朧おぼろげに覚えていること。両方の記憶が、今までの芹菜の常識を容よう赦しやなく覆くつがえしていく。

　そして、同時に。

　幼い頃ころからの思い出も。

　今に至るまでの、楽しい記憶も。

　彼を思い浮かべた時に感じる胸の鼓動も。

　それらすべてが去きよ来らいし、反転して、全力で自分を痛めつけてくる。

　ふと、顔を上げた。

　目の前のベッド、その上にある窓に目を遣やる。

　ぼんやりと立ち上がり、その傍そばへと行ってみた。向かいに見えるのは、晶あきらの住む城き島じま家け。

　子供部屋の窓は路地を挟んで真向かいにある。昔、ここからあそこまで糸電話を張って遊んだことがあるのを思い出した。直通回かい線せんができたと嬉うれしくてずっとそのままにしておこうと思っていたのに、次の日起きたらあっさりと切れていた。何だかとても悲しくて、泣いてしまって、でも普ふ段だん頼たよりなさげな晶あきらが「また作ればいいよ」と慰なぐさめてくれて。

　あれから自分はどうしただろう。もう一回糸電話を作ったという記き憶おくはない。

　もう回かい線せんは引かれていないんだ、と思った。

　いや、違う。そうじゃない。

　それは回線どころではなく、もっと取り返しのつかないような──。

　晶の部へ屋やの電気は点ついていなかった。カーテンが開いているのかどうかもわからない。

　唐とう突とつに、あの暗い部屋の向こうから自分をじっと見ている視線があるような気がした。そしてそれはどうしようもない恐怖となる。芹せり菜なは慌ててカーテンを閉めると、いつの間にか荒くなった呼吸を落ち着けることもできずに、ベッドに潜もぐり込んで身体からだを縮ちぢこまらせる。

　自分は世界のどことも繋つながっていないような、そんな孤独があった。
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「残念ね」

　壁かべに掛けられた制服を見ながらそんなことを言う母の表情はまったく残念そうではない。

　それが妙に滑こつ稽けいで、『城き島じま晶』──無限回廊エターナル・アイドルはソファに座ったままくつくつと笑えんだ。

「あら、何がおかしいの？　晶」

「そっちこそ何が残念だというのだ？　鏡かがみ」

　呼ばれた自分の名の響ひびきを心地ここちよく感じながらも、無限回廊エターナル・アイドルは問い返す。

「もう学校に行けないのが、か？」

「それもあるけど、せっかく制服を買ったのに、もう着られないのよ。もったいないわ」

「くく……そうか」

　まるで人間のようなことを口にする鏡が可お笑かしかった。

「別に、行けばいい。『深淵に罹る熱ドリームシアター』が消えたのだろう？　だったら明日あしたは失敗作の欺ぎ瞞まんが存分に見られそうではないか？　さぞかし愉快だろうな」

「いいえ、駄だ目めよ」母は首を振った。

　実際、城島鏡──いや『津つ久く見み逆さか絵え』は、今週から学校を休んでいる。使える手て駒ごまはすべて失い、無限回廊エターナル・アイドルもまた、身みの裡うちに憑ひよう依いさせた虚軸キヤストの大半を消されてしまった。この状況ではさすがにこちらも余裕を持ってはいられないだろう。

「もっとも、樹いつきはそうは考えていないのだろうがな」

「そうね。父とうさんに限っては」

　別室に繋がる扉を一いち瞥べつする鏡。その向こうには父──城島樹がいる。今日きようはまだそこから出てきていない。大方、本でも読んでいるのだろう。

　挟はさ間ま市内にある、アパートの一室だった。住すみ処かに適当な物件を見み繕つくろい、住居者を虚軸キヤストにしてから殺し、手に入れた。そうすれば修正力リペイントマーカーのお陰で誰だれの目にも触れられない部へ屋やとなる。

　手を下したのはすべて自分だった。両親はそういったことに積せつ極きよく的てきではない。

「しかし、樹いつきはやる気があるのか？」

　ふと怪け訝げんに思い、ソファに沈み込ませた身を起こす。

「森もり町まち芹せり菜なと直なお川かわ君きみ子こを殺すと言っておきながら、行動を起こそうともせず策を練ろうともしない。俺おれに任せてくれれば取って置きの、あいつが絶望するようなことをしてやるのに」

　出で来き損そこないの弟がそう感じているのと同様に、やはり無限回廊エターナル・アイドルにとっても父は不可解だった。ただそれは反発ではない。純粋な憧あこがれによるものだ。いつか、本物の城き島じま晶あきらになれれば父と同じ場所に立てる。そんな確かく信しんがあったし、そうならなければならないとも思う。

　父に真意を問うても教えてくれはしない。だから彼に最も近ちかしい母へ尋きく。

「あの子の絶望なんて、父とうさんには無意味なのよ」

　鏡かがみは笑った。

「それに、ただ殺せばそれでいいという訳わけでもないわ。……虚軸キヤストが実軸ランナへ及ぼす影えい響きよう、壊こわれかかった修正力リペイントマーカーを維持させるためのバランス。上う手まくやらないと何もかもが台無しよ。あなたのやり方だと、彼女たちを殺すのにも虚軸キヤストを使うんでしょう？」

「ああ」無む論ろん、そのつもりだった。素直に頷うなずく。

「それじゃ駄だ目め。今ではもはや、虚軸キヤストを発生させた時点で修正力リペイントマーカーにも影響が出る。本当はこの部屋を虚軸キヤストを利用して手に入れるのだって、母かあさんは反対だったのよ？」

　それは、何よりも世界への影響を第一に考えているとでも言いたげな口く調ちようだ。

　この世界を守るため。維持するため。壊さないため。まるで、

「正義の味方のような、美しい理屈だな」

「そうね、晶。……そう思いたいのなら、思ってもいいわ。私たちは正義の味方。世界を壊そうとする虚軸キヤストをすべて消し去るために動いているの」

「ふん……虚軸キヤストを、俺おれを生み出した本人が言うことか？」

　自分は特定の固定剤リターダを持たない、言わば虚軸キヤストそのものだ。

「あら、虚軸キヤストを生み出したのはこの世界よ。そして世界とはつまり、この私」

　鏡は動じない。一いつ貫かんした論ろん理りは独善的ながらも矛む盾じゆんを許容せず、

「だから私から生まれたものを滅ぼせるのもまた、私だけなのよ。……実際は滅ぼすのではなくて統合なのだけど。世界に開いた不完全な穴、小さな欠片かけらたちを集めて、私という存在で埋めてあげるの。病やまいを発したのは自分。治すのも自分。そこに何の不都合があるの？」

　正誤に拘こだわらず、揺らぐことはない。

「……そうか」

　両親のやろうとしていることが間違っているとは思わない。

　何な故ぜならそれはすべて、自分の──無限回廊エターナル・アイドルのためだからだ。

　まずは虚軸キヤストたちをすべて消し去り、世界を完全にする。完全とはつまり、城き島じま樹いつきにとっての『完全』。彼が空想した形の『完全』だ。そうして盤ばん石じやくとなった世界へ最後に自分を統合することで、無限回廊エターナル・アイドルという偽にせ物ものの世界もまた完全となる。ただの空想と願がん望ぼうの産物でしかない自分を、もう一度、鏡かがみという産道を使って世界へと呼び戻せるのだ。

　そこに異い論ろんはない。無限回廊エターナル・アイドルもまた、それを望んでいる。

　ただ、ひとつだけ。

　一点だけが、無限回廊エターナル・アイドルの心に引っ掛かっていた。

「俺おれは、偽物の世界で生まれ、偽物の世界とともに生きてきた」

「それがどうかしたの？」

「いや……何でもないよ」

　口には出さない。いつものように不敵な笑えみで首を振り、そのまま口を噤つぐむ。

　でもやはり、ひとつだけ。

　わからない、と思う。

　自分は生まれた時から偽物で、作り出せるのもまた、偽物でしかなかった。だから、ただひたすらそればかりをして、世界に穴を開け続けてきた。確たしかに目的は樹と鏡の通り道を作ることであったとしても、それだけを考えてきたのではないはずだ。

　そんな自分が──果たして完全な世界のもと、本物になってもいいのだろうか。

　作り続けてきた偽物の世界を差し置いて、生きていけるのだろうか。

　答えなど出ない。が、出す必要性もないのかもしれない。悩みを抱えるような性分ではない。何より生うまれ損そこなった身では、その悩みもまた喜びですらある。

「面おも白しろい、な」

「あら、晶あきら。何が面白いの？」

「くく……」鏡の顔を見て笑いながら、やはり声には出さず、考える。

　偽物を生み続けたくせに、今や完全になろうとしている自分。

　完全に生まれ落ちたにも拘かかわらず、今や偽物の世界と共に生きる失敗作。

　さて、どちらが勝つのか。どちらが選えらばれるのか。

　つい昨日きのう負かされてしまった自分には、勝利の確かく信しんなどもはやない。

　しかしそれでも、自身の死すらも、無限回廊エターナル・アイドルは『面白い』と、そう思った。




　　　　‡




　慣なれない部へ屋やの風景はどこか居い心地ごこちが悪かったけれど、決して落ち着かないという訳わけではなかった。ただ、手の中の本はまったく好みではなく、読んでいて面白くもなんともない。

「……まったくあいつ、こんなののどこがよかったってのよ」

　速はや見み家けの、居間だった。

　退屈な文字列を目で追いながら、舞まい鶴づる蜜みつは口を尖とがらせている。

　ソファはふわふわしていて落ち着かなさが増すから、ダイニングキッチンの椅い子すに座っていた。時折足を組み替えながら、それでも読むことはやめない。

「だいたい何よ『嘔おう吐との形した指ゆび輪わ』って……意味わかんないじゃないの」

　広々とした空間に、蜜以外は誰だれもいない。

　母は仕事で遅いし、義父は海外出張中。それでも寂しさよりも気楽さの方が先立った。夜に親がいないことなど滅めつ多たにない自分の家よりはいい。

　殊こと子こはどうだったのだろう。

　君きみ子こが来るまでずっと、この環かん境きようで暮らしていた。自分とは逆に寂しいなどと思っていたのだろうか。だとしたら家を交換しておけばよかったのかもしれない。

　──ま、あいつもたぶん、似たようなもんか。

　賑にぎやかでも静かでも、どちらでも楽しむし、どちらも心の底では楽しんでいない。そんな奴やつだった。その証拠に、殊子の所蔵していたこの本は、楽らつ観かん的てきなんだか悲観的なんだかさっぱりわからない、淡たん々たんとした絶望が無む機き質しつにやってくるような内容だ。そのくせに綺き麗れいな文章で書かれているのが、ますますあいつらしい。……どうにも馴な染じめないけれど。

　ふと、本から視し線せんを離はなして考える。

　自分がここにいることの奇妙さと、本来いるべき人間がここにいないことの空むなしさ。

　この家で生まれ育った殊子を差し置いて、居候いそうろうの君子と、親しん戚せきでしかない自分が家主のように振ふる舞まっている。でも、この今の状況はたぶん、殊子自身がそう望んだもので──。

　考えていると微かすかに苛いら立だたしくなり、舌打ちする。

　と、廊下を歩いてくる気け配はいがあった。

「みっちゃん、お風ふ呂ろ空あいたよー」

　パジャマ姿で、タオルを手に濡ぬれた髪を拭ふきながら、居間へ入ってくる。

　君子だった。

　彼女の笑え顔がおに苛立ちが消える。本を閉じて立ち上がった。

「悪いわね……居着いちゃって」

「ううん」風呂上がりで上気した顔はいつも以上に気が抜けていた。

「ひとりだと寂しいからねー」

　結局蜜は、昨日きのうだけでなく、今日きようもここに泊まることになっていた。いや、これから先しばらくは、事態が落ち着くまでここにいるべきだろう。

　君子は何も詮せん索さくしてこないし、母も「向こうに連絡入れた？」としか言ってこなかったのはありがたかった。理由を尋きかれても困ってしまう。自分には嘘うそが吐つけない。

　君子を守るため、なんて、言える訳わけもない。

「じゃあ、借りるわね」ソファの横に置いてあったバッグを開き、下着を出す。荷物は今日きようの夕方にまとめて詰め込み、持ってきていた。

　替えの下着を床ゆかに置くと、左手、義手を無造作に取とり外はずす。

　適当にぽん、とソファの上へ放り投げたところで、君きみ子この声が背後からあった。

「駄だ目めだよー。そんな乱らん暴ぼうに扱っちゃー」

「壊こわれやしないわ」

「それでも駄目なの。自分の身体からだでしょー」

　こういう考え方をする娘だったな、と思い出し、少し可お笑かしくなって笑った。

　そのくせに、変に気き遣づかって手て伝つだおうとしたりなどはしない。優やさしいのは相変わらずだ。

「……そうね。気を付けるわ」

　驚おどろくほど素直に、言葉は出てきた。

　まるで昔の自分に戻ったようだった。君子といるとそうなってしまう。

　でも、それに甘えて、馴なれ合う訳わけにはいかない。

　虚軸キヤストを抱えている以上、昔に戻れることはないのだ。片意地を張って拒絶することはもうできないが、だからといって深入りしてはならない。たとえ殊こと子こがいなくなって、日常的に君子を守る役目を自分が負ったとしても──いや、いなくなってしまったから、尚なお更さらだ。

　蜜みつが暴走した時、もう誰だれも止めてくれはしない。

　居間を出てバスルームへ向かう。着ていた服を脱ぎ捨て、右手と、それから『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』を数本使い、畳んだ。これまでは不自由していたが、力の束そく縛ばくがなくなった今はこうして横おう着ちやくをしている。もっとも、誰も見ていないところでしかやらないけれど。

　身体を洗い、頭髪をタオルでまとめ、湯船に張られたお湯に身体を沈める。少しぬるい。

　君子の好みだったのだろう。だったら熱ねつ湯とうは入れずにおこう。

　四し肢しが緩ゆるんでいく感触に、目を閉じて溜ため息いきを吐ついた。

　──考えていたよりも、虚界渦アンダーゲート開放の負担が大きい。

　昨夜ゆうべは眠れなくて、深夜遅くまで君子と話をしていたせいもあるかもしれない。でも、今日は殆ほとんどまる一日保健室で眠っていたにも拘かかわらず、それでもまだ疲労は抜けていなかった。

　一刻も早く、この疲れは取っておかなければならない。

　晶あきらが森もり町まち芹せり菜なを奪だつ還かんした以上、後は城き島じま樹いつきと無限回廊エターナル・アイドルを殺すだけだ。つまり決戦は近く、じきに最後の戦いが訪れる。そうなればもう一度虚界渦アンダーゲートの開放をする羽は目めになるだろう。いざその時になって疲労のために満足な力が発揮できないなど、致命的だ。

　それに、君子だって守れなくなってしまう。

　──頑張らなきゃね。

　体たい調ちようを万全にするのはもちろん、自分の中にいつだって存在する敵意や殺意に惑わされず、敵にそれを利用されないように。それでいて、君子から目を離はなさずに。

　もう自分は、二度も失敗している。

　一度目は虚軸キヤストに目覚め、君きみ子こを傷付けてしまった時。

　二度目は昨日きのう。君子を傷付けられて我われを失い、結果、殊こと子こを死なせた。

　いつまでもそれを引ひき摺ずっていてはいられない。あいつが何な故ぜ、何のために死んでしまったのか。真正面から向き合い、きっちりと背負ってやる。

　湯の中にある身体からだ、右手を握にぎり締しめ、目を開き天てん井じようを見詰めながら、思う。

　もう二度と、後悔するのはごめんだ。

　今度こそ。最後まで絶対に、やり遂げてやる。

　殊子の魂たましいに、誓って。
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　あれから何ごともなく、殊こと子こさんが死んでからもう三日が過ぎました。

　九月二十九日、金きん曜よう日び。

　彼女を喪うしなった傷が癒いえることはないにせよ、私たちはそれでも前に進んでいます。マスターは無限回廊エターナル・アイドルたちの動向、居場所を探り、佐さ伯えき先生と里り緒おさんは襲しゆう来らいに備えて学校を監かん視しし、舞まい鶴づる蜜みつはきみちゃんの家に泊まり込んでいました。それは或あるいは、行動を起こすことで殊子さんの死という事実を頭から消し去ろうとする、逃とう避ひという意味合いも含めたことなのかもしれません。しかし──それでも、前に進んでいることには違いありません。

　私も、前に進むことにしました。

　今の私がすべきこと。できること。考えて、マスターと話し合った結果、決めたことを。

　朝の教室。既すでに登校していたひめひめに、私は挨あい拶さつをしました。

「おはようございます、ひめひめ」

「あ、おはよう……硝しよう子こ」

　彼女はやはり昨日きのうまでと変わらず、どこか沈んだ顔をしています。

「今日きよう、三限の世界史、課か題だいやってきましたか？」

「え……いや、そんな気分じゃ……」

「もう、仕方ないですね」

　だから私は、ひめひめに向かって精一杯の笑え顔がおで笑います。

「私のを写させてあげます。今日ひめひめが当たる確かく率りつは八割を超えていますよ」

「しょう……こ？」

「大丈夫です、ひめひめ」ノートを手渡しながら、少し声を潜ひそめ、

「私はもう、大丈夫。だからひめひめも……そんなのでは、弱みに付け込んだ殊子さんにとんでもない悪戯いたずらをされてしまいますよ。もうエロエロでドロドロです。貞てい操そうの危き機きです」

「なに、……それ？」

「彼女は、そういう人でしたよ」

　ひめひめ自身に殊子さんの記き憶おくはありません。彼女が落ち込んでいる理由の半分は私を慮おもんぱかってのことでしょう。だったら、私がちゃんと吹っ切ってみせれば、彼女だって。

「そっか。ふ、……ふ」ひめひめは、微かすかな笑えみを見せてくれました。

「私、一応女の子なんだけど。それでも？」

「むしろ女の子だからです」

「うわ、……マジ？」

　かつて付き合っていたくせにそんなことを言うひめひめ。そのことに胸が痛みますが、表に出してはいけません。殊子さんとの思い出が辛つらいなんて、彼女に対して失礼です。

「だからちゃんとしてください。そうしないと、私が殊子さんの代わりにひめひめの隙すきを突いて、エロエロなちゅーをしてやります」

「あ……でも、硝しよう子こならいいかもね」

「……え？」

　などと冗じよう談だんを言っていると、ひめひめは唐とう突とつにそんなことを言ってきました。

「硝子、可愛かわいいし」

「はい？」

「だからまあ、硝子がしたいんだったら、ちゅーくらいなら別に……」

　しかも、微かすかに頬ほおを赤らめて。

　………………ええと。

　もしかして、本気ですかこの女？

「な、なな、にを言ってるんですか、ひめひめは！」

「あはは、冗談だって」

「それならこっちをそんな残念そうな目で見ないでくださいっ」

「もう、言い出したのは硝子なのに……」

「そういう問題ではありません！」

「おはよー、何やってんの？」

　言い合っていると登校してきたきみちゃんが、怪け訝げんそうな顔でこっちに歩いてきます。

「何でもありません」「な、何でもないわよ？」

　ふたり揃そろって脊せき髄ずい反はん射しやで硬直。同時に教室へ入ってきていた舞まい鶴づる蜜みつが無表情で椅い子すに座るのを見ながら、私はきみちゃんに、おはようございます、と挨あい拶さつをしました。

「お、硝子ちゃんもひめひめも、今日きようは元気だねー」

「あらあら何言ってんの君きみ子こ！　年中無表情の硝子はともかく、私は通年通して元気溌はつ剌らつよ」

「まったく……元気になったと思ったらすぐそれですか。……誰だれが無表情ですって？」

「ひい！　それ！　その無表情恐こわい！」

「残念ですが今の私のこの顔は無表情ではなくて怒りです。穏おだやかな心を持ちながら激はげしい怒りによって目覚めただけです」

「うわー……硝子ちゃん、ひめひめをじわじわとなぶり殺しにする気だー」

「それ何のネタなのよあんたたちっ！」

「あははー。おらにげんきをわけてくれー」

　大喜びでそんなことを言うきみちゃん。ってきみちゃん、守備範はん囲い広いですね。

　戦せん慄りつし立ちすくむひめひめから、私はノートを取り上げました。

「もう貸してあげません。自力でやるがよいのです」

「うわ！　ごめん、許してくださいいい……」

「……何してんの？　ふたりとも」

　と、きみちゃんに続いて教室へ入ってきた八や重えさんに、

「あ、八や重えちゃんおはようー」きみちゃんが手を振ります。

「あのねー、今から硝しよう子こちゃんがひめひめと地球まるごと超決戦を繰くり広ひろげるんだよー」

「やんないわよっ！」

　ともあれ、これでいつも通り。

　視界の隅すみ、椅い子すに座った舞まい鶴づる蜜みつが呆あきれ顔がおで溜ため息いきを吐ついていました。

　私は彼女をほんの一いつ瞬しゆんだけ一いち瞥べつしながら、またくだらない、無意味な会話へと戻ります。




　そうこうしている内うちに時間はあっという間に過ぎ、四限めの授業を終えて昼休み。

　クラスメイトたちは普ふ段だんと同じように食事を摂とり始めました。私たちもまた、いつもの四人で席を囲み、それぞれのお弁当を持ち寄ります。

　ただ、今日きようは──きみちゃんが、私たちのところに来て、普段と違うことを言いました。

「ねーねー、今日、ひとり増えてもいいー？」

「ええ、構いませんよ」

　ひめひめも八重さんも揃そろって、いいよ、と頷うなずきます。

　きみちゃんは嬉うれしそうに、お弁当を置いて踵きびすを返しました。

　それにしても、誰だれでしょう？　グループのメンバーが休みでひとりになってしまった人か。いえ……でも、今日はそもそも欠席者がいなかったはずですね。

　別のクラスの人かも、などと思考していると、人垣の向こうで声が聞こえました。

「ちょっと、私はいいっての！」

「えー、私と一いつ緒しよじゃイヤ？」

「別にあんたがどうこうって訳わけじゃないわよ！　でも……」

「だったらいいじゃないー」

　マイペースなきみちゃんが手を引っ張っています。で、明らかに嫌いやがっていながらも断りきれず、半ば拉ら致ちされるようにしてこちらにやってくるのは、

「え……？」

　舞鶴蜜──でした。

「だいたい、一緒に食べる必要なんてどこにも……」

　前に立たされた蜜は仏ぶつ頂ちよう面づら。

　私たちは顔を見合わせ、ぽかんとしてしまいます。

「ええと……きみちゃん？」私が問うと、

「今日はねー、みっちゃんとお弁当が一緒なのー」

　見れば机の上に置かれたきみちゃんのお弁当箱は、普段の倍も高さがあります。

「あ、あんた、私の分はいらないって昨日きのう……！」

　蜜が、見ているこっちが苦笑してしまうほど驚きよう愕がくしています。

「だめだよ、パンだけじゃー。ちゃんとご飯食べなきゃ」

　どうもきみちゃん、泊まっている蜜みつの分もお弁当を作ってきた模も様よう。

　……しかも、蜜に無断で。

　きみちゃんは今にも逃げ出してしまいそうな蜜に構わず、てきぱきと机をもうひとつ増やしてしまいます。普ふ段だんぽーっとしているのにこういうところは素す早ばやいです。

　蜜はその様よう子すにたまらず、きみちゃんへもう一度反逆を試みました。

「だから私がいると、あんたたちの邪じや魔まに……」

「邪魔じゃないよー。ねー、ひめひめ、八や重えちゃん、硝しよう子こちゃん？」

　って、そこで私たちに振りますか。

　正直なところ、私は構いません。ひめひめも面めん識しきがない訳わけではなし、大丈夫でしょう。

　でも八重さんは、以前から蜜に対して警けい戒かい心しんを抱いていた節ふしがありましたが……、

「別に邪魔じゃない、けど？」などと思考していると。

　当の八重さんが、あっけらかんと、表情を変えずにそう言い放ちました。

「……へ？」誰だれよりも驚おどろいたのは、たぶん蜜だったでしょう。

「いいんですか？　八重さんは」

「うん。舞まい鶴づるさん、そこ座って」

「あ、え、ええ……」

　もはや蜜の味方は誰もいませんでした。いえ、逆の意味で。

　彼女はいつもの不敵な態度はどこへやら、肩を落としつつ、怖おず怖おずと椅い子すへ座ります。遠巻きに様子を見ていたクラスメイトたちも、クラスいちどころか学年いち取とっ付つき辛づらい少女がきみちゃんにあっさりと降こう伏ふくする様さまを、ただ唖あ然ぜんと見守るのみ。

「さ、おべんとー。みっちゃんのはこれー」

　二段重ねのお弁当箱、そのひとつを差し出され、素直に受け取ります。

　いえ……きみちゃんが彼女の弱点というのは知っているつもりでしたが、その……。

　きみちゃんと蜜。ふたりが過去にどんな付き合いをしていたのかはわかりません。でもこれを見る限り、今の様子とさほど変わらなかったのでは、と推測しました。

「舞鶴蜜……あなた、結構しおらしいのですね」私がそう言うと、

「……っ！」彼女は思わず怒ど鳴なりかけ、しかし直後きみちゃんの視し線せんに気付いて顔を伏せ、

「…………後で見てなさい」ぼそりと呟つぶやきました。

「はい、みっちゃん」

　それでも、きみちゃんが差し出したフォークを素直に受け取ります。

　ご飯は小さなお握りにしてありました。義手である蜜に対する、さりげない気き遣づかいでした。しかも、当の蜜自身が意い識しきできない程度のもの。

「じゃ、じゃあ食べましょうか！」ひめひめが慌てたように言いました。

　それが合図のように、各自がお弁当を開き、昼食が始まります。

　八や重えさんもきみちゃんもいつも通りですが、ひめひめは多少緊きん張ちようしている様よう子す。

　仕方ないですね。ここは私が少し、緩かん衝しよう材ざいになる必要がありそうです。

「あ、舞まい鶴づる蜜みつ」

「何よ」

「その卵焼き、私のウインナーと交換しましょう」

「……しないわよ！」

「タコさんですよ？」

「意味わかんないってのよ!!　だいたいあんたの料理なんか誰だれが……！」

「え、みっちゃん、硝しよう子こちゃんの料理、美お味いしいよー？」

「そんなの、君きみ子こより下へ手たに決まって……」

　って、茶ちや化かしたら何だか恥ずかしいことを言い始めました。直後、失言に気付いたのか、

「だ、だいたいウインナーなんて、誰が作っても一いつ緒しよじゃないの」

　不ふ機き嫌げんそうにそう言い直します。

「舞鶴蜜、それをあなたが言いますか？」

「煩うるさいわねあんた！　黙だまって食べなさいよっ」

　翻ほん弄ろうされる蜜の様子に、ひめひめが必死で笑いを堪こらえます。見れば八重さんも、少し意外そうな顔で彼女の言動をじっと見ていました。

　──おや……案外、上う手まくいくものですね。

　もっとも、私の友達は皆みな優やさしくて、蜜も虚軸キヤストとしては少々危険とはいえ根は悪い人間ではありません。要は切っ掛けと、ほんの少しの歩み寄りなのでしょう。

　ともあれそんなこんなで、昼食は滞とどこおりなく進んでいきました。

　食べ終わった瞬しゆん間かん席を立とうとした蜜はしかしきみちゃんに引き止められ、そうこうしている内うちに全員が食事を終え、そのままだらだらとした会話へと入ります。

「そういえば、文化祭っていつだっけ？」

　ふと、ひめひめがそう口にしてから、話題は文化祭のことになりました。

「あと一カ月半くらいですね。確たしか十一月中旬だったと」

「そっかー。高校の文化祭ってどんなことやるのかな？」

「オーソドックスなところだと売店とか喫きつ茶さ店てんとかじゃない？」

「わわー、楽しみだー」

　きみちゃんは顔を輝かがやかせます。中学校の場合はもう少し趣おもむきが異なるのでしょうか。

「中学校の時って、飲食禁止だったからそういうのなかったのー。ね、舞鶴さん？」

「そ、そう……だったかしら？」

　話を振られて慌て、口くち籠ごもる蜜。さっきからずっとこんな調ちよう子しでした。

　いい加減に慣なれないのでしょうか。腹を括くくればいいのに。……まあ、無理でしょうけど。

「私は中学校に殆ほとんど通えませんでしたから、初はつ体たい験けんです」

　一応『身体からだが弱かった』という設定ですから、そういうことにしておきます。

「クラス展示、何になるかな？」八や重えさんも興きよう味みがあるようで、微笑を浮かべていました。

「喫きつ茶さ店てん？　お化ばけ屋や敷しき？　それとも映画かな？」

「映画？　そういうこともやるのですか？　ひめひめ」

「うん。基本何やってもいいから、映画撮とったりするクラスもあるんだって」

「もし映画ならやはりサスペンスですね」

　脚本は適当にマスターにでも書かせ、あとはきみちゃんの監かん修しゆうで手直しさせ、私が書いたことにして提出すれば問題ありません。クラスメイトたちも納得してくれるでしょう。

「最初の犠ぎ牲せい者しやはひめひめです」

「なっ……なんで私なのよ！」

「犯人は舞まい鶴づる蜜みつで」
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「硝しよう子こ……あんたさっきから調ちよう子しに乗ってない？」

　怒ど鳴なりたいのに怒鳴れず、ジト目でこちらを睨にらんでくる蜜。

　私は彼女に少し含みを込め、言いました。

「まあ映画でないにせよ、楽しみですね」

「……ふん」蜜みつは、一いつ瞬しゆんだけこちらを嘲あざけったような顔をし、

「そう、ね」直後、何かを考え込み、こちらから目を逸そらして視し線せんを俯うつむけます。

「来るといいわね、十一月」腕を組み、溜ため息いき混まじりの言葉でした。

　が、そこには私だけに伝わる決意が込められています。

　十一月。再さ来らい月げつの半ば──。

　その頃ころにはきっと、すべては終わっているはずです。

　樹いつきと鏡かがみ、無限回廊エターナル・アイドル。私たち全員が彼らに倒されているか、それともこちらが勝っているか。

　仮に勝ったとしても、私が、蜜が、無事でいられる保証などどこにもないのです。

　ですからこれは、決意。

　私たちが無事に、恐らくはあと数日後に控えた最後の戦いを乗り切るための。

　この代わり映えしない、だからこそ掛け替えのない日常を守るための。

　私たちの──決意です。

　八や重えさんたちは変わらず、文化祭のことについてあれやこれやと話をしていました。

　私はそれを眺め、蜜は楽しそうにしているきみちゃんをじっと見ています。

　ふと目が合った瞬間、蜜は不敵そうに唇の端を歪ゆがめ、誰だれにも気付かれないほどに小さく、親指で首をかっ切るジェスチャーを私へ向けました。

　……『あいつらをぶっ殺すわよ』。

　それについては私も、まったくの同感でした。




　　　　‡




　静けさを取り戻した学校はまるで春に戻ったようだった。

　それも当然だ。文字通り、状況は五月と何ら変わってはいない。

　三日前に生徒、教師を含めた大半が死んでしまったことは、鴛おし野の在あり亜あを舞まい鶴づるが殺したのと同時、事実自体が抹まつ消しようされた。そして更さらに──一昨日おととい、僕が良りよう司じの『深淵に罹る熱ドリームシアター』を切きり離はなしたことで、半月前の事件も同様に人々の記き憶おくから消えた。

　良司も固定剤リターダだったという記憶をすべて失い、以前と同じ日常を送っている。自分がしたこととはいえ気分はすっきりしないが、仕方ない。これが僕の選えらんだ道だ。

　津つ久く見み逆さか絵え──城き島じま鏡はもう学校へ来ていない。クラスでは心配する声が多いが、彼女はもう二度と来ないだろう。空間を断絶する虚軸キヤストを失った今、どう考えても学校生活を送るメリットはない。来た時点で僕らによって後を付けられるか、或あるいは殺されるか、だ。

　ただひとつ気になるのは、りなちゃんがまだ学校を休んでいることだった。

　おばさんにそれとなく確たしかめたが『風か邪ぜをひいた』としか言っていなかった。本当は様よう子すを見に行くべきなんだろうけれど、僕はなかなかそれができずにいる。

　少なくともりなちゃんは、僕らが普通ではないことを知ってしまった。

　もちろん良りよう司じの虚軸キヤストももはやなく、津つ久く見み奏かなでも死んだ今、修正力リペイントマーカーは働いているだろう。でも、事件のことを覚えていなくても、僕が彼女を拒絶したことだけを覚えていたら──。

　そう考えると、どうしても二の足を踏んでしまう。

　それにもう、僕は彼女に会うべきではない、とも。

　とにかく、そんな気分のまま、僕は昼休みの屋上でぼんやりと空を見ていた。

　二メートル向こうでは、里り緒おが手て摺すりに乗りかかって、同じように校庭を見ている。

　里緒が目覚めたのは昨日きのうの昼過ぎだった。

　佐さ伯えき先生から殊こと子この死を告げられて、駆け付けた僕に縋すがって散さん々ざん大泣きして、ひと晩経たった今ではどうにか落ち着いている。一見、いつも通りに見えた。

　元々、里緒は感情を処理する方法が僕らとは違う。独自の、この世界とはまったく別の理屈で生きている里緒がどういう形で殊子の死を受け入れたのかはわからない。もしかしたらまだ受け入れられていないのかもしれない。

「……ねえ、晶あきら」

　と、さっきまで無言だった里緒が、こちらを見ずにぽつりと言った。

「どうした？」

「歌っていい？」

　屋上には、僕ら以外に誰だれもいない。僕は頷うなずいた。

「ああ」

　時々、里緒は屋上で歌っている。でもいつも、僕や殊子なんかが来たのに気付くとすぐにやめてしまうから、僕は里緒の歌をちゃんと聴きいたことはなかった。

「ありがとう」背を向けたままお礼を言う。

　だから僕は目を閉じて、そのまま屋上のコンクリートに寝転んだ。

　すぐに。

　細い歌声が、耳に届き始める。




　──輝かがやかしいものを求めた、少女

　──それと引き換えに天国へ行けると、信じてた




　詞は英語。

　旋せん律りつは綺き麗れいで、同時に寂しい。

　僕も知っている、有名な曲だった。




　──たとえ方法がわからなくったって

　──あの場所へ赴おもむいて、ひと声掛ければいい

　──彼女はそう信じてた

　──天国へ行けると、信じてた




　聞き入りながら、僕はゆっくり目を開いてみる。

　空は秋晴れ。

　吸い込まれるように青く、その先に誰だれかがいるようだった。




　──壁かべには落書き

　──でも、よく見て

　──言葉には必ず、別の意味があるから




　里り緒おの声は、心地ここちよかった。

　細く、高くもなく低くもなく、澄すんでいる。




　──流れる小川、その傍そばの樹き

　──鳥が孤独に、囀さえずっている




　歌詞と同様に、それはまるで小鳥のような──。




　──ああ、私たちの思し索さくは、時に偽にせ物もので──




　抽象的で幻想的な歌詞だ。

　何が言いたいのか、何も言いたくないのか、それもわからない内容。

　西を向き、恐らくは陽の沈む場所ヴアルハラを求める魂たましいのこと。

　木々の間から立ち上る煙。すべての所以ゆえんを教えてくれる笛吹き。

　朝が、五月祭が来る。選せん択たくせよという啓示。

　笛吹きは騒さわぎ、風の音がして、そこに天国へ行くための道が隠されている。

　僕らは個であり全、全であり個。『彼女』はそんな僕らに道を指し示し、それが正しいのか間違っているのかもわからないまま、天国へ、ただ天国へ行こうと──。




「……殊こと子この、ことか？」

　歌が終わり、余よ韻いんが残る中で、僕は小さく尋ねた。

「あのね、晶あきら」

　里り緒おはやはり動かずに、歌の続きのように話し始める。

「ひとりの時だけ、里緒は歌を歌うの。誰だれもいないから。他ほかに誰もいないから、里緒はここにいるよって、ちゃんと世界に知ってもらうために」

　本当に僕に言っているのかはわからなかった。

「だから……晶あきらが傍そばにいる今は、本当は歌っちゃいけないんだ。だって、里緒が歌わなくても、晶は里緒がここにいるって知ってるから。ちゃんと、知ってくれてるから」

　それはまるで、独白か、或あるいは、

「今の歌はね。……殊こと子この代わりに歌ったんだ。殊子はもう、ひとりだよね？　歌わないと、世界は殊子がどこにいるかわかんなくなっちゃう。殊子はもう歌えないから、里緒が代わりに歌ったの。ちゃんと、世界に知らせるために、歌ったの」

　或いは──彼女に向けて。

「……そう、だな」

　僕はようやく、それだけを口にできた。

「この前ね、里緒、殊子に言ったんだ」
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　思いを馳はせるように、どこか遠くを見るようにして、里緒は続ける。

「殊子は弱いよ、って。……殊子、虚軸キヤストを失っても欠落を埋められなかったから。『目ハ覚ラまハしラ時ど計けい』がなくなっちゃっても、里緒に見分けがついたから」

　憑ひよう依いする存在を欠落させ、空あいた場所へと入り込む虚軸キヤスト。

　その虚軸キヤストがいなくなれば、当然、後には欠落が残る。

「……弱さ？」

　里り緒おの言う通り、やろうと思えばできたはずだ。何もかもを忘れ、僕たちから身を引き、欠落を埋めて昔の『速はや見み殊こと子こ』へと戻り、普通の生活を送ることができたはずだ。

　でも、殊子はそうしなかった。できなかった。

　それが──あいつの抱えていた、弱さ。

「でも、謝あやまらなきゃね。里緒はね、里緒のことを棚に上げちゃったよ」

　どういうことだ、と僕が問うよりも早く、

「……里緒も、殊子と同じ。おんなじだよ。里緒も……弱い、よ」

　僕は起きあがろうとした。なんだか里緒がまた泣き始めるような気がしたから。

　だけど、里緒は。

「大丈夫だよ、晶あきら」

　僕の視界に影かげが差す。

　いつの間にかこっちへ歩いてきていて、空を遮さえぎって僕を覗のぞき込む。

「里緒はもう泣かないよ。悲しむのはもう、昨日きのうで、さっきでおしまい」

「……そうか」

　僕は、起きあがった。

　殊子の抱えていた『弱さ』。もし、そのせいで殊子が死んでしまったとしたら。

　僕がやるべきは、それを悲しむことなんかじゃない。

　里緒の抱える『弱さ』を──補い、誤ご魔ま化かし、奮い立たせることだ。

　里緒が、殊子みたいにならないように。その隙すきを突かれることのないように。

　僕は、目の前の里緒に、告げる。

「里緒」

「なあに？　晶」

　立ち上がり、大きな瞳ひとみを覗き込んで、ひと息置き、

「僕は里緒をまたこき使うよ。頼たよって、利用して、使えないとわかったら切り捨てる。たとえ僕のせいで里緒が死んでしまっても、一いつ顧こだにしない。殊子にそうしたように……里緒の命を、存在を、すべて僕のいいように、我わが儘ままに蹂じゆう躙りんする」

「うん」

「小こ町まちだって同じだ。里緒の大事な小町を、僕のいいように使う。まるでゴミみたいに増やして、殺して、最低で最悪な、酷ひどい扱いをすると思う」

　僕の親友に、真まっ直すぐに──。

「それでも、いいか？」

「うん」

　屈くつ託たくなく、躊ちゆう躇ちよもなく里り緒おは頷うなずいた。

「里緒と小こ町まちは、一心同体なの。里緒がいいんだったら、小町も同じだもん」

「そうか」

　──だったら。

　僕は、改めて言おう。僕の親友に、言おう。

「僕についてこい。僕の駒こまになれ。『有識分体分裂病』」

　最大の親愛を込めて呼ぶ、虚軸キヤストの形式名モデリング。

　里緒はその言葉を聞き、嬉うれしそうに、本当に嬉しそうに、小さな顔を綻ほころばせる。

「うん。大好きだよ、晶あきら」




　まだ屋上にいたいという里緒を残して、僕はそれから保健室へ行った。

　里緒と昼休みが終わるまで一いつ緒しよにいてもよかった。でも、僕は言いたいことを言い、里緒も聞きたいことを聞いたのだから、後の時間は、少なくとも今日きようは余計なものでしかない。それを理解していたから、里緒もあっさり「じゃあね」と僕を見送った。

「すいません、いますか？」保健室の扉をノックして開く。

　相変わらず遮しや光こうカーテンが閉められた薄うす暗ぐらい中、佐さ伯えき先生は椅い子すに座っていた。

「ああ、晶さん……ちょっと待ってて、今セーブするから」

　見れば携けい帯たいゲーム機きを両手に持って弄いじっていた。

「何やってんですか？」

「ふふ……皮肉なものね」僕の質問には答えず、佐伯先生はくすくすと笑う。

「殊こと子こさんの痕こん跡せきはもう世界に見付けられないのに、殊子さんがくれたデータはちゃんとゲームの中に存在するのよ。……いえ、違うわね。痕跡はちゃんと残ってる。単に私たちだけがそれを見付けられる、というだけ。そういう意味では、私たちは幸運なのかしら」

　そう言えば以前、殊子と佐伯先生が僕らを助けに来てくれた時、ゲームの通信がどうのと話をしていた。そのことを言っているのだろうか。

「まあでも、相変わらずオニオン装備はさっぱり出ないのだけれど」

「仕事しましょうよ」

「くすくす。大丈夫よ。この前まで連日続いていた職しよく員いん会かい議ぎも、敷しき戸ど良りよう司じさんの虚軸キヤストが消えたことですっぱりと止やんだし。私は今、開店休業中」

　……いや、保健医の仕事がそんなに暇ひまだとは思えないんだけど。

　まあ放っておこう、この人が職務怠たい慢まんしようが僕の給料が下がる訳わけじゃない。

「で、どうしたのかしら？」ゲームの電源を切り、佐伯先生はこちらを向いた。

「ひょっとしていつものように違法の薬が欲しいの？」

「何だよいつものようにって!?」

　ってか、一昨日おとといまでの真ま面じ目めな彼女はどこへ行った。三日も保もたないのかこの人。

「うふふ……あ、それともスナッフムービーかしら？　晶あきらさん、スナッフを見ながら純モノをキめるのが好きですものね。くすくす」

「どんな変態だよ僕は！」

「それも幼女ものじゃないと駄だ目めなのよね」

「人としてやべえよ！　何を言い出すんだこの女は！」

　まったくこの人はどうしてこう意味のわからないことを……、

「そういう訳わけだから、あなたもここにいると危ないわよ」

　……って、え？

「『あなた』って……？」

　反射的に佐さ伯えき先生の視し線せんを目で追う。

　そこには、カーテンを少し開いて、こっちを震ふるえながら見ている、

　一年生らしき、女子生徒が──、

「ええええええ!?」

「ひ、……し、失礼します！」

　僕が驚おどろきの声をあげた瞬しゆん間かん。

　彼女はベッドから転げ落ちると這はうようにして扉へ向かい、一いち目もく散さんに逃げていく。

「ちょ、待って、誤解……」

「わ、わたし、わたしもう、十六歳ですからっ！」

「『十六歳ですから』じゃねえよ！」

　何てことをしてくれやがるこのアホ保健医！

　僕は──扉も閉めずに去っていった後ろ姿を呆ぼう然ぜんと見詰めることしかできない。

「あんた僕の学校生活を終わらせる気か!?」

「うふふふ……サボりさんだったのよ。人払いをしなくちゃいけないでしょう？　だから出て行ってもらいたかったんだけど、わざわざ体温計に工作までされるとなかなか言えなくて」

「言えよ！　人に架空の犯罪なすり付けるより簡かん単たんだろう!?」

「大丈夫よ晶さん、人の噂うわさも七十五日」

「その前に僕の四十九日が終わる！」

「死因は身の潔けつ白ぱくを証明するための自殺ね」

「そんなところだけ察しがいいなあんたは……」

　もういい。どう考えても僕の負けだ。これ以上やっても埒らちが明かない。

「……だいたい、人がいるなら明日あしたにでもしたのに……」

「あら、晶さん、そんな悠ゆう長ちようなことは言ってられないのではないの？」

「まあ、そうですけど」

　不意に真ま面じ目めなことを口にした佐さ伯えき先生を前に、僕は身を正した。というか正直この人のスイッチがいつオンになるのかさっぱりだ。脈絡なく切り替わりやがる。

　ベッドに座り、溜ため息いきを吐つきながら佐伯先生を見る。

　椅い子すの上で足を組んで、相変わらず陰いん鬱うつな表情だ。でも体育座りしていないからまあ大丈夫だろう。僕は彼女に、言おうとしていたことを切り出す。

「……いいんですか？」

「あら、何が？」

「確かく認にんしてるんですよ。このまま僕と一いつ緒しよにやるかどうか」

　彼女はもう、僕らと無関係ではない。そういう意味で、今いま更さらこんなことを尋きくのはおかしいのかもしれない。けれど、殊こと子こが死んでしまった今、改めて確たしかめておきたいと思ったのだ。

　里り緒おと同じように、僕に使われ、利用され、僕に殺されることをよしとするのか。

　そして、もし父とうさんたちに殺されても、それでも構わないと言えるのか。

　僕は真剣に、佐伯先生の顔を注視した。

　深いくま。病的に白い肌。色素の薄うすい、後ろで束ねられた髪の毛──。

「あのね、晶あきらさん」

　やがて彼女は僕から目を逸そらし、椅子を回転させてデスクに身体からだを向けると、

「虚軸キヤストって、何なのでしょうね？」

　唐とう突とつにそんなことを言った。

「……哲学ですか？」

「虚軸キヤストというのは基本的に、実軸ランナへシフトした自己の保存を第一にする。たぶん私たちは全員、そういうふうに思っているでしょう？」

「はあ……そうですね」

　僕も一昨日おとといの良りよう司じと相あい対たいした時、同じように考えていた。

　自己の保存。つまり、生存欲求。虚軸キヤストにとってそれは、最も大きな根幹を為なす。

　故ゆえに、固定剤リターダとなった人間は、その欲求に影えい響きようを受ける、と。

　でも佐伯先生が続けた言葉は、僕の思考とは正反対のものだった。

「……でも、虚軸キヤストはいつも、生存よりも願望を優先するわ」

「え……？」

「考え方の違い、かもしれないけれど。もし生きることが第一であれば、そもそも戦わなければいいわ。自己を埋没させて隠れ、危険から逃げ回ればいい。実際、生物の大半はそうやって生きているのよ。天敵を撃げき退たいするのではなく、天敵に気付かれないように。当たり前ね……よほどのことがない限り撃退できないからこその天敵、なのだから」

　言われてみればそうかもしれない。

　僕らと戦った虚軸キヤストたちも、いざ殺し合いになった時、逃げ出す者は殆ほとんどいなかった。誰だれも彼もが、勝つか負けるかを選せん択たくしていた……いや、勝つか負けるかしか、選択しなかった。

　そして、勝ち負けと生き死には違う。まったくの別問題だ。

「虚軸キヤストはみんな、そうはしない。人々の願がん望ぼうから生まれた世界は、その願望を叶かなえることこそにすべてを、自身の生命すら捧ささげるわ。私たちのように同化しきってしまえば、固定剤リターダの側から願望をすり替えて……固定剤リターダの意志で虚軸キヤストの意志を変えてしまえるけれど」

「つまり……」それは、

「虚軸キヤストたちは、生きたいのではなく、願望を叶えたいだけ？」

「根本的には、願望を叶えることこそを『生』と捉とらえているんでしょうね。生存ではなく、生よ。『せい』と言ってもりっしんべんの方ではないから注意してね。くすくす」

「いやそこで茶ちや々ちやは入れなくていいですから……」

　死なないことと、生きることは違う。

　やりたいことをやり、為なしたいことを為す。

　それが『生きる』ということ。

「まあ、それは一理ありますね。哲学ってのもあながち間違いじゃない」

　でもそれがどういうことに？

　そう言いかけて、僕は気付く。

「そうか、だったら……」

「ええ」佐さ伯えき先生は頷うなずいた。

「なら、この世界は……実軸ランナは、果たして何を願望にしているのかしら？」

　すべては、根源的な問題へと帰結する。

　確かに不定量子を考案し、虚軸キヤストを発生させる原因を作ったのは城き島じま樹いつきだ。だけど、父とうさんもまた世界の一部である以上、その不定量子を生み出したのは、世界そのものでもある。

　そして今や、世界は城島鏡かがみといういち個体に収しゆう斂れんしている。

　世界は、母かあさんは、何を望んでいるのか。どこに行こうとしているのか。

　そのためにはやはり、彼女も同様に死をも厭いとわないとすれば。

「恐らく、そこに鍵かぎがある……」

　母さんを止め、同時に世界を止めないための鍵が。

「僕らを消して統合するとか言うのは、母さんたちの、実軸ランナの願望そのものじゃない。願望を叶えるための、ただの目的に過ぎない」

「そうね。私もそう思うわ」

「だったら、本当の、世界の願望が何なのか、か……」

　簡かん単たんに結けつ論ろんを出せることではないだろう。だけど、近い内うちに必ず理解しなければならない。

　そうしなければ、僕らは負ける。

「考えてみますよ。……少なくとも、数日中には」

「そうね。でも焦あせることはないわ。あの人たちと戦っている時に理解しても遅くはないもの」

「ええ」僕は立ち上がった。

　ここでずっと考えている訳わけにもいかない。そろそろ昼休みも終わる。教室に戻らなければ。

「じゃあ、行きます。どうもありがとうございました」

　……と、言いかけて。

　いつの間にかすっかりはぐらかされていたことにようやく気付き、僕は言葉を止めた。

「先生、あなた、僕の質問に答えてないでしょ？」

　まったく、油断も隙すきもない。珍しくまともなことを言っていたから騙だまされてしまった。

「どうなんです？　いいんですか？」

　改めて向き直り、佐さ伯えき先生の顔を見る。

「ああ、あれね。……くすくす」

　けれど、彼女は。

「言わずもがな、よ。晶あきらさん。私の『アンノウンゆらゆら』、どんな世界か知っているでしょう？」

　まるでそれが当たり前のように、いつもの、陰いん鬱うつな笑えみを浮かべる。

「私の世界は、未来の再拡散。運命を無に帰す波紋よ。

　未来が決まっているなんて……許せるものではないわ」

「そう……ですか」だったら、大丈夫だ。

　彼女はちゃんと彼女なりの理由で、戦うことができる。

「だったら、拡散させてやりましょうか。……あいつらの描こうとしてる、未来を」




　　　　‡




　あれからもう、二日経たった。

　最初の夜はただ恐こわくて震ふるえていた。

　昨日きのうは一日中あれこれと悩んでいた。

　今日きようはどうにか起きあがり、食事を摂とることはできた。

　もうすぐ学校にも行かなければならない。自分はどういう扱いになっているのだろう。学校側からは何も言ってこないからわからなかった。勉強が遅れちゃってるだろうな、などと、あまりに日常的なことを考えてしまう自分は感覚が麻ま痺ひしてしまっているのかもしれない。

　そんな思考の中、森もり町まち芹せり菜なは──自分の家の前の路地に立ち、待っていた。

　時間はもう夕刻。そろそろ帰ってくる頃ころだ。

　正直なところ、恐くてたまらない。でも、会わなければならないと思う。

　会って、直接尋きかなければ。

　そうしないと、心がどうにかなってしまいそうだったから。

　見み慣なれた家の前の風景は、十年前とさほど変わらない。

　周囲の家は何軒か引っ越し、当時とは別の人が住んでいる。でも、自分の家と向かいの家はそのままだ。車がようやく離り合ごうできる程度の狭い路地は、幼い頃ころの遊び場だった。チョークで絵を描かいて、こっぴどく叱しかられたこともある。縄なわ跳とびにも夢中になった。先に綾あや飛とびができるようになったのは自分で、でも二重飛びは彼が先。

　たった数メートルの空間だけでも、思い出が山ほど詰まっている。

　それなのに──それなのに、どうしてこんなことになってしまったのだろう。

　唇を咬かんだ。

　自分の背が高くなり過ぎたせいかな、と。関係のないことを考えた。何だか置いていってしまったようで、だから必死に彼を連れて行こうとして、でもそれはただの錯さつ覚かくで、前ばかり向いていたから、彼がどこを見ているのかも、どうなっているのかも気付けなくて。

　泣きそうになる。陽ひはもう低い。夏に比べて落ちるのが早くなった。このまま夜になればまた恐こわい思いをしてしまう。厭いやだ。耐えられない。

　そんなことを考えて、道の先に目を遣やった時だった。

　ふたりの人ひと影かげが、こちらへ向かって。

　──来た。

　救いと絶望が一度に訪れたような気分で、芹せり菜なはそれを見る。

　向こうもこちらに気付いた。足が止まる。

「あ……」あっちゃん、と言いかけて、口くち籠ごもった。

　顔を背そむけ、拳こぶしを握り、無言でいる晶あきらと硝しよう子こ、動かないふたりの足あし許もとを見たまま。

「……話が、あるの」思い詰めた声で、そう言った。ようやくそれだけを、言った。

　ややあって、晶が、どこか困惑した表情で返す。

「もう、大丈夫……なのか？」

「大丈夫って、何が？」

「風か邪ぜひいてるって、おばさんが」

　おばさん。まるで芹菜の母と親したしいかのようにそう口にする目の前の人。

　芹菜にはやっぱりわからない。

　彼に対してどう接すればいいのか──いや──違う。

　彼が、いったい誰なのか、わからない。

「ねえ」

　思考が停滞する中、言葉が出た。

「……覚えてる？」

　それはまるで、確かく認にんのような。

「ここでよく、遊んだよね」

　僅わずかに繋つながった糸を、手た繰ぐり寄せるための。

　或あるいは、その糸を切ってしまうための。

「地面とか壁かべに落書きしたし、縄なわ跳とびも。それから……かくれんぼとかも」

　自分は縋すがっているのだろうか。望みなんてないのに。

　それとも断ち切りたいのだろうか。望みなどないのだと。

「おかしいよね。家の周りだけで、どこに隠れるっていうんだろ？　でも、ちゃんと隠れられた。子供の頃ころは身体からだが小さかったからかな？　それとも、世界が広かったのかな？」

　自分はちゃんと覚えている。あの頃のことを。

　それが、絆きずなだと思ってきた。特別なものだと信じてきた。

「あっちゃんはちゃんと、あたしをすぐに見付けちゃって。反対にあたしは、全然見付けることができなかった。だから……だからあたし、自分で言い始めたのに『もうかくれんぼは終わり！』って、我わが儘まま言って。でも次の日になるとやっぱり悔しくて、またかくれんぼ」

　なら、彼にとっては？

　もしこちらから伸ばした糸を、相手が掴つかんでさえいなければ、

「ねえ……覚えてる？　あっちゃんは、覚えてる？」
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　それは、絆なんかでは、ない。

　特別なものなんかでは、ないのだ。

「……りなちゃん」

「答えて」

　何か言おうとした彼を遮さえぎって、芹せり菜なは俯うつむく。

　晶あきらの顔は怖くて見られない。だからどんな表情をしているのかわからない。

　やがて永遠とも思える沈ちん黙もくの後、ようやく──。

「覚えてるよ」晶は、言った。

「ちゃんと、覚えてる。忘れてない」

「本当!?」芹菜は顔を上げた。糸が繋つながったような気がして、目の前に昔と同じ彼の笑え顔がおがあるような気がして、それを見たくて、一いつ緒しよに笑いたくて、顔を上げる。

　──希望でしか、ないのに。

「……あ」

　晶は──芹菜の好きな、幼おさな馴な染じみは。

　笑って、いなかった。

　どこか耐えるように、唇を引き結び、こっちをじっと、真まっ直すぐに。

「じゃあ……じゃあさ！」

　芹菜の心しん臓ぞうが加速した。半笑いのような顔になって、足りない距きよ離りを言葉で埋めるように、もうひと押しなんだと勘違いして、必死で記き憶おくを、思い出を探す。

　すぐに見付かった。

　──これだ。絶対に覚えている。これさえあればきっとあっちゃんは笑ってくれる。

　芹菜は、殆ほとんど叫ぶようにして捲まくし立てた。




「あの時のこと、覚えてるでしょ!?　ほら、……あたしが、あっちゃんのこと、『あっちゃん』って呼ぶようになった時のこと！　ずっと晶くん、って呼んでて、でも、あの時からあたし、呼び方変えるね、って。それから……！」




　誰だれにも穢けがされない思い出だ。何せあの時、彼を助けたのは紛まぎれもなく自分だった。そして同時に、彼の姿を初めて眩まぶしいと思った。立派だと思った。この子は特別な男の子なんだって、そう確かく信しんした。あの時からずっと、芹菜は彼のことが、あっちゃんのことが。

　言葉を発した瞬しゆん間かん、彼の表情が変わるのがわかった。驚おどろき、弾はじかれたように目を一瞬だけ見開いて、こっちを見た。だから大丈夫だ。だからきっと、

「ねえ、覚えてるよね、あっちゃん！」

　成長して男の子っぽくなった、好きな人を前に。

　あの時の芹菜は、今の芹菜の姿を借りて朗らかに笑う。

　そうすれば、彼も──。

「ね、あっちゃ……」しかし。

　その、言葉は。微かすかな希望は、笑え顔がおは。

「……え」途中で、引ひき攣つったように、止まる。

「森町」あっちゃんが──晶あきらが、硬い表情のまま、

　なんだか学校にいる時みたいに、自分の名を呼んだ。

「ごめん」

「……え？」

　どうしてだろう。わからない。

　何な故ぜ、どうして、彼は、

「覚えてないよ、そんな昔のこと」

　どうして、そんなことを言うんだろう？

「僕らだって、いつまでも子供じゃないんだ」

　どうして、薄うすく笑ってくれたにも拘かかわらず、他よ所そ行いきの笑顔なんだろう？

「忘れたよ。……子供のときのことなんて」

　どうして──。

「あっ……ちゃ、ん？」

「わかってるんだろ？　森もり町まち」

　呆ぼう然ぜんと立ち尽くす芹せり菜なに向かって、晶は、僅わずかに目を逸そらし、言った。

「僕はもう、昔の僕じゃない。関かかわっちゃいけない」

「そ、んな……でも」

「半月前のこと、忘れてる訳じゃないんだろ」

　あれは、まさか。やっぱり。そんな。嘘うそだ。でも、彼がそんなことを言うってことは。

「だったら、わかるはずだ。僕は……もう、戻れないんだ」

「う……そ」

　信じたくなかった。やっぱりな、と思った。

　でも、彼は歩き出した。

　こっちに近付いてきて、自分の傍そばを通り越し、すれ違い、隣となりには自分ではなく硝しよう子こを連れて、まるでふたり一いつ緒しよにいるのが当然なんだとでも言うように、芹菜に見せ付けるように。

「月げつ曜ようからは、学校、来いよ」

　背後で、そんな声が聞こえた。

　クラスメイトに対して言うような、科白せりふだった。

「なん、で？」声に出せていたのかどうか、自分ではわからない。

「どうして？　なんでこんなことに、なっちゃったの？　硝子ちゃん、の、せい？」

　彼女がこの世界にやって来たから？

　その時に、あっちゃんの一部を奪ってしまったから？

　私の居場所に、硝しよう子こちゃんが割り込んできた──から？

　返事は、ない。

　自分がいつの間にかその場に座り込んでいたのに気付いた時にはもう、彼と硝子はふたりで、家の中にいなくなってしまっていた。
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　ふたりとも、無言だった。

　玄関で靴を脱ぎ、それぞれ自室に行って着替え、それから硝子は夕食の準備をする。僕は風ふ呂ろのお湯を注ぎ、準備のできた夕食を摂とって入浴して──いつも通りの行動だったけれど、ふたりとも会話をすることなく、一日が終わろうとしている。

　部へ屋やで着替え終わった時に外の路地を覗のぞいたが、りなちゃんはもういなかった。すぐに家へ入ったのだろうか。それとも僕らが去った後もしばらくあそこに立っていたのだろうか。

　これでよかったのか、と、何度も何度も考える。

　でも、答えがあるのならとうの昔に出ているだろうし、現状維持が正しいとも思えない。

　今までずっと中途半端にりなちゃんと関かかわり合っていたことで、彼女を何度も危き機きに陥おとしいれてしまった。それに、今いま更さら半端に日常を保ったところで、僕は既すでに硝子を選えらんでしまっているのだ。こうするしかない。こうしなければ、僕はまた巻き込んでしまう。

　ただ──僕がりなちゃんを遠ざけようがどうしようが、無限回廊エターナル・アイドルが彼女を狙ねらってくる可能性はいつだってある。そうだ。無限回廊エターナル・アイドルがいる限りは。

　早めに、できるだけすぐに、すべての決着を付けなければならない。

　母かあさんの力はもう戻っているだろうか。時間が経たてば経つほどこちらは不利になる。

　コミュニティサイトに捜そう索さく願ねがいを出しているが、まだ情報はない。どこにいるかもわからない三人を一刻も早く見付けて、そして、殺す。

　居間のソファで読んでもいない雑誌を広げたまま、僕は家に帰ってから初めて口を開いた。

「……硝子」

「ふぁい、まひゅたー」

　無言でプリンを食べていた硝子が間抜けな返事をしたので僕は笑う。

「お前、口に物を入れたまま喋しやべるなって何度言えばわかるんだ」

「あって、まひゅたーが……」ごくん、と呑のみ込んで、

「……私が食べている時に呼ぶからいけないのです。空気を読んでください」

「そこまで言われるようなことかよ……」

「まあいいです」硝しよう子こは容器をテーブルの上に置いた。

「どうしました？」

「これからのことだ」

　僕も雑誌を閉じて、硝子と向き合う。

「今度こそ、次で最後にしなくちゃならない」

「そう……ですね」硝子は僕の言葉に考え込むように、床ゆかを睨にらむ。

「敵は実質、二。こちらは四……数だけ見れば倍ですか」

「頭数で勝まさってるのに翻ほん弄ろうされ続けてるからな。つくづく僕の無能のせいだ」

「いえ、そうではありません。私たちが日常生活に基盤を置いている以上、籠ろう城じようしているにも等しい状況ですから。向こうがしているのは兵ひよう糧ろう攻ぜめ……逆に私たちの頭数が多い分、不利とも言えます。やはり打って出なければどうしようもないですね」

「僕は躊ちゆう躇ちよしない」

　今日きよう、学校でずっと考えていた。

　殊こと子こを死なせたこと。彼女たちが僕を中心に戦ってくれることの意味。

　それを背負うとは、どういうことなのか。

「間違っていようがいまいが、今いま更さら違たがえられはしない。もし、殊子の死を、あれをまた繰くり返すことになったとしても……僕がそれを恐れてちゃいけないと思う」

「マスター……」

「あいつらの居場所さえ判明すればいいんだけど。そうすればすぐにでも打って出る」

「コミュニティサイトは？」

「そっちではまったく足取りが掴つかめてない」

「里り緒おさんに手て伝つだってもらうというのはどうでしょうか」

「正直、あまりやりたくないな。前回の轍てつを踏むことになるかもしれない。何せ、雲を掴むような話だし……いざ見付かった時、里緒が使えないんじゃ話にならない」

　里緒の『有識分体分裂病』は、僕らにとって大きな戦力だ。

　実際、里緒に追い詰めてもらって佐さ伯えき先生が止とどめを刺せば、それだけで大たい概がいの敵には勝てるだろう。それでも安心できないのは敵の力が未知数な故ゆえだ。

「そう……ですね」僕が考え込んでいると、硝子は席を立った。

　キッチンへ行き冷れい蔵ぞう庫こを探り、プリンをひとつ持ってくる。

　また食べるのか……と思うけど、まあ今日きようはいいかと咎とがめずにおく。

「ひゃっはひふほうほはひほひは……」

「だから食べながら喋しやべるなっ！」前ぜん言げん撤てつ回かい。咎めた方がいい気がしてきた。

「とにかく、だ。今度はもう隙すきを突かれるなんてことはないだろうから、戦力の消耗は避けたいんだ。全員が万全の状態で、あいつらと戦う」

「そのことですが、マスター。『隙すきを突かれる』というの……大丈夫でしょうか？　また無限回廊エターナル・アイドルが学校を襲おそわせるようなことがないとも限りません」

「僕はそうは見てない」

　硝しよう子この疑問に首を振る。根拠のないことではあるが、確かく信しんに近かった。

「実際、もうそうやって僕らの周囲を削る意味がない。何よりあいつらの目的は僕らの虚軸キヤストそのものだ。隙を突いて仕掛けて、それで僕らが死にでもしたらどうする？　その虚軸キヤストは統合できなくなる。もちろん、無限回廊エターナル・アイドルが独断で仕掛けてくる可能性はあるけど……」

「恐らく樹いつきと鏡かがみは、これ以上虚軸キヤストが生まれるのを嫌っています」

「ああ。それはあいつらの目的からすれば本末転倒だ」

　それに無限回廊エターナル・アイドルも以前より弱体化している。三日前に僕はあいつから大量の虚軸キヤストを切きり離はなしたし、それを補うにしたって鼠ねずみの子のように虚軸キヤストを増やしてくっ付けるなんて一いつ朝ちよう一いつ夕せきでできることじゃない。あいつ自身はそもそもそこまで巨大な力を持っている訳わけではないのだ。

　とにかく、打開策だ。向こうにコンタクトを取れればいい。こちらが日時を指定するだけで恐らく、父とうさんは来る。あいつはそういう奴やつだ。

「コミュニティサイトに連絡を貼はってみる、か？　それも……」

　半ばひとりごちていると、硝子がまた席を立った。

「ん？」どうしたんだろう、と思う間もなく。

　台所へ行き、冷れい蔵ぞう庫こを開けて、またプリンを持ってくる。

「って、おい……」見れば空からのカップはもう五つ。幾いくら何でも食べ過ぎだ。

「お前、いい加減に……」

　僕は硝子を諫いさめた。さっきからずっと食べ続けている。普ふ段だんなら一日ふたつも食べればそれで満足するのに、食欲に任せて暴ぼう食しよくするなんてこいつらしくはない。

「はい？」しかし。

　そこで僕は、いや──硝子は、気付いた。

「あれ？　……その、マスター……私」

　自分の食べ終えたカップの数と、今、手に持っているプリンを見る顔。

　その顔が、こんなに食べているなんて自分でまったく意い識しきしていなかったと、言っていた。

「おかしい……ですね。こんなはず、では」

　誤ご魔ま化かすように不自然な笑えみを浮かべる硝子。

　僕は頭に疑問符の浮かぶ中、どうしたんだ、と尋ねた。

「お前、変だぞ？」

　すると、直後。

「え……っ、と」怪け訝げんな表情をした硝子、その目から唐とう突とつに。

　一粒、涙が溢あふれてきて、僕は驚おどろく。
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　どうしてこんなことになっているのか、私にも訳わけがわかりませんでした。

　食後のプリンですから、多くてもふたつで充分です。いえ、そういうことではありません。何よりの問題は、私自身が──自分で幾いくつプリンを食べたのか、まったく把握していなかったことでした。そんなことはあり得ません。その記き憶おくそのものを、記き録ろくすらしていないなんて。

　何な故ぜ。どうして。

　そう考えた時にはもう、視界が勝手に滲にじんでいました。

「おい、硝しよう子こ!?」マスターが私の肩を掴つかみます。その感触とともにようやく、泣き始めてからようやく、地じ震しんに遅れてきた津波のように、感情が押し寄せてきました。

「う……」止まらない涙。荒れる呼吸。

「ひっく、う、う」込み上げてくる、何か。

　指で目を擦こすっても、幾ら拭ふいても、勝手に出てきます。

　私は──ああ──ようやく私は、理解しました。

「どうしたんだ、お前、いったい……」

「ます、たー」

　この悲しみ。

　それは、さっきの、家の前での出来事に由来するもの。

「ごめん、なさい。ごめんなさい……マスター」

「硝子、だから何が……」

　たぶん、私はずっと抱え込んでいたんでしょう。

　それこそ私がこの世界に来て、マスターを固定剤リターダに選えらんだ時から。その積つみ重ねが、六年間考えないようにしてきたことが、さっきのあれで、ついに表に出てきてしまったのです。

「マスター。私が……私の、せいで」

　それが当然だと思おうとしていました。

　こうなったのは仕方がないと諦あきらめようとしていました。

　自分は受け入れてるのだと、承知の上なのだと、覚悟したつもりになっていました。

　でも、違う。

　違った──の、です。

　私は泣きじゃくりながら、言葉にならない声で。

　マスターに縋すがり付きながら、口にしました。

「わたし。私の、せい、で。マスター……せり、な先せん輩ぱい、と……！」
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　彼が子供の頃ころに抱いていた、幼おさな馴な染じみへの恋。

　時間とともに重ねてきた、数々の思い出。

　本来ならそれで、マスターは、この人は幸せになっていたはずなのに。

　それなのにこうして私がいるせいで、それはただの夢になってしまいました。

　私という架空の存在が現実世界に来たせいで、彼の現実は失われてしまったのです。

　そのことの意味。本当の意味。

　好きな人と一いつ緒しよにいるために、その好きな人から多くのものを奪うなんて。

　それは、ただの──。

「わたし、いけなかった、んです。マスターを好きに……なっては、いけなかっ……た」

　芹せり菜な先せん輩ぱいが、私の背中に問うていました。

　硝しよう子こちゃんのせいなの、と。

　そうです。紛まぎれもなく私のせいなのです。

　彼女だって私のせいで傷付いている。

　私がいなければ芹菜先輩も幸せになれた。

　樹いつきと鏡かがみも『本当の晶あきらを甦よみがえらせる』なんてことを考えずに済んだ。

　無限回廊エターナル・アイドルも生まれなかった。

　殊こと子こさんだって死ななかった。

　きみちゃんは家族を奪われなかった。

　ひめひめも巻き込まれなかった。

　八や重えさんも子供を殺されたりしなかった。

　上うえ野のくんも。別べつ保ぽ先生も。鴛おし野のさんも。大おお田た敦あつしも。津つ久く見み奏かなでも。




　私がここに、この時代に、この世界に来てしまったせいで、すべてが狂った──。




「ここに来ちゃ、いけなかった！　私がいたら、いたから……！」

「硝しよう子こ……」

「私は生きたかっただけ……なのに！　ただ、生きようとしただけなのに！　そんなこと、考えちゃいけなかったんです！　人を殺すために、世界を滅ぼすために作られた、ただの機き械かいが……そんな……人間みたいな……大それたこと！」

　もう、止まりませんでした。

　私はマスターの胸に顔を埋うずめ、嗚お咽えつに嗚咽を重ねます。

　自分はこの人に縋すがる資格などないという罪悪感で押おし潰つぶされそうになりながら、それでもどこかに寄り掛かっていなければ耐えられずに。

　どんなに泣いても止まりません。このまま死んでしまいたいという思いがありました。

「……硝子」

　そんな──そんな中。

　マスターが、私の名を耳みみ許もとで呼びました。

　声に優やさしさが含まれていたことに痛みを感じ、返事はできません。

　でも、それに構わず、声は続きました。

「お前、さっき、なんでプリンあんなに食ってたんだ？」

　どうしてそんなことを尋きくのでしょう。

「覚えてるだろ？　いつかお前、僕に言ってたからな。……舞まい鶴づるの弁当で、お前がぶっ倒れた時だっけ。僕はとぼけてみせた。でも、その時にわかったんだ。嬉うれしかった」

　何を、ですか？

　問おうとするも言葉にならず、しゃくり上げるだけの私に、マスターは。

「お前が、プリンを好きな理由……あの時、わかったんだよ、僕は」

　──理由？

　私がプリンを好きな、理由。

　プリン。

　それは──私が初めて、まともに作った食べ物。

　彼が初めて『美お味いしい』と言ってくれた、食べ物で。

　だから私は、私にとっての『美味しい』は、あれからずっと──。

「僕との絆きずなだ」

　きずな。マスターとの、絆？

「……プリン食べる度たびに、あの時のこと思い出してくれてたんだろ？　そりゃ、もちろん味が気に入ったってのもあるだろうけど。でも、考えてみれば昔からそうだった。お前、機き嫌げん損そこねた時は絶対、プリンを自や棄け食ぐいするもんな。僕がお前の機嫌を損ねた時は」

「……え……？」

「さっきのもそれと同じだよ。お前、確たしかめたかったんだよな。僕と一いつ緒しよにいたかったんだよな。一緒にいちゃいけないって心の奥で思ってたけど、それでも一緒にいたくて。……だから無む意い識しきに、ずっとプリン食べてたんじゃないのか？」

「ます、た……」そう、なのでしょうか。

「今日きよう、佐さ伯えき先生が言ってたよ」

　顔を上げない私。マスターはその身体からだを、抱だき締しめています。

「虚軸キヤストは、世界は、生存よりも願がん望ぼうを優ゆう先せんする、って」

「それは、どういう……？」

「お前ずっと、死にたくないからこの世界に来た、って言ってた。死にたくなかったから。生きたかったから。世界と一緒に滅びたくなかったから、って」

　その通りです。

　私は、生まれた世界を滅ぼしてなお、自身の生存を望んだ。

　でも、その身勝手な欲望が、結果、マスターの幸せを壊こわしてしまって──、

「違うよ。今、わかった。お前は違う」

　しかし、マスターは、首を振り、

「お前は死にたくなかった訳わけでも、生きたかった訳でもないよ」

「でも、わたし……」

　私の頭に顎あごを乗せたまま、笑い、

「お前は自分が生きたかったんじゃない。もっと別の願望があったんだ」

「……え？」

　言いました。

「硝しよう子こ。お前、幸せになりたかったんだろ？」

　しあわせ？

　幸福。

　それは……、

「幸せになりたくて、この世界に来たんだ。そして僕はそれを叶かなえようと思った。それだけだ。……どこに……それのどこに、お前が罪悪感を覚える必要があるんだ？」

「でも、私は、マスターの幸せを……」

「僕はお前のせいで幸せを奪われたなんて思っちゃいないし、そんな事実もない」

　マスターの手が、私の頬ほおを撫なでます。

　そのまま顎あごを掴つかまれ、無む理り矢や理り、だけど優やさしく顔を離はなされます。

　彼と、目が合うように。

「幸せっていうのはな、硝しよう子こ。誰だれかに奪われても消えてしまうようなもんじゃない。自分で取り返せるもんだ。……どこにでも転がってる、掴もうと思えばすぐに掴めるものだ」

　わかっていました。

　それはただの詭き弁べんです。嘘うそです。

　私がいる限り、マスターは芹せり菜な先せん輩ぱいへの恋心を、確たしかにあったはずの幸せを、取り返すことなどできません。それに人の死は──失われてしまったものは、もう二度と戻ってきません。

　でも。

　だけど、私は。

　マスターの言葉を聞いて──不意に、思い出しました。




『幸せ、ですか？』

　それは、荒涼とした風景と。

　私の目の前に立つ、ひとりの少女の記き憶おく。

　世界が滅び、私を守るための施設も破は壊かいされ、私を警けい護ごしていた人間たちもすべて死に絶えてしまってから四日と十一時間後に現れた、あの娘との会話──。

　──うん。あなたは、しあわせじゃなかったの？

　着ていた服はぼろぼろになり、身体からだも痩やせこけさせてしまった彼女は、今すぐにでも倒れてしまいそうなほどに弱い呼吸で、それでも楽しそうに笑っていました。

『わかりません』

　主しゆ観かん的てきには六年前、客観的には三百二十三年後の私は、そう応こたえたはずです。

『いえ、わからない、という返答は正せい確かくではありませんね。幸せという言葉の意味は理解できます。ですが……私には幸せという概がい念ねんが存在しないのです』

　彼女は、この身体の本来の持ち主は、僅わずかに首を傾かしげ、

　──わたしはね、しあわせだったよ。

　やっぱり、嬉うれしそうに笑いました。

　──おとうさんとおかあさんはなかなかいえにかえってこなかったから、さみしかった。けど、しあわせだったの。だってわたし、しってたもん。よのなかにはおうちのないひともいるし、ごはんをたべられないひともいるってこと。そうして、そういうひとたちがさむくてひもじいおもいをするかわりに、わたしはりっぱないえにすんで、ごはんもたべられるんだって。でも、それって……おとうさんとおかあさんが、わたしをまもってくれてるってことだよ。

　わたしをちゃんと、あいしてくれてるってことなんだ。

　現在のこの世界、この国とは比べ物にならないほどに階級化した社会は、不平等を前提に成立していました。それは、彼女の生まれた家のような『持つ者』もまた、一歩間違えばすぐに『持たざる者』へと落ちていく可能性を孕はらんだ、危うい生活です。

　誰だれかの不幸を下した敷じきにして存在する幸福。

　誰かが凍こごえ、飢うえていることを理解した上で享きよう受じゆする、住居と食事。

　──だから、あなたもそうなの。きっと。

　彼女は、朗らかに、私に向けて告げました。

　──あなた、このせかいをまるごとほろぼしたんでしょう？

　それは、倫りん理りの未発達さによるただの無邪気によるものか。

　──たくさんのひとをぎせいにしたんでしょう？

　或あるいは私に対する……幼い怨えん嗟さか。

　──だったら、そのたくさんのひとのかわりに、あなたはいきてるんだよ。

　──せかいじゅうにまもられたから、あいされたから、あなたはここにいるんだよ？

　そうです。

　思い出しました。

　私は、あの時。あの言葉に、何も言えずに──。




「マスター」

　彼は返事をしません。私は目を伏せ、あの時の彼女と同じ顔をしました。

「私、これからも、ここにいるだけでたくさんのものを犠ぎ牲せいにしますよ。芹せり菜な先せん輩ぱいだけじゃありません。世界をまるごと滅ぼして、自分ひとりだけ幸せになろうとしますよ」

「ああ」彼は頷うなずきました。

　あの時の私と違い、はっきりと。

「マスターは、幸せになれないんですよ」

「その分、お前が幸せになればいい」

「私にそんな……マスターや他ほかの人たちを犠牲にしてまで幸せになる価値が、あるんですか」

　世界から守られてもいない。愛されてもいない。

　疎うとまれ、憎まれるだけの私に──。

「忘れたのか？　硝しよう子こ」

　マスターの言葉は、私の耳からその奥に、ゆっくり染み込んでいきます。

「お前は、僕の所有物だ。……お前の価値は、僕が決める」

　人間の身体からだへ。別次元にあるはずの本体へ。

　──いえ、心へと。

「マスターは……卑ひ怯きようです」

　嘘うそなのに。

　ただの詭き弁べんなのに。欺ぎ瞞まんなのに。

　真実などひと欠片かけらもない言葉遊びでしかないのに。

　こうやって私を騙だまして、落ち着かせてしまう。

「とても卑怯……です」

「そうだよ。それが僕だ。……知ってただろ？」

　その笑え顔がおだって。

　根拠もなく私を元気にしてくれる、卑怯な、けれど屈くつ託たくのない笑顔。

　あの時の彼女にどこか似ている、笑顔。

　私は、マスターから身体からだを離はなし、ぐしゃぐしゃになった顔で笑いました。

「だったら、私……マスターと同じくらい、卑怯になってもいいですか？」

「どういうことだ？」

　そっと手を、マスターの頬ほおに添え、目を閉じます。

　たぶんこんなこと、褒ほめられたものではありません。

　それこそ卑怯で、浅ましい、最低のことです。

　だけど。

　きっと明日あしたは後悔し、悩んで、罪悪感を覚えるだろうけれど、それでも。

　私は幸せになりたい。

　マスターに、幸せにしてもらいたい。

「マスター」呼び、そして。

　私は、卑怯なことを、卑怯な仕し草ぐさで、口にしました。

「私を守ってください。愛してください。そうすれば……」

「……硝しよう子こ」

「そうすれば……そうしてくれるだけで。私は、幸せになれますから」

　彼の腕を掴つかみます。

　──あれから、六年。

　未み成せい熟じゆくだった胸は膨ふくらみ、背も伸びました。

　マスターはどんな思いで私の成長を見ていてくれたのでしょうか。

　少なくとも私は、胸が膨らんで、女の子みたいになって、嬉うれしかった。

　あの娘がまだ生きているようで、とても嬉しかった。




　目を、半分だけ閉じます。

　腕を掴んでいた指先を、彼の首に回します。

　──どうですか？

　心の中で、あの娘へと問いながら。

　この人が──私が好きになった、私が選えらんだ人ですよ。




　以前は彼からだったけれど、今度は自分から。

　私は彼に、唇を重ねました。
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　一夜明けた土ど曜よう日び。休日。

　里り緒おたちが家に来ることになっていたので、僕らは九時頃ごろに起きた。

　予定参加者は、舞まい鶴づるを除いた四人。舞鶴に関しては、直なお川かわ君きみ子こをひとりにしておく訳わけにはいかないという理由で欠席だった。もっとも、普通に「誰だれが行くか」と言われたけれど。

　とは言え、別に作戦会かい議ぎをするという訳ではない。

　向こうの居場所がさっぱりわからない以上、具体的な案が立てられない。できることと言えば、いざ戦いになった時にどんな作戦でいくかというくらい。それも各おの々おのの能力と特性からある程度は決まっているから、今日きようは最初から、昼食を兼ねてだらだらする予定だった。

　それでもいい、と思う。

　何せ──僕らが集まるのもこれが最後かもしれないのだから。

　もしすべてが終わったら、舞鶴も一いつ緒しよに全員で何かしてもいいかもしれない。でも、いざその時に、僕らはどうなっているのか、誰もわからないのだ。

　勝つにしたって、全員が無傷で済む可能性は低い。負けでもすれば尚なお更さらだ。僕は硝しよう子こを失い、城き島じま晶あきらという立場すらも失うだろう。里緒も舞鶴も佐さ伯えき先生も、今のままではいられなくなる。僕らの現在の日常、生活は、もはや虚軸キヤストという非日常なしでは成立しない。

　歪いびつなことかもしれないが、事実だった。

「マスター、お料理ですが、どうしましょう？」

　時刻はもう、午前十時を回っていた。集合時間は正午だけど、さっきから硝子は昼食のメニューについてあれこれと悩んでいる。

「適当でいいんじゃないか？」

　佐伯先生は少ししか食べないし、里緒に至っては何を食べたって一緒だ。

「そういう訳にはいきません」

　僕の適当な返事に、硝子は腰に手を当てて剥むくれる。

「せっかく作るのですから、趣しゆ向こうを考えなくては。それに佐伯先生も里緒さんも、いつもろくな食生活を送っていませんから……たまには栄養のバランスが取れたものをですね」

「じゃあ、カレーとかでいいだろ」

「鍋なべひとつで済ませようというのが横おう着ちやくです！」怒られてしまった。

「だいたいマスターは自分で作らないからといって……そういうところが卑ひ怯きようなのです」

「……悪かったな」そういえば昨日きのうもそんなことを言っていた。

「って、マスター、何が可お笑かしいのですか？」

　と、頬ほおが緩ゆるんでいたのを咎とがめられる。

「……まあ、家を出る訳にもいかないし、ありものでどうにかしてくれ」

　僕はそう誤ご魔ま化かすと、硝子は不ふ承しよう不ぶ承しようといった感じでわかりました、と頷うなずき、再び料理をすべく台所へと戻っていく。

　ともあれ、下へ手たに家を出られないというのは事実だ。

　母かあさんが『全なる終わりオール・イン・ワン』を使用できるようになるのは──あの時の『十日後』という言葉を信じるのならば──今日きようだ。その言げん質ちに嘘うそはないだろうと思うし、警けい戒かいは強めておく必要がある。下手にのこのこ出掛けていって留守を突かれるなんてことは避けたい。

　りなちゃんが家にいるのは、硝しよう子この体温探知で確かく認にんしてある。外出すればすぐにわかるし、あの家に誰だれかが侵入しても同様だ。

　姫ひめ島しま姫ひめと皆みな春はる八や重えに関しては姫島に働きかけて、直なお川かわのところ、つまり殊こと子この家へ遊びに行くように言ってあった。舞まい鶴づるは気に入らないだろうが、我慢してもらおう。

　──二十四時間監かん視ししておくこともできないのがもどかしい、か。

　本当に守ろうと思ったら、どこかひとつところに監禁して見張っているしかない。現実には不可能だ。対して無限回廊エターナル・アイドルたちは、僕らの周囲に危害を加えようと思えばいつでもできる。

　あいつが現れてから約半年。

　考えようによっては、よく半年間持ちこたえられたものだ。……もっとも、最初からあいつは僕らを適度に痛めつけるのが目的だったお陰なのもあるけれど。

「マスター、ちょっと手て伝つだってください」

　台所から声がした。僕は思考を中断し、わかったよとひと声告げ、硝子の許もとへ向かった。




　　　　‡




　ここは静かでいい、と思っていたのが早くも懐なつかしかった。

「あ、じゃあさ、みっちゃん、次はこれ、掻かき混まぜてー」

　押し付けられたボウルには、割り入れられた卵が入っている。正直、料理などあまりしたことのない……というより厭いやな思い出しかないから、気が乗らない作業だった。

　でも、君きみ子こに頼たのまれたら厭とは言えない。

「君子、私は？」

「あ、じゃあ八重ちゃんはねー、お鍋なべ見てて。ひめひめはこれをみじん切りー」

「って、タマネギじゃない君子！　私に泣けっていうの!?」

「厭ならピーマンでもいいよー」

「……あんた、私がピーマン嫌いって知っててそんなこと言うのねっ!?」

「えー、オムライスにはピーマン必ひつ須すなのに……」

「いやまあ、細かく刻んでればなんとか」

「だったら細かく刻むべし、だよー」

「うう、発言が自分に返ってきた……」

　正直、騒そう々ぞうしいことこの上ない。

　皆みな春はる八や重えと姫ひめ島しま姫ひめが速はや見み家けに来るというのを知ったのは、今日きようの午前中だった。

　硝しよう子こから電話がかかってきて、ふたりが行くからよろしくなどと一方的に告げられ、怒ど鳴なる間もなく警けい護ごを押し付けられた。君きみ子こが喜んでいるので来るなとも言えず、結局こうして望みもしない仲良しごっこを演じる羽は目めになっている。

　昼まではまだよかった。自分はちょっと用事があると強硬に言い張り、殊こと子この部へ屋やへひきこもっていたからだ。三人は居間で遊んでいて、時折騒々しい声が二階まで響ひびいていたけれど、それでも何か異状がないかを注意しておくだけで、心穏おだやかには過ごせた。

　しかし、昼食時になり──。

　みんなで料理作るから手て伝つだって、などと君子が言ってきてから、事態は一変したのだ。

　私がいても邪じや魔まになるだけだからと最初は断ったが、ついその際に義手の方の手をひらひらと振ってしまい、失言に気付いた君子がとてつもなく申もうし訳わけなさそうな目で見てきたので、反射的に『できることがあるなら』と言ってしまった。そんな自分の愚かさが憎い。

　ボウルは大きく、底にゴムが張られてある。支えなしに掻かき混まぜても大丈夫だろう。

　取とり敢あえず、箸はしでぐるぐる混ぜた。

　卵なんだから黄身を破いてはいけないんだろうなと思い、慎重にやる。しかしこれ、何な故ぜ混ぜる必要があるのだろう。蜜みつにはよくわからなかった。でも、きっと料理の下準備として何か効果があるんだろう。君子の言うことに間違いはない。

「うわ、染みる……泣ける！」

「はい、まだあと三つあるよー」

「君子の鬼！」

　姫島と君子は黄き色いろい声をあげながら、野菜を切り刻んでいる。

　それを聞き流しながら卵を混ぜていたその時。

「あの、舞まい鶴づるさん……？」

　鍋なべを任せられていた皆春が、こっちの手て許もとを覗のぞき込んできた。

「何？」あまり会話したくない相手だったので、つっけんどんに答える。

「……卵」

「だから、何？」

　皆春はそんな蜜の態度に構わず、表情の読めない顔のまま首を傾かしげ、

「……卵、解かさないと」訳のわからないことを言った。

「は？　溶かす？　何か薬品でも使うの？」

　君子は掻き混ぜてとしか言っていなかった。だったらこれでいいのではないだろうか。

「舞鶴さん……」しかし、仏ぶつ頂ちよう面づらは更さらに難むずかしい顔となり、

「……あの、料理作ったこと、ある？」

　そう、尋きいてきた。

「何よあんた、私のこと……」バカにしてんの？

　そう言いかけて六月に作った弁当の悪夢が甦よみがえり、蜜みつは寸前で思い直した。

「……な、何か違ってたかしら？」

　怖おず怖おずと尋ねる。ここで意地を張って大失敗でもやらかしたら君きみ子この料理が台無しになってしまう。多少恥をかいてもいい。素直になっておこう。

　皆みな春はるは蜜の言葉に、今度は怒ったように眉まゆ根ねを寄せた。

　というか、この女の表情はやっぱりわかりにくい。無表情の硝しよう子この方がまだましだ。

「貸して。こっち、私がやるから」

　どうも怒っている訳わけではなさそうで、箸はしを寄よ越こせと手を伸ばしてくる。

「そ、そう？　じゃあお願ねがいするわ」

　蜜は菜さい箸ばしを皆春へ手渡した。

「代わりに、鍋なべ、見てて。時々掻かき混まぜて、吹きこぼれなかったらいいから」

「ええ」応こたえつつ、横目で皆春の手て許もとをこっそり覗のぞく。

　……かしゃかしゃと勢いよく、黄身を破った。

　蜜は驚きよう愕がくする。

　──まさか、それが正解なの？

　確たしかに考えてみれば、ただ箸でぐるぐる混ぜるだけで卵に何らかの変化が起きるなどとは考えられない。だとすると自分は恐ろしく間抜けなことをしていたのではないだろうか。

　やばい。絶対やばい。

　顔を耳まで赤らめつつ、皆春から逃げるようにして鍋に向かう。

　今度は失敗しないようにしよう。吹きこぼれないように、だったか。

　覗き込む。まだ沸ふつ騰とうしていない。大丈夫だと思うが、取とり敢あえず混ぜておこう。

「あ、みっちゃん……」

「え？」と、今度は君子から。

「鍋、お鍋ー！」

　妙に慌てている。何だろう。別に吹きこぼれてはいないのに。

　それとも掻き混ぜ方が足りないのかな、と首を傾かしげていると、

「舞まい鶴づるさん、そっちじゃない、隣となり！」姫ひめ島しまもそんなことを言う。

「……は？」

　気付くと。

　蜜が見ていたコンロの横に置いてあったもうひとつの鍋が、ぐらぐらと泡を噴ふいていた。

「そっち、まだ水しか入ってないし！」

　まさか……。

　──水しか入ってなかったら、混ぜなくても吹きこぼれないというの!?

　驚きよう愕がくする蜜みつを他よ所そに、大慌てで姫ひめ島しまが、

「火、火止めて！」

「あ、っと」なのでコンロのスイッチを弄いじるが、

「そっち逆！　火力アップ！」

「え……、あ、わあっ！」

　もはや何もかもが裏目に出る。

「な、何よこれ、どうすれば止まるのよっ！」

　恥ずかしさと焦あせりでもう訳わけがわからなくなった蜜を、君きみ子こと姫島が必死でフォローする。

「……駄だ目めだ、これ……」

　その背後で、溜ため息いき混まじりに皆みな春はるが呟つぶやいたのは、幸いにも蜜の耳に届かなかった。




　──結局、その三十秒後、蜜は殊こと子この部へ屋やに逃げ帰ることになる。

　再び出てきたのは食事ができた後、君子に説得されてようやくのことだった。




　　　　‡




「うふふふふ晶あきらさん、見て。これはなかなか芸術的だと思わない？」

　オムライスにケチャップで人型を描いて死体現場を演出する佐さ伯えき先生に、マスターは心底うんざりした表情を浮かべます。私はその様よう子すを溜息混じりに見ていましたが、

「ねえねえ硝しよう子こ、これどれくらいかければいいの？」

「あ、里り緒おさん、ちょっとそれは……」こちらはこちらで、際限なく、しかもケチャップではなくソースをどばどばとかけ始めた里緒さんを止める羽は目めに陥おちいりました。

　ふたりが来てから三十分ほど。

　出来上がったメニューはオムライスにサラダ、スープ、唐から揚あげの盛り合わせでした。

　しかしこのふたりにかかると、私が愛を込めたメニューももはや遊び道具です。

　本人たちにその気がまったくないというのが厄やつ介かいですが、私とマスターは揃そろって彼女たちの世話係へと成り果ててしまっていました。

「だいたい、里緒はともかく佐伯先生、あんた大人おとなでしょうが！」

　マスターがついにぶち切れて、ケチャップ残ざん酷こく絵画教室を始めた佐伯先生を叱しかります。

「うふふふ……身体からだは大人、頭脳は子供、真実はいつもひとつ……」

「『真実はいつもひとつ』じゃねえよ！　あんたを被害者にして殺人事件起こすぞ!?」

「あ、これ美お味いしいね、硝子」

「って、だから里緒さんはソースかけ過ぎですよ。塩分過か剰じよう摂せつ取しゆになります」

「何言ってるの？　硝しよう子こ。これ、お塩じゃないよ」

「塩じゃなくても塩分は含まれてるんです……」

　──まったく、なんということでしょう。

　オムライスというメニューがいけなかったのでしょうか。それともこのふたりがいけないのでしょうか。恐らく両方でしょう。あと原因は、蜜みつと殊こと子こさんの不在です。なんだかんだ言って、蜜が里り緒おさんの、殊子さんが佐さ伯えき先生のお守もり役をしてくれていたのだなと、私は改めて気付きました。私たちふたりでは──これはさすがに、役者不足です。

「……まったく……もう付き合いきれん」

　遂ついにマスターが、佐伯先生をネグレクトしました。

　ケチャップ絵画を弄いじりながら「ふふふ……バラバラ殺人ね……あら、右腕が行方ゆくえ不明だわ」とぶつぶつひとりごとを言い始めた佐伯先生を見捨て、自分の食事を始めます。
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「だいたい、座席の配置も間違ってた」

「言われてみれば……そうですね」

　現在、私の隣となりに里緒さん、マスターの隣に佐伯先生が座っています。いつものように里緒さんと佐伯先生を隣同士にしておけば、ふたりは勝手にいちゃついて問題がなかったはず。

　……まあ、それはそれで対応に困った気はしますが。

「ま、いいか。それなりに楽しそうだ」

「ええ」

　諦あきらめたのか受け入れたのかはともかく、マスターが苦笑するのに合わせ、私は頷うなずきました。

「お味はいかがですか？　マスター」

「ああ、いつも通りだ」

「でしたら万全です」

　彼の『いつも通り』とは、つまり『美お味いしい』ということ。本格的に料理を作り始めて四年ほど。合い言葉のように繰くり返されるそれに、私は満足します。

　自分のオムライスをスプーンで切り取り、口に運びながらふたりの様よう子すを眺めました。

「ねえ里り緒おさん、これどうかしら？　ふふふ……ライスを飛び散った肉片に見立ててみたんだけど。なかなか綺き麗れいだと思わない？　美味しそうだわ……くすくす」

　マスターに相手にされなくなった佐さ伯えき先生は里緒さんへ話を振り始めたようです。よくよく考えると最初から放置しておいた方がよかったのかもしれません。こっちの食欲を削そぐようなことを延々と言っていますが、それは聞こえないことにする方向で。

「イヤだなあネア。硝しよう子こが作った料理なんだよ。形を変えなくても美味しいよ」

　朗らかに相手をする里緒さん。……でも里緒さん、そのソース塗まみれのオムライスはもはや私の作った料理を逸いつ脱だつした何かに変へん貌ぼうしつつありますよ？

　ふたりとも着々と食べてくれているので、よしとするべきかもしれません。

「ところで晶あきらさん」──と。

　不意に佐伯先生に名を呼ばれ、マスターが何ですか、と応こたえました。

「言っとくけど、もう死体談だん義ぎは聞きませんよ」

「ふふふ、そうではないわ。……今日きよう、このメニューにしたの、晶さんなの？」

「いえ、硝子ですが、どうかしました？」

　怪け訝げんな顔をするマスター。

　佐伯先生は、今度は私に、

「そう。……硝子さん、知ってたの？」

　素すで陰いん鬱うつな、恐らく彼女なりに微笑ほほえんだのであろう表情を向けます。

「知ってた、とは……何をです？」

「そう、知らなかったのね。……誰だれにも言ってなかったはずだし、知ってる人なんて殆ほとんどいないでしょうから、おかしいと思ったのよ。ふふ……」

　要領を得ない佐伯先生の言葉に、私たちは首を傾かしげます。

　里緒さんもきょとんとして、彼女の方を見ました。

　佐伯先生はそんな私たちを見て、少し目を伏せ、ゆっくりと口を開き、

「殊こと子こさん、好きだったの。……オムライス」

「……え？」その言葉に──。

　全員が、箸はしを止めました。

「殊こと子こ、が？」

「前にね、私に口を滑すべらせたことがあって。子供っぽいから誰だれにも言わないで欲しいってお願ねがいされたから黙だまってたのよ。……だから今日きよう、びっくりしたわ」

「そう……だったんです、か」

　マスターが重い口く調ちようで呟つぶやきます。

　しかし私には、他ほかのみんなとは違う、別の驚おどろきがありました。

「偶ぐう然ぜんじゃ……ないかもしれません」

「あら、どういうこと？　硝しよう子こさん」

「私、何を作るのか迷って、メニューを……きみちゃんに尋きいたんです」

　今日、速はや見み家けで、八や重えさんとひめひめ、それから舞まい鶴づる蜜みつの料理を作っているきみちゃん。

　彼女に『そちらは何を作るのですか？』とメールを送って。

「そしたら、オムライスって言ってたから。じゃあ私も、と……」

　きみちゃんはたぶん、殊子さんの好物を知っていたのでしょう。

　もちろん彼女が死んでしまった今、そのことを覚えているはずがありません。でも、心の奥底で、修正力リペイントマーカーの届かない場所で、引っ掛かるようにして情報の欠片かけらが残っていた、その可能性はあります。そして今日、無む意い識しきに思い付き、オムライスを選えらんだとしたら。

　私は、それ以上言葉が出てこなくなってしまいました。

　胸の奥に込み上げてきた感情を必死で抑えるのが精一杯で、目の前のオムライスに、何だか笑っている殊子さんの顔が重なるようで。

　佐さ伯えき先生の言うように、子供っぽい好物です。

　でも、意外だとは思いませんでした。

　妙に似合っていて、ひた隠しにしていたという事実も、いかにも彼女らしくて。

「ねえ、硝子？」

　みんなが黙だまり込んでしまった静寂の中──響ひびいたのは里り緒おさんの嬉うれしそうな声でした。

「全部終わったら、また、オムライス作ってくれる？　今度は蜜も一いつ緒しよだよ。みんなでオムライス、食べようよ。ね、そうしよう？」

「……ああ」マスターが微かすかに笑い、

「そうね」佐伯先生も目を閉じ、オムライスを口に運びます。

　ですから──私は。

「はい」顔を上げると、涙目で破は顔がんし、大きく頷うなずきました。

「作りますよ。腕によりをかけて。愛情投入も当社比五十％増しです」




　恐らくは彼女たちとこうやって過ごすのも、これが最後。

　全部終わったらみんなで、なんて、そんな未来は来ないかもしれません。

　不安を思考の外に追いやりながら、私は笑いました。

　ええ──作りましょう。

　ちゃんと六人分。

　今度は遊ばれないように、ケチャップでそれぞれの名前を書いて。
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　その日。

　無限回廊エターナル・アイドルが目覚めると、珍しく父が自室から出てきていた。

　母は料理を作っている。そろそろ昼だ。

「あら、おはよう晶あきら。ご飯、もうすぐできるわよ」

「ふん……なんだ、これは？」場の雰囲気があまりに日常的な──自分の想像するステレオタイプなものだったので、無限回廊エターナル・アイドルは可お笑かしくなり、くつくつと笑った。

　ごく普通の、有り触れた間取りの家族用アパート。

　居間でくつろぐ父と、料理の支し度たくをする母。

　そして昼前に起きてきた息子。

　まとも過ぎて狂っている。こんな日常の風景を、家族の誰だれが夢見たというのだろう？　誰もこんなものを望んではいない。望んでいるとするならばあの失敗作くらいのものだ。

　それなのに、望みもしないのに、今、自分たちは日常を謳おう歌かしている。

「あら、どうしたの？　何か楽しいことでもあった？」

　母がこちらの様よう子すに気付き、声をかけてくる。鏡かがみはこの場の異様さに気付いているのだろうか。恐らく気付いてはいない。これがどういうことなのか、理解できるのは日常と縁えんのない非日常と一いつ緒しよに生きてきた、自分ひとりだ。

「楽しい……ああ、楽しいな。確たしかに楽しい」

　樹いつきは何も言わない。椅い子すに座って本を読んでいる。火の点ついていない煙草タバコをくわえたまま、こちらに意い識しきすら向けない。相変わらずの不可解さが日常に溶け込んでいることに恐怖を感じて、無限回廊エターナル・アイドルはまた笑った。面おも白しろい。俺おれの家族はなんて狂っているのだ、と。

　このままではこの日常に埋没してしまいそうだと思い、口を開く。

「樹、鏡。……ひとつ、質問がある」

　以前から尋きいてみたかったことだ。狂気に狂気を重ねた夫婦の間に生まれ損なった子供として、ずっと疑問に思ってきた。父と母がこちらを向いたのを見て、言った。

「この計画……虚軸キヤストをすべて破は壊かいし統合させるという、お前たちの目もく論ろ見み。もしも破は綻たんしたら、いったいどうするつもりだ？」

「ん」樹いつきがどうでもよさそうな顔で、首を傾かしげた。

「変なこと言うな、お前。破は綻たんなんてしないよ」

「その根拠は？　あいつらに勝てるという自信があるのか？」

「あら、勝てるわよ。ねえ、父とうさん？」

「そうだな」樹は揺るがない。「大丈夫だろ」

　歯し牙がにもかけない、ふたりの態度だった。

「俺おれにはわからんぞ、樹、鏡かがみ」無限回廊エターナル・アイドルは、失笑する。

「計画と言ったが、実際、計画などどこにもない。その上、お前たちは失敗作を侮あなどりきっている。お前たちが油断しているとは言わんよ。でもな……まるきり無策で勝てるほど、俺たちの力があの失敗作たちよりも上だとも俺には思えん」

「ええ、そうでしょうね」鏡が料理の手を止めた。

「あの子がどんな作戦で来るかには少し興きよう味みがあるわ。その結果、私たちが負けることもあるでしょうね。……そうよね、樹さん？」

「うん。あるだろうな」樹が頷うなずく。

「ならば、その時はどうするのだ？」

　無限回廊エターナル・アイドルは微かすかに苛いら立だった。

　いや──恐れた。

　もしも自分が負けてしまったら。あの偽にせ物ものの城き島じま晶あきらが、父と母、自分を凌りよう駕がしたら。その時、両親は自分ではなく失敗作の方を『城島晶』にするのではないか。

　計画を軌道修正し、自分を捨て、あっちを取ってしまったら。そう思ったのだ。

「俺が、お前たちが、あの失敗作に負けてしまった時……それは目もく論ろ見みの破綻ではないのか？　完全な世界を作ることはできないのではないか？」

　再び捨てられてしまうこと。

　それは無限回廊エターナル・アイドルにとって、唯一、楽しめない恐怖だ。

　自己の消滅よりも遥はるかに堪たえ難がたい、体たい験けんしたくないことだ。

「どうなんだ？　答えろ……樹」

「……ふう」父は──樹は。

　いつものように興味のなさそうな顔でこっちを一いち瞥べつすると、火のない煙草タバコをぽきりと折り、テーブルの上に置いてあった灰皿へ投げ入れる。

「何だ、お前。まったく……まだ駄だ目めだな、お前は」

「……どういうことだ？」

「俺の計画は破綻しないよ」樹はさっきと同じ返答をした。

「あいつに負けるってのはあり得るし。まあその時は認めてやってもいいな。でも、そんなことどうだっていいよ。っていうか、お前、勘違いしてるんだろ？」

「勘違い、だと」

「うん。俺おれの『計画』は……別に、あいつらに勝つことが必要条件じゃないよ」

「そういうこと」

　再び煙草タバコを取り出し、やはり火を点つけずにくわえた樹いつきに代わって、鏡かがみが続ける。

「大丈夫よ。私たちが負けても計画は終わらないし、完遂に際して問題が発生する訳わけじゃないわ。もちろん負け方によってはそういうこともあるでしょうけど……私たちがその負け方さえしなければいいの。そしてあの子がどんなにこちらの想定外の働きをしようとも、そうなるという可能性はゼロに限りなく近いわ。私たちだって手を打つしね」

「俺は別に無策で動いてる訳じゃないよ」そして、樹。

「だから、まあ、なんだ。心配するな」

「……ああ、わかったよ、父とうさん、母かあさん」

　無限回廊エターナル・アイドルはようやくそれだけを言うと、椅い子すに座ったまま黙だまり込む。

　──今の言葉で、確かく信しんが持てた。

　やはりこのふたりは、自分を捨てることも厭いとわないのだ。

　数日前にまさしく鏡が言っていた。無限回廊エターナル・アイドルが使えないとわかれば、そしてあの失敗作が使えるとわかれば、父も母も、あっちを城き島じま晶あきらにする。自分は再び虚きよ数すう域いきの海へ捨てられ、また永遠に孤独の無を漂うことになる。……生まれなかった、出で来き損そこないとして。

　それは厭いやだ。耐えられない。

　何があろうとも、絶対に願ねがい下げだ。

「実行は月げつ曜よう日び、だったな？」だから。

　だから無限回廊エターナル・アイドルは、唇を咬かみ拳こぶしを握ると、アパートの天てん井じようを見る。

「そうよ。どうかした？」

「俺は今日きよう辺あたりに仕掛けてみたい。お前たちの計画の一端を担になってみたい。だから……それが成功するにせよ失敗するにせよ、計画を早めてはくれないか？」

「そうね……父さん、どうする？」

　母が問うと、父はあっさりと頷うなずいた。

「いいよ。お前の力はもう完全に使えるし。じゃあ、今日これから行くか？」

　それはあまりに単純な、重要な行動を起こすとはまったく思えない決断。

　──そうか。ならば。

　無限回廊エターナル・アイドルは笑い、立ち上がると、告げた。

「いや。今日仕掛けてみるのは俺だ。……三人で行くのは、明日あしただよ」

「あ、そう。いいよ別に」

「……ですって。何をするのかわからないけど、私も手て伝つだう？」

「俺ひとりでいい。ひとりで、行かせてくれ」

　わかったわ、と頷うなずく母と、再び興きよう味みなさそうに本を開く父を眺めながら、無限回廊エターナル・アイドルは思う。

　成功するかどうかはどうでもいい。父と母が無策なら、こちらも無策で行こう。

　ただ、どちらにせよ。

　このふたりとは別に自分も手を打っておくべきだ。

　見下げ果てられようが、あいつのように失敗作と断じられようが、どうでもいい。

　自分にとって大事なのは、両親に認めてもらうことではない。

　捨てられないことなのだから。
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　まったく散さん々ざんな一日だった。

　夜になり、姫ひめ島しまと皆みな春はるが自宅へ帰ってからようやく、蜜みつは疲れ果てた心と身体からだを癒いやすように、リビングのソファに身を沈み込ませていた。

　何よりも、一生分くらい恥をかいてしまったのがいけない。

　どう考えても今日きようは自分が割を食ってしまった気がする。それもこれも、すべては硝しよう子このせいだ。そもそもあいつが皆春と姫島も家に呼べばよかったのだ。そうすれば蜜は君きみ子ことふたりきりで、落ち着いた休日をのんびりと過ごせたはずなのに。

　週が明けたら硝子は殺そう。そう決心する。実際こうなったのは、蜜が硝子の家に行くのをけんもほろろに断ったからなのだが──そのことはすっかり忘れて棚に上げている蜜だった。

　恥をかいたのは、食事の用意だけではなかった。

　昼食後、何だかよくわからないまま人生ゲームに参加させられ、不ふ機き嫌げんにサイコロを振っていたら破産を三回。連続でぶっちぎりのドベになった。四回目は姫島に妙に気を遣つかわれドベを免まぬがれたが、情けをかけられて自殺したくなった。ちなみに最も容よう赦しやがなかったのは君子で、三回の破産中二回は君子に借金を加算されてのものだ。

　だいたい自分は、あまり多数の人間と付き合うのに慣なれていないのに。

　できればそっとしておいて欲しい。中学時代の君子はこっちに友達を紹介するなんてことはしなかったが、誰だれの影えい響きようなのだろう。やはり硝子か。

　殆ほとんど八つ当たりのようにして、蜜は硝子への怨うらみを募つのらせていた。誰かを怨まなくては失敗の数々を思い出して身み悶もだえしてしまうからというのもある。

　──少し、殊こと子このことを思った。

　考えてみればあの女は、こっちにちょこちょこと悪戯いたずらを仕掛けてきたりちょっかいを出したりしていたけれど、そのことで自分と周囲との距きよ離りを適度に保ってくれていたのかもしれない。蜜ひとりで関かかわろうとすると思わぬところでぼろが出てしまい、余計に恥をかいたり墓ぼ穴けつを掘ったりしてしまう。それをさりげなく未然に防いでくれていた気がする。

　でもやっぱり、からかって楽しかったというのが第一か。

　自分の思考に苦笑しつつ、蜜みつは小さく溜ため息いきを吐つく。

　時刻は午後十時過ぎ。

　君きみ子こは入浴している。もうお風ふ呂ろから上がる頃ころだろう。そうしたら蜜の番だ。

　今日きようはもう早めに寝よう、そんなことを考え、目を閉じた。

　耳に、脱衣所のドアが開く音が届いた。視覚を遮しや断だんした分、無む意い識しきに聴ちよう覚かくを鋭えい敏びんにしてしまったのかもしれない。そろそろ、とてとてと歩く音が聞こえてくるはずで……、

　声が、聞こえた。

「……え？」反射的に蜜は目を開く。

　普通の声ではない。

　君子の、驚おどろいたような、息を呑のむような、そんな。

　蜜は立ち上がる。瞬しゆん時じに背に緊きん張ちようが走り、思考を一切挟まずに、リビングのドアを開ける。

　ただの勘違いならそれでいい。でも、万が一ということがある。誰だれかが家に入ってきた気け配はいはなかった。でも、気付かなかっただけかもしれない。ゴキブリでも見付けただけだろうか。でも、そうじゃないとしたら。でも、でも、でも。希望を打ち消す反はん論ろんが頭の中で繰くり返されながら、蜜は廊下へと躍おどり出て、脱衣所へと走った。

「……っ！」そして、視界に映ったのは、




　怯おびえたように立たち竦すくんでいるパジャマ姿の君子。

　それと対たい峙じしている、男の後ろ姿──。




「無限エターナル……回廊アイドルっ！」蜜は、その男、津つ久く見み奏かなでの姿をしたそいつの名を、低く叫んだ。

「なんだ『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』」無限回廊エターナル・アイドルは、僅わずかに振り向き、こっちを見、

「気付いたのか」唇の端に、薄うす笑わらいを浮かべた。

　どこから入ってきたのだろうか。

　そして、君子に何をするつもりなのか。

　焦しよう燥そうと怒りで目の前の視界が歪ゆがむ。思わず飛びかかりそうになり、すんでのところで自制した。殊こと子この時と同じように、我われを忘れる訳わけにはいかない。

「あんた……人の家に勝手に上がり込んで、何してんのよ」

　牽けん制せいするが、口く調ちようまでは抑えられず、言葉からは殺意が溢あふれる。

「ふん。何をしてるか、だと？　面おも白しろいことを尋きくな」

　無限回廊エターナル・アイドルの態度は尊大で、喋しやべり方かたもいちいち癇かんに障さわった。

　考えてみれば、直接会うのは初めてだ。津久見奏の顔にしたって写真を見せられただけ。

　どうして突然君子のところに。そんな疑問の中、蜜は無限回廊エターナル・アイドルの背を睨にらみ付ける。

「答えなさい、この変質者。……何をしに来たの？」

「く、く」敵は可お笑かしそうに身を捩よじらせ、直後。

「……こうしに来たんだよ」

　君きみ子こに向けて、唐とう突とつに掌てのひらを向けた。

「……『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』っ！」

　君子が見ている前だなんて、考えている暇ひまはなかった。

　頭髪を廊下の壁かべに突き刺し、平面を跳ちよう躍やく。君子と無限回廊エターナル・アイドルの掌との間に、髪の毛を束たばねた防ぼう壁へきを、君子を囲むようにして出現させる。同時。

　漆しつ黒こくの上で、小しよう規き模ぼの爆ばく発はつが起きた。

「きゃあっ！」

　蜜の作った障壁──『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』の向こうで、驚おどろいた君子が悲鳴をあげる。

　家屋を破は壊かいするほどのものではない。ただ、人の頭くらいなら吹き飛ばせる。

「あんた……！」睨にらみ付け、短く叫んだ。

「どういうつもりよ!?」

　攫さらおうとするのならわかる。硝しよう子この友人であり蜜みつのウィークポイントである君子は、人質として大いに有効だ。しかし、今のは違う。拉ら致ちするために気絶させようとかではない。

　明らかに、殺そうとした。

　そんなことをして何のメリットがある？　利用するのではなくただ殺すだなんて、蜜と硝子の怒りを助長するだけだ。無限回廊エターナル・アイドルが晶あきらにちょっかいをかけていた以前ならともかく、今になってそんなことをする意図がわからない。

「ふん。さすがに簡かん単たんにやらせてはくれん、か」

　無限回廊エターナル・アイドルの笑えみは顔に貼はり付いたまま。

「だが、俺おれも簡単には諦あきらめんよ『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』」

「……ふざけるんじゃないわよ！」

　ふたりきりならともかく、今、こんな場所で戦うのはこっちが不利だ。

　まずは君子をこいつから離はなす必要がある。

　瞬しゆん時じに判断し、蜜は『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』を数十本、無限回廊エターナル・アイドルに向けて放った。

「……っこの……」首に絡ませる。

　そのまま引っ張り、身体からだごと持ち上げ、廊下を真まっ直すぐ、自分の背後へ投げ飛ばした。

「む……ぐ！」

　喉のどから声を洩もらしながら無限回廊エターナル・アイドルは玄関近くの廊下へ落ちる。蜜は身体を反転。君子を背に守りつつ、そのまま巻き付けた『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』で、無限回廊エターナル・アイドルの首を切断しようとする。

　が、ざん、と音。

　廊下の床ゆかへ叩たたき付けられた無限回廊エターナル・アイドルが、そのままの姿勢で黒の鋼こう線せんを切断した。

　手に持っているのは剣つるぎ状の、鈍にぶい光。

「……ふん。即座に仕掛けるとは気が短いな」

「黙だまりなさいよ」

　少しだけ余裕が生まれた。蜜みつは背後の君きみ子こへ向けて頭髪を数本、平面跳ちよう躍やくさせ首に巻き付ける。できるだけ優やさしく、僅わずかな力を込めて、絞め落とした。

「ごめんね、君子。……少し、眠ってて」

　後でベッドに運んでおこう。多少強引だが、夢だと言い聞かせればいい。

「さて……どうしてやりましょうか、この不法侵入者」

　勝負は短時間でつけたい。長引けば長引くほど家が壊こわれてしまうし、いつ母が帰ってくるともわからない。壊れた家は恐らく『絶対言語バベルズバインド』で修復可能だが、無む駄だな疲労は避けた方がいいだろう。──まったく、以前までの自分なら考えなしに飛びかかっていったところだ。

　相手の力が未知数なのが気になる。

　確たしか、里り緒おは二度戦い、一度勝ち一度負けた。晶あきらと硝しよう子こは三戦二勝。自分はどうだろう。全力でやれば負けない自信はあるが、手の内が不明なだけに油断はできない。

「まずは……」小こ手て調しらべだ。

　頭髪を四方の壁かべ、床ゆか、天てん井じように突き立たせる。平面を媒ばい介かいに移動させたそれらを、無限回廊エターナル・アイドルの周囲、前後左右から一斉に飛びかからせた。

「……死になさいっ！」

　一気に五体を切断させるつもりで、裂く。

「……ふん」無限回廊エターナル・アイドルは身構え、

「はあっ！」裂れつ帛ぱく。

　何かに弾はじかれたように、壊れた万華鏡デイレイドカレイドが、標的の直前ですべて止められる。

　ならば、下。

　敵の足あし許もとから生はやし、蔦つたのように両足首へ巻き付け──今度は成功。

　同時に切断。

「ぐ……む!?」床との接点を失った無限回廊エターナル・アイドルが、無ぶ様ざまにその場へ転がる。

　勝しよう機きと見てもう一度、鋼こう線せんの刃やいばを周囲から殺到させる。

　そちらは失敗。さっきと同じように、寸前で見えない壁に当たった。

「……ふん。まあ、ここでは分が悪い、か」

　蜜が身構え睨にらむ中、無限回廊エターナル・アイドルは切り取られた両足をもがくように動かし──立ち上がる。断絶してやったはずの足首から先が、既すでにそこにあった。繋つながっている。

「そういや、傷を治すこともできたっけね、あんた」

　失笑してみせながら、自問した。

　──どうする？

　暴ぼう力りよくのぶつかり合いでは埒らちが明かない。五体をばらばらに、微み塵じんにしてやれば再生不可能だろうが、そこまでするのに骨が折れる。ならばどういう手を使えば刃やいばが届くのか。不意打ちで殺す以外にないかもしれない。背後からそっと忍び寄らせるか。……いや、待て。

　そこまで考え、最悪のことに気付いた。

　こいつは、固定剤リターダを失ってもしばらく活動することができる。

　そして適当に選えらんだ人間に憑ひよう依いすることも可能だ。

　だったら、殺してはいけないのではないか。

　この津つ久く見み奏かなでの身体からだを粉にしてやっても、無限回廊エターナル・アイドル自体は無傷だ。それどころか固定剤リターダから剥はく離りした虚軸キヤストそのものを攻こう撃げきするのは不可能。手出しできなくなる。

　その上でなお、君きみ子こに乗り移られでもすれば──。

　姫ひめ島しま姫ひめが固定剤リターダにされていたことを思い出す。あの時は自分に関係がないからどうでもよかった。でも、君子だったら。君子が犠ぎ牲せいにされてしまったら。

　息を吐いた。

　リスクはあるが、この後のことを考えていては最悪のことになる。

『絶対言語バベルズバインド』を呼び出して、虚軸キヤストごと滅ぼす。それしか方法はない。

「……覚悟しなさい、あんた」

　世界を迎える準備を、心中で整ととのえる。脳のう髄ずいを走る電流に集中し、世界の扉に手を掛ける。

　──しかし。

　そんな蜜みつの決心を嘲あざ笑わらうかのように。無限回廊エターナル・アイドルが、肩を竦すくめた。

「まあそう気張るな『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』」

「気張るな、ですって？　舐なめてんの、あんた」

「失敗だ。俺おれの負けだ。そういうことにしておこう。……下へ手たに刺し激げきして全力を出されても敵かなわん。それに、俺の手でお前を消滅させてしまっては今度こそ樹いつきに怒られてしまう」

　この期ごに及んでそんな科白せりふを吐く。

「まあ、今回は伝言役ということで許してはくれんか？」

「伝言？　あんた、何言って……」蜜は眉まゆをひそめるが、続いた言葉に、

「明日の午後七時だ」

「……明日あした、って……まさか」

　怒りを、引かせる。

「場所はお前たちの学校。全員総出で来い。総力戦の潰つぶし合いといこう。楽しいぞ。さぞかし楽しい。これまでで最悪な、最低な殺し合いになるだろうからな」

　日時の指定。それは、つまり。

「私たちが殺しに来るのを待ち構えてくれるっての？」

「ふん、お前たちが殺されに来るのかもしれんぞ？　まあどちらでもいいさ。結果はどちらでもいい。どう転ぼうと、俺おれは俺の目的を達成するまでだ」

「目的？　あんた、いったい何の……」

「ああ、それからな……親切で教えておいてやる」

　蜜みつが疑問の声をあげるのを無視して、無限回廊エターナル・アイドルは一歩、玄関へと退さがり、

「樹いつきの狙ねらいはお前たちと、それから……直なお川かわ君きみ子こ、加えて森もり町まち芹せり菜なだ」

　蜜にとっては意味がわからない上に、驚きよう愕がくすべき──名前を、口にする。

「なん……ですって？」

「学校へ来ればふたりの処理は後回しだ。ただし来なければ……今日きようのように、時と場所を選えらばずに行動を起こす。お前たちは絶対に守りきれん。くく……わかるだろう？」

　思考が止まった隙すきを、無限回廊エターナル・アイドルは見逃さなかった。

「ち！　待っ……！」

　言い終わるや、大きく背後への跳ちよう躍やく。鍵かぎがかかっていたはずの玄関がひとりでに大きく開き、無限回廊エターナル・アイドルの身体からだが外へと吸い込まれるようにして出て行く。

　咄とつ嗟さに追おうとするが、倒れている君子をひとりにしてしまうことに気付き、唇を咬かむ。

「あいつ、何を……」

　拳こぶしを握った悔かい恨こんは、理り不ふ尽じんなまでに蜜を苛さいなむが、もはやどうしようもない。

　蜜は背後の君子がちゃんと寝息をたてているのを確かく認にんすると、彼女を抱かかえ上げ、思い詰めた足取りで電でん話わ機きのあるリビングへと向かった。
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　そして。

　舞まい鶴づる蜜の連絡を、それぞれが驚愕とともに、その夜のうちに受け取る。

　全員の意見を聞き、城き島じま晶あきらはすぐに結けつ論ろんを出した。

　誰だれもが眠れないままに夜を過ごし、それでも容よう赦しやなく陽ひは昇る。

　そして表面上はいつも通りの一日が、日常が終わり──、

　最後の夜が、来た。
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　秋の陽は短い。

　午後六時半を過ぎると西の稜りよう線せんへ太陽がかかり、否いや応おうなしに日ひ暮ぐれを想起させる。

　僕は着込んだ制服を姿見で確かく認にんする。

　硝しよう子こからもらったブレスレットを巻いた左腕を、左の胸に置いた。

　鼓動は大きく、速い。緊きん張ちようしている。

　父とうさんと再会した半月前よりも。無限回廊エターナル・アイドルに会いに埠ふ頭とうへ行った五日前よりも。

　これで最後にする──その決意と気負いが、心しん臓ぞうを加速させていた。

　自分の部へ屋やを見渡した。

　幼い頃ころから、あまり間取りは変わっていない。本棚が増えたのと、ベッドが大きくなったくらいだろうか。元々ポスターなんかを貼はってもいないし、子供の頃から大人おとな用の机を与えられていたから当然だろう。わざわざ目を閉じなくても、昔の風景がすぐに思い浮かぶ。

　──六年前のあの日。硝しよう子こはこの部屋にやってきた。

　明らかにこの世界の、この時代のものではない服を着た、ノイズ混じりで、今にも消え去りそうなほどに弱々しく痩やせこけた女の子だった。儚はかなさの中にそれでも毅き然ぜんとしたものを感じ、僕は驚きよう愕がくし、同時に戦せん慄りつし──魅み惑わくされた。

　それから六年。

　父さんと母かあさんが消え、少女は成長し、僕の恋人になり、再び両親は来て僕の敵となった。

　存在しなかったはずの兄。

　生まれてくるはずではなかった僕。

　切り捨ててしまった幼おさな馴な染じみ。

　新しくできた友人。

　遠くへ行ってしまった友達。

　すべてを回想するには、たぶんまだ早い。

　今日きようで見納めになるかもしれないという感かん慨がいを心の奥に仕し舞まい込み、僕は部屋を出た。

　寝ね間ま着きも畳まず、ベッドの上に放り投げ、パソコンさえもスリープにしたまま。

　廊下。すべてが見み慣なれていた。

　隣となり──硝子の部屋のドアを開ける。

　女の子にしては飾り気のない、シンプルな部屋だ。僕がプレゼントとしてやったぬいぐるみや人形がなければ、無む機き質しつな印象を受けるだろう。

　それでも、硝子の匂においがした。

　あまり立ち入らなくなったのは父さんと母さんが消えてしまってからだ。硝子が成長し、それが何となく遠えん慮りよに繋つながって、用事がある時はノックするだけに留とどめておいた。もっとも当の硝子は遠慮なく僕の部屋に入ってきたけれど。

　ドアを閉めて、階段へ続く廊下へ。

　柱のひとつに、背せ丈たけを測った傷があった。いつまでやっていただろう。覚えていないけれど、最も新しい傷は僕の胸辺あたりの位置に付いている。

　階段。二回ほどドジをして転げ落ちたことがある。子供の頃の話だ。

　居間。ここで生活の大部分を過ごした。

　父とうさんと母かあさんが消えてしまったのもこの場所だ。

　食事をし、テレビを見たり雑誌を読んだりし、硝しよう子こと一いつ緒しよに過ごした日々。

　すべてを失い、それでも続いていた日常の象しよう徴ちよう。

　別れを告げる気はない。それでも視覚はこの風景を瞼まぶたに焼き付けようとする。

　玄関のドアが開く音がした。

　行ってみると、硝子が家の中に入ってきているところだった。

「どこか行ってたのか？」

「あ、いえ」硝子は僅わずかに逡しゆん巡じゆんする様よう子すを見せた。

「庭の植木に、お水をあげてきました」

「そうか」庭に関して僕は完全にノータッチだったけれど、普ふ段だんは植木に水なんて撒まいていなかったはずだ。硝子もどこか──思うところがあったのだろう。

「用意、できたか？」

「少し待ってください」硝子は家に上がり込み、玄関にかけてある鏡かがみを覗のぞき込んだ。

　リボンを整ととのえ始めたので、僕は彼女の背後に回る。

「結びなおしてやるよ」

「はい」硝子は素直に従った。

　一度解ほどき、靴箱の上に置いてある櫛くしを取った。後ろ髪を梳すいて束たばねて、リボンを通し、結ゆわえて形を整える。これまで何度もやったことだ。手が覚えている。

「ほら……これでいいか」

「はい」硝子に際きわ立だった表情はなく、それでも笑えんでいるように見える。

「さて。……公園で里り緒おと待ち合わせだ。その後、舞まい鶴づるを拾った佐さ伯えき先生が迎えにくる」

「行きましょうか。マスター」

　顔を見合わせた。

　硝子が爪つま先さきで立ち、背伸びをする。僕は背を丸め、身体からだを屈かがめる。

　口づけをして、ふたり笑い、玄関を──出た。

　向かいの家が目に入る。硝子に視し線せんを向けると、大丈夫です、と頷うなずいた。

「芹せり菜な先せん輩ぱいは、家にいます」

　正直なところ、彼女の傍そばを離はなれていいものだろうかと、ひと晩中迷い続けた。

　昨日きのうの夜、無限回廊エターナル・アイドルは舞鶴に言ったそうだ。

　父さんの狙ねらいは、森もり町まち芹菜と直なお川かわ君きみ子こ──と。

　どうしてそんなことを言うのか意図と理由がまったく読めなかった。何かそうしなければならない事情でもあるのか、それとも単にこちらを狼ろう狽ばいさせるための嘘うそか。どちらにせよ、来なければ先にそちらをやると脅された以上、表向きにでもなんでも従う他ほかない。

　苦肉の策として、学校へは小こ町まちに先行してもらう予定だった。

　同様に、りなちゃんの家と速はや見みの家にも監かん視しを置くことにする。

　僕らは指定された時間よりもやや遅く到着し、そうしておいて、りなちゃんたちのところに伏ふく兵へいが来ないかどうかを確たしかめてからあいつらのところへ行く。またしても里り緒おに負担をかけてしまうが、限界を超えてでも働いてもらうしかないだろう。存分に、意い識しきがなくなるまで、なくなっても叩たたき起こして利用する。それが里緒に対する、僕の最大限の礼れい儀ぎだ。

「マスター」硝しよう子こが僕の手を握った。

「行きましょう」

「ああ」心残りはある。

　でも、だからこそ──残り物を拾いに、帰ってこよう。

　僕らは、歩き始めた。
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　私はマスターに手を引かれながら、微かすかに森もり町まち家けを一いち瞥べつします。

　ひとつだけ、嘘うそを吐つきました。

　植木に水などあげていません。マスターに黙だまって、森町家へと行っていたのです。

　門の前にある、ポストまで。

　一昨日おとといの夜、マスターは私に話してくれました。

　ずっと忘れていた。でも、思い出した、と。

　ひょっとしたら、私は今日きようを限りにいなくなってしまうかもしれない。だったら──。そう思うと、知らせておくべきだと思ったのです。

　私は、卑ひ怯きようでしょうか。いえ、きっと卑怯です。

　でも仕方ないです。私の固定剤リターダ、私のマスターも、同じくらい卑怯なんですから。

　握った手は温かく、進む歩は規則正しく、私たちは歩きます。

　死ぬかもしれないとは考えても、死ぬつもりなんてありません。

　帰ってきたら、冷れい蔵ぞう庫こに仕し舞まってあるとっておきのプリンを食べるのです。
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　住んでいるマンションの階段を下りながら、ふと自分の足あし許もとに目が行った。どこから紛まぎれ込んだのか、枯れ葉が一枚落ちていた。だからという訳わけではないけれど、柿かき原はる里り緒おは立ち止まり、振り返って──これまで毎日のように通ってきたその通路に、微かすかな笑えみを向ける。

　特に感かん慨がいはない。

　でも、これで最後かもしれないという気持ちはあった。

　親から与えられた、里り緒おひとりの住すみ処かである場所。ここに住むようになったのは、小こ町まちと出会い、受け入れて、決定的に変わってしまった三年前からだ。

　他者の見分けが付かなくなり、行動原理や倫りん理り観かんすらもこれまでのものと入れ替わった──有あり体ていに言えば狂ってしまった我わが子こを隔かく離りするように、両親はこのマンションを買い与えた。彼らがどんな気持ちだったのか、こうなってしまう前に里緒に対してどんな愛情を注いでいたのかはまったく覚えていない。どうでもよくなったからだ。

　日常を完全に切り捨ててしまったという意味で、自分と殊こと子こは似ていたんだろうなと思う。

　数日前、屋上での、晶あきらとの会話を思い出した。

「……里緒も、殊子とおんなじ、か」

　殊子と同様に自分もまた、弱い──ということ。

　仮に、小町が消えてしまったとして。無限回廊エターナル・アイドルと鏡かがみに負けて『有識分体分裂病』を失ってしまったとして。恐らく里緒はそうなっても、日常に戻ることはできないだろう。

　切り捨てた日常がどんなものだったのか、もう里緒にはわからない。

　それに、小町を失った後の欠落なんてどうやって埋めればいいのかも想像できなかった。同化した世界が大き過ぎたが故ゆえに、開いた傷口を治すことは不可能だという確かく信しんがある。

　切断した手足がどんなものだったかも覚えていないのに、再び生はやすことなどできはしない。

　今こうして自分が笑えているのは、晶や硝しよう子こ、殊子やネア、蜜みつに出会えたからだ。偽にせ物ものの世界でしかない化け物の自分が、同じ化け物と友達になることで、そこに日常を見み出いだしているだけ。固定剤リターダでなくなれば、晶たちとの繋つながりも絶たれる。その上で日常を回復することもできない。だったらそこに待っているのは完全な無だ。誰だれの見分けも付かず、自分ひとりしかいない世界で孤独に生きること。それは、生きているとは言えない。

　できれば誰もが世界を失わずに、終わって欲しい。

　ただ、それはできない相そう談だんだ。仮に全員無傷で城島樹を倒しても、自分たちはきっと、昨日きのうまでと同じ明日あしたを迎えられはしないだろう。

　里緒は、そう考えていた。

　少し前から何となく感じていたことだが、昨日、無限回廊エターナル・アイドルが直なお川かわ君きみ子この命を狙ねらったというのを聞いて推測を持った。虚軸キヤストという穴を開け、その欠落を『修正力リペイントマーカー』で無む理り矢や理りに埋うめ続けてきたこの世界はたぶんもう──限界に近いのかもしれない、と。

　だから、本来は虚軸キヤストでない直川君子の存在すら、世界のバランスを崩す原因となっている。きっと昨日の無限回廊エターナル・アイドルは、それを塞ふさごうとしたのだ。

　晶が気付いているかどうかはわからない。でも、言いたくなかった。言うのが恐こわかった。

　だって自分はもう、虚軸キヤストを失っては生きていけないから。

「でも……考えても仕方ないよね、小町」

　足あし許もとでこっちを見上げる小町に笑いかけると、里緒は再び歩みを再開する。

　誰だれかがまた殊こと子このようにいなくなってしまうだろう。でも、だからといって躊ちゆう躇ちよしていては全員がそうなってしまうのかもしれないのだ。

　そんなことはさせない。何よりも晶あきらが、それを望んでいない。

　だったら柿かき原はる里り緒おという名の自分が戦う理由は、それだけで充分だった。

「さ、急ごうか、小こ町まち。約束の時間に遅れちゃったら困るもん」

　にゃあ、と足あし許もとで返事。

　里緒はもはや後ろを振り返らず、マンションの階段を鼻歌混じりで駆け下りる。
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　殊子の部へ屋やで、着替えをした。

　ひとりで着るのには相当難なん儀ぎした。

　できるだけ家具や散らかったものを動かさないように気を遣つかってだから尚なお更さらだった。普ふ段だんの倍ほども時間がかかってようやく着替え終わると、深呼吸をして部屋を出る。

　心しん臓ぞうが速い。でもこれは緊きん張ちようではなく、殺意によるものだ。

　虚軸キヤストとしての本能。衝しよう動どう。来きたるべき虐ぎやく殺さつへの準備運動。

　所しよ詮せん、こういう人間なのだと思う。

　これが終わったら、再び君きみ子ことは距きよ離りを置こうと決めていた。この五日間はあくまで非常事態だ。本来なら自分は、絶対に君子と関かかわってはいけない存在なのに、つい寂しさと悲しさから甘えてしまった。自分に課かした戒いましめを破ってしまった。

　だから、もう、これきり。

　廊下をそっと歩き、君子に気付かれないように階段を下りる。たぶんリビングで夕食の準備をしているはずだ。物音をたてなければ大丈夫だろう。

「……みっちゃん？」などと目もく論ろんでいると。

「あ……」偶ぐう然ぜんか、それとも音をたててしまっていたのか。

　リビングから廊下へ出てきていた君子とあっさりと鉢はち合あわせしてしまった。しまったと思うがもう遅い。仕方なく、微笑を浮かべて告げる。

「ちょっと、出掛けてくるわ」

「え、そうなのー？　夕ご飯は？」

「ごめんなさい。今日きようはこのまま家に帰らなきゃならなくなると思うから……」

「そっかー」君子はあっけらかんと言い、しかし続けて、

「じゃあ、一応作っておくねー。向こうに帰るんなら食べなくていいから」

　──ああ。

　こういう娘こだったな、と。蜜みつは申もうし訳わけなさと嬉うれしさを同時に覚える。

「気を遣つかわなくていいわよ」

　口にしてはみたものの、たぶん君きみ子こはやめないだろう。

　そんなことを考えていると、不意に君子は、蜜みつの全身を眺めながら、

「その服、綺き麗れいだねー」感心したように、顔を輝かがやかせる。

「ええ」ひと目見て違和感はなかったのかと苦笑しながら、それでも素直に頷うなずいた。

　普ふ段だん着ぎとはとても思えない、ドレスだった。

　色は黒。素材は天鵞絨ビロード、左右非対称アシンメトリーにデザインされたスカートと袖そで。

　一度血で汚れずたずたになったが、佐さ伯えきネアのお陰で元通りになった。

　蜜は、君子に向かって軽く腕を広げ、まるで自慢するように言う。

「昔ね……もらったの。姉ねえさんに」

「へえ……凄すごいねー」

「どう？」

「綺麗だよー。凄く似合ってる」

「きっと君子にも似合うわよ」

「あははー。私には無理だよー」

　けらけらと笑う君子の姿に、着せ替えをして遊んだ過去を思い出した。

　そうだ。もし──もし自分が、今日きよう死んだら。

　クローゼットのあの服たちを、君子はもらってくれるだろうか。

　あの時みたいに、着てくれるだろうか。

　そんなことはあり得ないと思いながらも、そうだったら死んでもいいな、と少しだけ考えた。もし死ななくても、生きて帰ったら何着か見み繕つくろってプレゼントしようか、とも。

「じゃあ、そろそろ行くから」

　階段を下り、君子の傍そばを通り過ぎ、あらかじめ玄関に置いてあった靴を履はいた。左右で黒と白に分かれたエナメル。これも殊こと子こがくれたもの。

　そのまま振り返らずに玄関を出ようとする。

　君子の声が、すぐ背後であった。

「ねえ、みっちゃん」

「ん？」ドアに手を掛けたまま、問う。

　──何かを、察したのだろうか。それとも昨夜ゆうべのことを薄うつすらと覚えていたのか。

　いつもの気の抜けた、のほほんとしたものではなく、切実な、酷ひどく真剣な口く調ちようで。

「ちゃんと、帰ってきてね。……どっか行っちゃ、駄だ目めだよ」

　その言葉。

　その言葉に──。

　蜜は我慢できなくなり、身体からだごと振り返る。

　不安げに立っている君きみ子こを一いつ瞬しゆんだけ、思い切り抱き寄せ、耳みみ許もとに囁ささやく。

「うん、大丈夫。……ちゃんと、帰ってくるわ」

　そうだ。大丈夫だ。

　私はどこかに行ったりしない。

　あのバカ姉あね貴きみたいに、いなくなってなんかやるものか。
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　森もり町まち芹せり菜なは、見ていた。

　ふたり手を繋つないで去っていった人ひと影かげ。

　カーテンの隙すき間まからこっそり覗のぞいていただけだが、見間違えようがない。

　二日前。晶あきらに拒絶され、同時に晶を拒絶し、どうしようもない気分であれからずっと部へ屋やに籠こもっていた。母には『気分が悪い』とだけ告げ、満足に食事も喉のどを通らずにいた。

　月げつ曜よう日びからどんな顔をして学校に行けばいいのだろうと、そんなことをあれこれと思い悩み、彼と顔を合わせるくらいならいっそ行かない方がいいと思い詰めた。

　同時に、向かいの家が自分のまったく知らない、得え体たいの知れない何かへと変へん貌ぼうしてしまったようで、恐ろしく、それでもどうしても様よう子すを窺うかがわずにはいられず、そして。

　ふたりが出て行くところを、見た。

　どこに行こうとしているのかはわからない。でも何な故ぜか──どこか張り詰めたものを感じて、目を逸そらして見なかったことにできずにいた。

　それに、気になったのだ。

　ふたりが家を出る直前。硝しよう子こが家の前まで来て、ポストに何か入れていた。

　あれは、何だったのだろう？

　もう彼は、自分の知っている彼ではない。関かかわり合いにならない方がいい。そう考えようとするが、どうしても抑えきれなかった。芹菜は部屋を出て、玄関で靴を履はくとポストへ向かう。中を探り、空からっぽの箱の中に封筒が一通だけ入っているのを見付けた。

　──『森町芹菜様』

　切手は貼はられておらず、住所もなく、宛あて名なだけの手紙。

　まだ濡ぬれている糊のり付づけを引っ張ると、あっさりと封は開いた。

　中に入っていたのは便びん箋せんが一枚。端正な字で、内容は簡かん潔けつだった。







　　　芹菜先せん輩ぱいへ





ごめんなさい。すべて私のせいです。

謝あやまっても許されるとは考えていません。

でも、これだけは知っておいて欲しいと思い、手紙を書きました。




彼は、あなたとの思い出をなくしてはいません。









　記しるされた文字列の意味を理解すると、心しん臓ぞうが止まりそうになった。

　どういうこと、と逸はやる気持ちそのままに、芹せり菜なは続きを追う。








彼は、嘘うそを吐つきました。

だから、心配しないでください。

あの人は昔のままです。私が来る前と変わらない、優やさしい人です。

もし私がいなくなったら、この手紙は読まれないでしょうけど、

でも、それでも書きます。

彼の、晶あきらのこと、どうかよろしくお願ねがいします。









　城き島じま硝しよう子こ。簡かん潔けつな手紙は、最後にそう署名されて終わる。

「硝子……ちゃん？」

　嘘が書かれているとは思えなかった。

　それどころか、切せつ羽ぱ詰つまったものがある。

　まるでこれから、死にに行くような。もう帰ってこれないと覚悟したような。そんな決意が、文章から、筆跡から、便びん箋せんの畳み方にさえ滲にじみ出ているような気がした。

　──ああ。

　自分は、知っている。

　半月前に起きた、学校中が変なことになった事件。

　その時、知った事実。虚軸キヤストとかいう、変なもの。

　硝子はこの世界の人間ではないこと。晶は硝子が来た時を境に変わってしまったこと。

　はっきりと拒絶された。りなちゃんの想おもいには応こたえられない、そう言われた。

　常じよう軌きを逸いつした奇怪な現象。降ってくる部品の山。

　そして消える──晶の手で殺された、誰だれか。

　その後、自分はぼんやりと時間を過ごしていた。世話をしてくれていたのは、津つ久く見み逆さか絵えさんと、それから敷しき戸どくんだ。その期間は夢の中にいるようだったが、覚えている。

　そう──すべて、覚えている。

　恐こわいと思った。あんな訳わけのわからない力を持っていて、平気で人を殺してしまうような人間が晶あきらだなんて信じたくなかった。でも記き憶おくにあることは確たしかに事実で、そのことを確かく信しんし、すべてに絶望した。もう自分の知っている晶はいないのだ、と。

　でも、違うのかもしれない。

　ひょっとしたら。万にひとつの可能性かもしれないけど。

　あれは何かの間違いで、深い理由があって、手紙にあるように、彼はまだ、自分の知っている、優やさしくて、一見頼たよりなさそうで根ねはちゃんとしっかりしている『あっちゃん』で──。

　確かめなければいけないと思った。

　後を尾つけるなんて、恐い。もし危険な目に遭あったらと思うと足の震ふるえが止まらない。でも、この先ずっと、彼を恐れて、彼との思い出を壊こわしたままで生きていく方がずっと恐い。

　ふたりが歩いていった方向を見る。

　たぶん、まだ追い付ける。それほど遠くには行っていないし、この辺は道がそう複雑な訳でもない。制服を着ていたし、行き先は学校かもしれないから、もし見失ったら行ってみればいい。見付からなかったら見付からなかったで、行動したんだから諦あきらめも付く。

　──芹せり菜なは、歩き出した。

　ただ自らの思い出、その綺き麗れいな輝かがやきに釣られるかのように。




　不運が、あるとするなら。

　まだ小こ町まちが、森もり町まち家けへ辿たどり着ついていなかったことかもしれない。
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　彼女がどこかへ出掛けようとしているのを発見できたのは、殆ほとんど偶ぐう然ぜんだった。

　ずっと学校を休んでいたのが気になって、遠巻きにでもいいから様よう子すを見に行こうとした矢先のことだ。家の外がい観かんを見て帰ろうとしていたのだから実質意味などないのだけれど、それでも行動を起こさずにはいられなかった。

　クラスメイトで彼女の友人である緒お方がた美み弦つるも心配していたから。

　そんなふうに自分に対して言い訳をしながらの道中、敷戸良りよう司じは森町芹菜の家へ行く途中の家で、当の芹菜を見かけることになる。

　一見して、妙だな、と思う。

　芹菜は曲がり角に差し掛かる度たび、壁かべに寄り添いながら、まるで先の様子を窺うかがうようにしていた。誰だれかの後を尾けているようだ。そうとしか見えなかった。

　自然、声を掛けるのが憚はばかられ、良りよう司じは誰だれかを追い掛ける芹せり菜なを、更さらに尾行する。

　まるでストーカーだな、と、自身の行為に苦笑した。

　実際、似たようなものだ。一年生の時からずっと好きで、でも想おもいを口にできずにいる。

　芹菜は幼おさな馴な染じみである城き島じま晶あきらのことが好きだというのを知っていたから、告白したって叶かなうはずがない。それに晶は良司にとって仲のいい友人でもある。

　下へ手たに告白などして、今の関係を壊こわせるはずがない。何より、晶に対して悪い。

　自分は今のままの関係で充分だ。毎日クラスで顔を合わせ、他愛たわいない会話をして、一日が終わると別れる。話をする機き会かいだってそれなりにあるんだから、これ以上何も望むべくはない。

　──ただ。

　偶ぐう然ぜん見掛けた芹菜の様よう子すにただならないものを感じて、良司は後を追う。

　ここまでする必要はないだろうという思考はあった。

　しかし、どうしても、何かに突き動かされるように身体からだは勝手に動き──止まらない。




　敷しき戸ど良司は、自分の行動が何に起因するものなのかを、知らない。

　晶に虚軸キヤストを消され、修正力リペイントマーカーの影えい響きようを受けた彼は、何な故ぜ芹菜の態度が変なのか、何故芹菜が半月近く学校を休んでいたのか、その原因を忘れていた。

　それどころか、自分の虚軸キヤストのせいで起きた、学校を巻き込んだ事件も。

　晶と硝しよう子こが虚軸キヤストだということも。彼らと一度敵対したことも。

　恋人だった鴛おし野の在あり亜あの存在も。

　無限回廊エターナル・アイドルや、城島樹いつきのことも。

　ここ半月にあった出来事の記き憶おくは、すべて──世界から、観かん測そくを許されずにいた。




　それでも、僅わずかに記憶の奥底にこびりついた残ざん滓しを、偶然目に止めてしまうように。

　良司は無心で、おっかなびっくり歩く芹菜の背後十メートルを付いていく。

　やがて路地を歩き、国道沿いを進み、見み慣なれた道に出て。

　──辿たどり着ついた先は、学校、だった。
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　里り緒おと待ち合わせ、迎えにきてくれた佐さ伯えき先生の車に乗って十分ほど。薄うす闇やみが空を覆おおい、星の光さえも見え始めた七時十五分──僕らは敵の待つ学校へと辿り着いた。

　裏口から入り、律りち儀ぎに職しよく員いん用よう駐ちゆう車しや場じようへ車を停とめる。校庭では部活生たちがまだちらほらと練習をしていた。もうすぐ終わるだろうか。あいつらときたら学校の事情など何ひとつ考こう慮りよしない身勝手な時間指定をしやがって、と僕は微かすかに失笑する。

「それにしても……妙な取り合わせだな」

　改めて見てみると、相当におかしい。

　制服姿がふたり。白衣がひとり。ジャージがひとり。極めつけはゴシックだ。

「……何よあんた、文句でもあるの？」

　舞まい鶴づるがじろりとこちらを睨にらむが、

「ないさ、そんなもの」

　殊こと子このプレゼントしたドレスを身に纏まとった彼女を見て、文句など言える訳わけがない。

「それどころか頼たのもしいくらいだ」

「……褒ほめたって何も出ないし嬉うれしくも何ともないわよ。気持ち悪い」

　減らず口に安あん堵どしつつ、僕は肩を竦すくめた。

「うふふふ……晶あきらさん、ところで私の服装には何も言ってくれないのかしら？」

　などと遣やり取とりしていると、背後で薄うす暗ぐらい、期待するような声がする。

　──いや、正直、触れたくなかったんですけど。

　白衣姿の佐さ伯えき先生は、その下に、以前と同じボンデージ。

「似合ってるよ。ネア、可愛かわいいなあ」

　これを可愛いと形容する里り緒おの気持ちはさっぱり理解できないが、佐伯先生は目を輝かがやかせる。といっても、死体を埋める穴を発見できた猟りよう奇き殺人者のような輝きで。

「ああ、ありがとう。そう言ってくれるのは里緒さんだけよ。もう嬉しさのあまりこの場で焼身自殺したいくらいだわ。でも……今は駄だ目めね。ステファニーも一いつ緒しよだから。くすくす」

　そうなのだ。更さらにこの人は、前回よりもパワーアップしている。

　普ふ段だん、車の助手席に乗せている、赤インクの滲にじんだ包帯を巻き付けた熊くまの縫ぬい包ぐるみ──ステファニーを、白衣のポケットに突っ込んでいた。

「これでもう万全よ。憎い敵はすべてステファニーが噛かみ殺ころしてくれるわ。……もちろんステファニーは人間すべてに怨うらみを持っているから、その後私たちにも襲おそいかかるけど」

「……マスター」

　もはや何が何だかわからない遣り取りに、硝しよう子こが溜ため息いきを吐ついた。

「私たち、大丈夫でしょうか」

「警けい察さつには勝てそうにないけどな。……向こうが一一〇番通報してきたらおしまいだ」

「怪け我がをしてもいないのに入院ですね」

「まあ、あいつらを殺しても精神鑑かん定ていで無罪は勝ち取れる」

　冗じよう談だんめかして言った直後、思考が完全に汚染されていることに気付く。……やばい。

「で、時間はもうとうに過ぎてるけど、どうするのよ？　敵はどうしてんの？」

　うんざりしたといった調ちよう子しで、舞鶴が吐き捨てる。

「もう来てるよ」応こたえたのは里緒だ。

「無限回廊エターナル・アイドルと、晶あきらのお父とうさんとお母かあさん。ちゃんといる」

「どこだ？」

「里り緒おたちのクラスだよ」

「……悪あく趣しゆ味みだな、まったく」

　今度は僕が吐き捨てる番だった。

　二年三組。それは、無限回廊エターナル・アイドルが関かかわった最初の──五月の事件の時、皆みな春はる八や重えや直なお川かわ浩こう輔すけと戦った場所だ。どう考えても故意。無限回廊エターナル・アイドルの提案だろう。

「りなちゃんたちの方は？」

「大丈夫。家の周りに虚軸キヤストはいない」

　森もり町まち家けと速はや見み家けに関しては、現在のところ大丈夫、か。

「……さて」

　僕は息を大きく吐くと、背筋に走る緊きん張ちようを手た折おるように潰つぶし、全員を見渡す。

「行くか」宣言し、そして。




　まずは佐さ伯えき先生を、一いち瞥べつした。

「……万端か？　『アンノウンゆらゆら』。

　発狂した運命を存分にぶち撒まけてやれ。……そして僕らの運命が悪い方へ転んだら、その時はすぐさまに翻ほん弄ろうし、陵りよう辱じよくし、丁てい重ちようにもてなしてまた明後日あさつてに来てもらおう」

「うふふふふふ」佐さ伯えきネアは、不気味に嗤わらう。

「畏かしこまり謹つつしんでお受け致しますわ……血も肉も骨も臓ぞう腑ふも、すべてを忌き避ひし嫌けん悪おし拒絶して、見事克服してご覧らんに入れましょう。……たぶん。自信がないけど。くすくす」




　続いて、舞まい鶴づるへ。

「さあ出番だ『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』。

　あそこは教室、お前の得意な閉鎖空間インナーグラウンドだ。殺意を存分に振るえ。敵意を恍こう惚こつに震ふるわせろ。悪意を糧かてに奮ふるい立て。切り刻んで切り刻んで切り刻んで、僕らに血の雨を浴びせてくれ」

「言われるまでもない」舞鶴蜜みつは不敵に笑えむ。

「せいぜいおののくがいいわ。絶対に殺してやる。私がそう言ってるんだから、その言はすべて事実よ。そして、心置きなく破は壊かいし尽くしたら……次はあんたたちの番。覚悟することね」




　里緒に。

「行くぞ『有識分体分裂病』。

　僕は里緒を信しん頼らいしている。利用するに足る存在だって確かく信しんしてる。だから身を分かちすべてを同一に、あいつらを平等に掻かき乱みだし貪むさぼり尽つくし喰くい殺ころし、嚥えん下かして吐き戻してやれ」

「おっけーだよ」柿かき原はる里り緒おは、無む邪じや気きに破は顔がんした。

「里緒は晶あきらの駒こま。里緒は晶の手。里緒は晶の足。里緒は、里緒は、里緒は、すべての里緒は晶と一いつ緒しよに、大好きな晶の思おも惑わく通りに、全部を全部代名詞にしてあげる」




　それから、虚こ空くうに向かって。

「見ているか？　『目ハ覚ラまハしラ時ど計けい』。

　見ていなくてもいい。届かなくてもいい。お前はただ時を刻め。不発弾は受け継いだ。導どう火か線せんに火は点ついている。お前の仇かたきは……僕らが必ず、百倍返しで、討うってやる」




　そして、最後に。

「……僕の恋人オール・イン・ワン。僕の家族オール・イン・ワン。僕の所有物オール・イン・ワン。僕の全てオール・イン・ワン。

　敵は世界だ。獲え物ものの大きさに不足はない。最さい凶きようの害悪で最低の罪悪で最悪の災さい厄やくたる僕らが……すべてを内包しすべてを定義し、すべてをただひとつ、崩ほう壊かいへと導みちびいてやろう！」

「イエス、マスター」硝しよう子この微笑ほほえみは、無表情の決意。

「私は貴方あなたのものです。貴方の恋人です。貴方の家族です。貴方の所有物です。故ゆえに私が欲ほつするのはただひとつ。躊ちゆう躇ちよと容よう赦しやと逡しゆん巡じゆんの一切が存在せず、憐れん憫びんと同情と哀あい惜せきの一切を混在させない冷れい徹てつで怜れい悧りな純然たる──貴方の存在。それさえあれば、私は……貴方に恭うやうやしく跪ひざまずき、機き械かいの無情と人間の激げき情じようで完かん璧ぺきに、この冥みよう利り尽きても従ってみせましょう！」




　そして、頷うなずいた彼女の手を握り。

　僕は、僕らは──教室へと、行軍を開始する。




　　　　‡




　約束の時刻を二十分過ぎ、校庭から聞こえる声も殆ほとんどなくなってきた頃ころ。

　待ち構えていた教室の外、廊下にようやく人の気け配はいがして──無限回廊エターナル・アイドルは、喜びと期待、それから恐怖と戦せん慄りつに身を奮ふるわせた。

「……く、く」

　人ひと影かげは、五。

　見事なまでに総員総出で、自分たちに逆さからうために来てくれたらしい。

　もはや、小細工を弄ろうしてはいなかった。

　直なお川かわ君きみ子この殺害に失敗した今、無限回廊エターナル・アイドルの中にある思いはただひとつ。

　あの失敗作を殺し、虚きよ数すう域いきの海で溺おぼれさせること、それだけだ。

　父の思惑はわからない。この戦いによる結果さえも計画の一部と言い放ち、勝敗にすら頓とん着ちやくしていない様よう子すは不可解で、同時に無限回廊エターナル・アイドルを不安にさせていた。

　母もまた、同様だ。彼女が理り論ろんと定義、主人に対する従順のみですべてを判断している以上、いざという時になれば自分を見捨てる可能性が必ずある。

　城き島じま晶あきらであること。城島晶でいること。

　それだけが、無限回廊エターナル・アイドルの──生うまれ損そこなった城島晶の、望みだ。

　失敗作を殺しさえすれば、城島晶の候補は自分ひとりしかいない。どんなに出来損ないで両親の意にそぐわなかろうと、彼らは自分を愛する他ほかにない。




「さあ、樹いつき、始まりだ」

　背後の父に向かって、尊敬と怯きよう懦だを一いつ緒しよくたにした笑えみを向ける。

　相変わらず不可解に、面めん倒どうそうにこちらを見てくるその瞳ひとみ。

「俺おれはお前の息子むすこになりたい。お前の息子でいたい。父親殺しは既すでに経た。ならば後は、俺の巣立ちを見守るべきだ……そうだろう？」

「ふん」父は、軽く鼻を鳴らし、火のない煙草タバコを口端で弄もてあそぶ。

[image: ]

「ま、あれだ。頑張れよ」




「いいか、鏡かがみ？」

　隣となりの母に、親愛と憐れん憫びんを綯ない交まぜにした微笑を捧ささげる。

　もう着られないと残念がっていたこの学校の制服を着て、嬉うれしそうにしている少女の顔。

「どちらが失敗作か、どちらが出で来き損そこないか、どちらが代用品か、しっかりと見ているがいい。そして優ゆう秀しゆうな方を守しゆ護ごし劣等な方を……鬼き子し母ぼ神じんのように、間ま引びいてくれ」

「……ふふ」母は慈じ愛あいに満ちた、慈愛を装よそおった顔で頷うなずく。

「大丈夫よ、晶あきら。私がついてるわ」




　人ひと影かげが、ドアに手を掛けた。

　あいつが通っている教室であり、自分が通うはずだった教室の扉を、ゆっくりと引く。本来は自分が付き従えるはずだった、自分と同じ存在のはずだった、偽にせ物ものの世界を引き連れて。

　ああ、憎らしい、羨うらやましい。

　弟のくせに兄に歯向かうなど、あってはならないというのに。

　ドアが開く。

　灯あかりを点つけた教室に、暗い廊下から、無限回廊エターナル・アイドルの敵たちが顔を出す。




「やあ、失敗作」

　目の前の弟に、生まれ損なってからこれまで経けい験けんしてきたすべての感情をぐちゃぐちゃにした、取って置きの顔で嗤わらった。

「さあ、終わりだ。始まりだ。殺してやる。殺されてやる。引き裂いてやる。引き裂かれてやる！　妄想と空想を引き換えに、現実と真実を思い知らせてやる！　お前とお前の偽物の世界たちを……偽物の世界たる俺おれが討うち滅ぼして、本物の世界になってやる！」

　弟は、応こたえない。

　ただ黙だまって、手に持っていた機き械かい仕掛けの剣で、文字通り刃向かってくる。




　　　　‡




　僕は、立たち塞ふさがった兄の嬌きよう声せいに対して、無言で剣を突き出す。

　もはや言葉を弄ろうする必要はない。そんなもの、通用なんてしない。

　様さま々ざまな感情が無む作さく為いに去来するけれど、そのどれもが無意味で無価値だ。

　背後で、硝しよう子こが身構える。

　里り緒おが横で小こ町まちを分裂させ、硝子の周囲を護まもる。

　隣となりで、舞まい鶴づるが髪の毛をざわめかせ、唇の隙すき間まから声を洩もらした。

　佐さ伯えき先生が最後列で、自身の影を蠢うごめかせる。

　どこかで、殊こと子こが冷れい酷こくに笑ってくれたような気がした。

　そうだ──。

　現実うつしよは夢。夜の夢こそ真実まこと。

　夢の産物たる僕らが、現実の具現たる彼らに牙きばを剥むこう。




　僕は無言で、真まっ直すぐに跳ちよう躍やくする。

　終わりが、始まった。







[image: chapter4：世界の終わりと世界の始まり（Resin cast milk）]







　形けい而じ的てきな剣けん戟げきの音が響ひびいた。

　剣を構えて飛び込んだ僕は、規則的に並べられた椅い子すと机をかい潜くぐり、下段から無限回廊エターナル・アイドルへと斬きり付ける。対して無限回廊エターナル・アイドルは光を棒状にしたもので迎むかえ撃うってきた。

　これは見たことがある。恐らく──鴛おし野の在あり亜あが操あやつっていた奴やつらの持っていた虚軸キヤストのコピー、或あるいはオリジナル。斬り付けられると動きを封じられる刃やいばだ。

「く、く！」無限回廊エターナル・アイドルが嗤わらう。

　何がそんなに楽しいのか僕にはわからない。いや、理解などしたくはない。

　──いいさ。すぐにその笑え顔がおを、凍り付かせてやる。

「……舞まい鶴づる！」短く名を叫んだ。

　返事代わりに乱らん舞ぶし、光の剣に殺到する『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』。周囲の椅子と机すらも媒ばい介かいにして平面跳ちよう躍やくし、巻き付き、縛しばり、更さらには無限回廊エターナル・アイドル自身も切り裂こうと襲おそい掛かっていく。

「……ち！」無限回廊エターナル・アイドルは逃れようと、持っている武器から手を離はなした。

　すかさず輪りん郭かくのないその光を、機き械かい仕掛けの剣で打ち据え、破は壊かいする。が『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』は、寸前で無限回廊エターナル・アイドルの身体からだを覆おおう見えない壁かべによって弾はじかれた。

　ならば、次だ。

「里り緒おっ！」

「うん！」

　幾いく重えにも分裂した小こ町まちが、床ゆかへ、机の上へ、天てん井じようへ着地し、無限回廊エターナル・アイドルを囲い動きを止めた。

　既すでに僕の剣には、『有識分体分裂病』の属性情報を付加してある。硝しよう子こが腕に抱いた小町、そこから情報を吸い上げたそれは五日前と同じ、対無限回廊エターナル・アイドル用にカスタマイズした武器。

「解かい析せき……完了です！」背後で硝子が叫び、僕は剣を振るう。

　無限回廊エターナル・アイドルの周囲を覆った不可視の壁が、風船の割れるような音とともに消失。

「死ねえっ！」同時に再び、舞鶴蜜みつ。

　張り巡らされたレーザーのような、幾き何か学がく的てきに縦じゆう横おう無む尽じんする黒い鋼こう線せん。直線と曲線を繰くり返す軌道で、前後左右上下の区別なく無限回廊エターナル・アイドルの身体を切り刻もうとする。

「く、ははは、はははははっ！」

　哄こう笑しようする無限回廊エターナル・アイドルの両手に、淡あわい霧きりのようなものが滲にじんだ。

　薄うすく拡散するそれによって、舞鶴の黒髪は艶つやを失っていく。──腐食、か。

「……うふふふふ。ダメよ」しかし、無意味だ。

　闇やみの底から響ひびくような佐さ伯えきネアの含み笑いとともに、『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』の地面へ落とす影かげから、見えない何かが聞こえない音をたてた。

　それは『アンノウンゆらゆら』による、復元。

　腐食され色を失った細く鋭するどい糸が、鈍にぶい黒の輝かがやきを取り戻す。

　身体を屈かがめ、器用にその襲しゆう来らいを躱かわす無限回廊エターナル・アイドル。

　その身体からだめがけ、小こ町まちたちが飛ぶ。

　張り巡らされた『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』に乗り、弛ゆるませた糸を足場にして弓のように。

　十数の体当たりを受けて怯ひるんだところに、僕が上段から、唐から竹たけ割わり。

　咄とつ嗟さに受け止めようとした腕に纏まとわりついた霧きりが、蒸発するように掻かき消きえた。

「多勢に無勢だな、出で来き損そこないの兄あに貴き！」

　嘲ちよう弄ろうを込めて叫びながら僕は追つい撃げきする。

　剣を横よこ薙なぎに。机を蹴け倒たおしながら後退する無限回廊エターナル・アイドル。届かない。躱かわされた。だから反発力りき場ばを込めた脚あしで前蹴りを叩たたき込み、背後へ弾はじき飛ばす。

「加勢しないでいいのか!?　城き島じま鏡かがみ！」

「あらあら、母かあさんを呼び捨てにするなんて、悪い子」

　彼女は場にそぐわない呑のん気きさで笑う。

「でも、まずは晶あきらに任せてみてもいいかと思うの」

「ふ、く、ははっ！　素す晴ばらしい……素晴らしい卑ひ劣れつだ、失敗作！」

　机を巻き込んで床ゆかを転げた無限回廊エターナル・アイドルは起きあがると、僕らを睨にらみ付ける。

「……行け『発エ狂ピ墓タ標フ』！」

　刹せつ那な。無限回廊エターナル・アイドルの周囲に、砕くだけた水晶のような光るものが大量に出現。

　それらが一斉に──弾丸のように、こちらへ向けて飛来してくる。

「ち……っ」僕は舌打ちしつつ、両腕を目の前で交差させ身体を縮ちぢこまらせながら、

「……舞まい鶴づるっ！」

「わかってるっての！」

　間に合うかどうかぎりぎりの瞬しゆん間かん、僕らの前面に細かな編あみ模も様ようの壁かべが出現。

　弾丸は『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』の結界によってその大半が阻はばまれる。隙すき間まを抜けてきたものは少数。反発力場を生成しつつ、最小限だけ防ぼう御ぎよする。頬ほおや腕を掠かすめるものは無視。

　背後を確かく認にんするが、硝しよう子こたちにも目立った傷はない。代わりに小町が数匹血を流して倒れていた。反応して防いでくれたらしい。

「悪いな、里り緒お」

「大丈夫だよ」

　快活に笑う里緒に手を挙げて応こたえながら、僕は黒く編あまれた平面の壁を睨にらむ。

「舞鶴……向こうの様よう子すは？」

「攻撃は止やんでるわね」

「よし、じゃあ……」僕は再度、剣を握りなおした。

「再開だ！」

　一気に結界が解かれる。無限回廊エターナル・アイドルが待っていたとばかりに飛び出してくる。

　腕に持っているのは、長さが身長ほどもある、八角の棍こん棒ぼう。

　剣で迎げい撃げきした。が、解かい析せきの余裕がない。

　更さらに棍こん棒ぼうと剣が接触した瞬しゆん間かん──爆ばく発はつ。

「……ぐ！」僕は弾はじき飛とばされた。火の粉で頬ほおが灼やけている。腕にも幾いくつか違和感がある。もちろん痛みは感じないが、軽度の火傷やけどを負ったらしい。

「……晶あきら！」割って入ってくれたのは、里り緒おだった。

　小こ町まちを飛び掛からせる。狙ねらいは棍棒を握った両手首。

　咬かみ付かれ掻かき毟むしられて鬱うつ陶とうしそうに振り払おうとした無限回廊エターナル・アイドルに、隙すきができた。

「悪い、小町！」僕は剣を斜めに切り上げ、小町もろとも相手の手首を両断。

　毛皮と肉、骨を裂く感触とともに、無限回廊エターナル・アイドルの両手と猫の身体からだが舞まう。

　棍棒がごとりと音をたてて床ゆかに落ちる。

「マスター、解析完了です！」

　硝しよう子この発した短い宣言に反応し、僕は剣の破は壊かい属性を分裂、上書き。逆さか手てに持ち換えて真下へ突き下ろし、長大な八角の棍棒を刺さし貫つらぬく。ぱあん、と破裂音がして、棍棒が消滅した。

　それと、同時に。

「……あらあら」真横で──声。

「よってたかってうちの子を虐いじめるなんて、悪い人たちね」

　いつの間にか、まるで瞬間移動したかのように。

　城き島じま鏡かがみの姿がそこにあった。

「くっ！」反射的に剣を振るいながら一歩後退する。

　相変わらず気き紛まぐれだ。脈絡なく参加してくる厄やつ介かいさに眉まゆをひそめながらも、警けい戒かいを強める。

　デジタルじみた、タイムラグのない動きで距きよ離りを一気に詰めてきての攻撃。それに翻ほん弄ろうされれば僕らの態勢は崩ほう壊かいし、総崩れになってしまう。

　優ゆう勢せいと言っても油断などできるはずがない。

「任せるんじゃなかったのか？　過か保ほ護ごだな」

　距離を取りながら、片手で背後に合図し他ほかの連中に注意を促うながした。

「あら、母親が息子の心配をして何が悪いっていうの？」

　母かあさんは意図の読めない微笑ほほえみで、僕に応こたえた。

「……出で来き損そこないの息子を心配するなんて、優やさしくなったもんだ。劣ってる方を間ま引びくんじゃなかったのか？　それとも、こいつがまだ、僕に勝てるとでも？」

「ええ、確たしかに晶の戦い方は褒ほめられたものじゃないわ」

　気け配はいは読めない。いつ来るかを見極めるには身体の微細な動きを注視しておく必要がある。

「でも、あなたに比べれば、出来がいい方よ。……残念だけど、ね」

　瞬間──消失。

　肌の感覚、空気の動きに集中するが、標ひよう的てきは僕ではない。

　背後、舞まい鶴づるが舌打ちとともに跳ちよう躍やくした。

「ちっ！」何かのぶつかる音。一いつ瞬しゆんの攻防。

「反応したの。やるわね」

　再び現れた母かあさんは教きよう壇だんの横に立っていた。

「ふん……仕掛けがわかってる手品なんて見る価値もないわ」

　強がる舞鶴の表情には微かすかに焦あせりがあった。考えていたよりも迅はやかったのだろう。

「じゃあ、今度はどうかしら？」

　また消え、次の標ひよう的てきは──、

「……っ！」硝しよう子こ。

「小こ町まち！」咄とつ嗟さ、里り緒お。硝子の周囲に展開した小町たちが母さんの攻こう撃げきを防ぐ。

　反応速度が人間と変わらない硝子と動きの鈍にぶい佐さ伯えき先生。ふたりを如い何かに護まもるかはこっちだって考えてある。そう簡かん単たんにやらせはしない。

「あら、また失敗しちゃった」

　教室の中央に現出した母さんは、どこか楽しそうだった。

　僕はその様よう子すを見ながら、唇を引き結ぶ。

　無限回廊エターナル・アイドルだけでなく母さんも参戦してきた。

　ならばこちらも──もう少し本気を出す必要がある。

「……硝子」

　切るべきカードは用意してあるのだ。

　まずはそのうちの、ひとつ。

「始めろ」

「イエス、マスター！」

　僕は言葉とともに、里緒と舞鶴へ合図をした。

　まずは里緒が小町を無限回廊エターナル・アイドルへと飛び掛からせる。

　そして舞鶴の『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』は、

「行きなさい『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』っ！」母さんではなく──父とうさんへ。

　母さんと、城き島じま鏡かがみとまともにやり合っていたのでは分が悪い。だったら、恐らく特別な力を持たない固定剤リターダである父さんを襲おそえば、向こうは防戦に回らざるを得ない。

　案あんの定じよう、母さんは父さんの前に出現すると『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』の破は壊かいを始めた。

　故ゆえに、僕は──いや、硝子は、その隙すきに、

「……『世界系インスト』への限定ハッキングを行います」

　武器を、増やす。

「『有識分体』Set:virtual link to 『壊れた万華鏡』〝有識分体〟 and 『アンノウン』に〝壊れた万華鏡〟 and 虚界接続。解析並びに〝アンノウン〟 .analysis and吸い上げ、開始 pump-up are started.」

　ケーブルが床ゆかを這はい、最後列にいる佐伯先生の脚あし、そして斜め前の舞鶴の腕へと絡まる。

　あらかじめ情報パターン自体は入力してある。かかる時間は最小限度。

「形状、槍、並びに拳銃form:partisan and revolver.。回路よりinstall start:複合構築開始D-link／"scratch build"……終了O.K.！」

　後退し、剣を床ゆかに刺し置き、手放した。

　硝しよう子この腹部から生はえた長なが槍やりを引き抜き、手に指を絡ませ、掌てのひらから現出した拳けん銃じゆうを取り出す。

　右手に槍。左手に銃。僕は、

「さあ……世界の敵の反逆に、耐えきってみせろ、世界！」

　叫び、攻こう撃げきを開始した。

　里り緒おが、舞まい鶴づるが、攻撃をやめて小こ町まちと『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』を一斉に引き上げる。

「まずは……」槍。

『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』に加えて『有識分体分裂病』の属性情報を付加し混合、性質を創作したパッチワーク。それを、リノリウムの床へと突き立てた。

　刃は平面を跳躍。同時に分裂。

　壁かべ、床、天てん井じよう──父とうさんと母かあさん、無限回廊エターナル・アイドルの周囲にある平面という平面から、大量の槍がまるで剣けん山ざんのように出現し、彼らめがけて穂ほ先さきを伸ばす。

　母さんは落ち着いていた。薄うすら笑わらいを浮かべながら目で追えないほどの速度で腕を振り、父さんの身体からだに触れかかった槍たちをまとめて破は壊かいする。

「おおっ!?」驚きよう愕がくの声をあげたのは無限回廊エターナル・アイドル。

　幾いくつかを躱かわせずに、その身体に無ぶ様ざまな穴を開ける。

「面おも白しろいことをするわね？」母さんの、声。

　直後、姿が消失。しかし僕は焦あせらない。

　床に刺し込んだ手て許もとの槍、柄つかを掴つかみ、分裂させて新しいものを作成。

　構え、投とう擲てきしながら。

　さっきまで母さんのいた場所、空白に向かって、左手の拳銃、その撃げき鉄てつを落とす。

　弾丸に付加した属性情報は『アンノウンゆらゆら』のものだ。

　因果を逆転し、結果を未遂に収束する、波動関数の陵りよう辱じよく──。

　移動したはずの母さんが、再び元の場所へと引き戻される。

　目の前にはもう、躱かわしきれない槍の一投があった。

「……っ！」母さんの喉のどから自動的に洩もれた吐と息いき。

　ざん、と。

　まるで昆虫の標ひよう本ほんのように、母さんの腹部は、槍を通して壁に縫ぬい留とめられた。

「……鏡かがみ！」叫んだのは無限回廊エターナル・アイドル。

　僕は床の槍を引き抜き、もう一度床へ、平面を跳ちよう躍やくさせながら分裂し、

「さあ、無限回廊エターナル・アイドル！　お前の好きな父親殺しを……僕がやってやる！」

　父さんを刺し殺すべく、突き立てた。




　　　　‡




　近所の公園で一度ふたりを発見し、遠巻きに見詰めていたのだけれど、車が来て彼らを乗せて走り去ってしまった。途方に暮れた芹せり菜なは、取とり敢あえず学校までは行ってみようと決め──十数分の後のち、日の暮れた学校、校庭まで辿たどり着つく。

　部活生はもう殆ほとんど帰ってしまっていた。所属する陸上部の面々がいたらどうしようかと不安だったが、幸いにもそんなことはなく、ひとりほっと胸を撫なで下ろす。

　晶あきらと硝しよう子こは、ここにいるんだろうか。

　だとしたら、いったい何をしているのだろう。公園には同じクラスの柿かき原はる里り緒おもいた。遠目での覗のぞき見みだったがやはり柿原もどこか張り詰めた表情で、晶と話をしていた。

　少なくともあれは、世間話などではない。

　校舎を見る。

　薄うす闇やみに聳そびえる巨大な建物はまるで化け物のようで、毎日通う馴な染じみのあるものとはまったく別物の気がした。恐こわい、と素直に思い、足が竦すくむ。

　やっぱり帰ろうか。あっちゃんがこんなところにいる訳わけがない。そう弱気になるが、

「……あ」直後、気付く。

　二階の一室──ひとつにだけ、灯あかりが点ついていた。

　しかもそこは、芹菜たちの、晶の所属する、二年三組の教室だ。

　やっぱり、ここにいるのかな。

　だとしたら、休日の教室なんかに何の用事があるのか。

　もしかして半月前と同じように、誰だれかを殺そうとしているのか。あのことを思い出し、芹菜の唇は震ふるえる。あの時の、自分を拒絶した晶を思い出すと、思わず泣きそうになる。

　昔から強気を振ふる舞まっていた自分が本当は弱い人間だというのは、わかっていた。

　弱いからこそ虚きよ勢せいを張り、周囲に気の強さをアピールしていたのだ。実際は想定していないことがあると何も行動できず、ショックがあるとすぐに泣いてしまうのに。

　反対に晶は、気が弱そうでなよっとしていて、でもとても強かった。

　芯しんがあって、滅めつ多たなことじゃ泣かなくて、優やさしくて、反対に芹菜が泣いてしまったりなどした時は、大丈夫だよと手を繋つないで助けてくれたものだ。

　そんな彼を好きになった。

　そんな彼が、変わってしまったとは考えたくなかった。

　──行こう。

　芹菜は決心する。

　強くて優しい、あっちゃんみたいになりたいと思った。あんなふうに何があっても揺るがず、泣いている人の手を引っ張っていける人になりたかった。そうすれば彼と同じところに立って、彼に助けられるだけの女の子にならずに済む、と。

　だから──怖がらずに、行かなくちゃ。

　もしも彼が変わってなんかいなかったら、状況に立ち向かえずに逃げ出してしまうような弱い自分は見せられない。そうだ。行け。彼が変わっていないのを証明するためにも。

　広々とした校庭、荒野にも似た空間を突っ切るように歩く。玄関のドアは開いていた。守しゆ衛えいさんは来ていないのだろうか。どっちでもいい。好都合だ。

　靴を脱ぎ、自分の下げ駄た箱ばこに入れ、室内用のシューズを出して履はく。暗くら闇やみの中で身体からだに残る記き憶おくを頼たよりに、通い慣なれた廊下を歩き階段を上る。

　やがて二階に入り、耳が痛くなるくらいの静寂の中で、廊下へ洩もれる灯あかりと微かすかな喧けん噪そうの気け配はいを見付け、芹せり菜なはその場所へと、震ふるえる足を進ませた。
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　分裂した槍やりが平面を越え、父とうさんを刺さし貫つらぬこうと出現したのと同時。

　父さんの、火を点つけていない煙草タバコをくわえた口が、僅わずかに動いたのを僕は見る。

　そこから、囁ささやくような声。




「鏡かがみ。……十五％、限定解除」




「イエス。……マスター」母かあさんの返事とそれは、どちらが先だっただろうか。

　母さんの腹部を縫ぬい留とめた槍。

　父さんを殺すために殺到していた槍。

　ざ、と。音をたてながら。

　それらすべてが、ノイズ混じりに、まるで幻のように──消滅したのだ。

「な……っ！」僕は歯は咬がみしつつ、ようやく来たか、と警けい戒かい心しんを強める。

「『世界円パーテイングライン』、定義」

　母さんの目前に円形の波紋が出現する。

「起動、左腕。世界円パーテイングラインへと接続開始」

　言葉とともに無造作に突っ込んだ手が、波紋の中に沈み、反対側へと貫通し、左腕が異い形ぎようの化け物のような外見へと変へん貌ぼうした。

「接続良好。宿業係数は安定しています。内部フラクタル情報の乱数制せい御ぎよも良好」

　マーブル模も様ように目まぐるしく色を変える手を握ったり開いたりしながら、母さんは笑えんだ。

「マスター、無事ですか？」

「うん」父とうさんは頷うなずく。

「お前は、いけそう？」

「はい。良好です。……現状、二十二％までなら問題ありません」

「……『全なる終わりオール・イン・ワン』か」

「そうよ」獣けものの左腕をかざしながら、母かあさんが少女のように小首を傾かしげた。

「お遊ゆう戯ぎの時間は終わり。そろそろ回収と統合を始めようと思って」

　回収。

　僕らの保つ、すべての虚軸キヤストを消滅させ、実軸ランナたる城き島じま鏡かがみへと還かん元げんする。

　世界の安定という題目のもとに行われる、処刑だ。

「今のは……何をした？」

　槍やりを構え直しつつ、僕は尋ねた。

　時間稼かせぎだが、相手はこちらを舐なめきっている。乗ってくるだろう。

「そうね。……教えてもいいですか？　マスター」

「いいよ別に。何も変わらないし」

　鷹おう揚ように返事をした父さんを満足そうに一いち瞥べつし、母さんが続ける。

「私は実軸ランナ。世界の修正力リペイントマーカーを司つかさどる者よ。……この意味がわかるかしら？」

「修正力を直接、槍に働かせた……そういう訳わけか？」

「ええ。呑のみ込みが早いわね。母さん安心したわ」

　つまりそれは、端的に言うなら僕らの力の無効化だ。

「ふん。まったくふざけてる……な」

　名前はおろか性質まで、僕らの『世界の終わりカーテンフオール』と似ているときた。

「それでどうするんだ？　僕らから虚軸キヤストを奪うのか？」

「そのつもりだけど……晶あきら、あなたはもういいの？」

「ふん、お前たちの目的を先に済ませたいのならそれでいいさ」

　晶と呼ばれた無限回廊エターナル・アイドルは悔かい恨こんと嘲ちよう笑しようをごっちゃにしたような顔で、不ふ機き嫌げんそうに笑った。

「ただし俺おれはその後で、この失敗作を殺す。手足を引き裂いて腑はらわたを引ひき摺ずり出し、脳のう髄ずいを花と咲かせ脊せき髄ずいを墓ぼ標ひように突き立てる。それを邪じや魔まはしないでもらいたい」

「ええ、いいわよ」

　仮にも自分の息子に対する惨ざん殺さつ宣言に、母さんは首しゆ肯こうする。

　僕は思わず失笑した。

　まったくふざけてる。冗じよう談だんじゃない。

　でも──幾いくらこいつらがそれを目もく論ろもうとも、黙だまって言うことを聞いてはいられない。

　世界に対する修正力リペイントマーカー。

　虚軸キヤストの発はつ露ろの無効化。

　それが果たして、こちらをどこまで追い詰めるのか。こっちだって最大限、抵抗してやる。

　さあ、第二幕だ。腹を探り合いながらの牽けん制せいではもはや太た刀ち打うちできない。

　ならば次は、こちらの消耗を無視し、全力でぶち当たってみる。

　僕は背後にいる仲間たちに、指先で合図を送る。

　打ち合わせ通り、まずは──、

　と、その時だった。

「……ひ」声が、した。

　くぐもった声。教室の上かみ手て扉。

　恐れと驚きよう愕がくの、この場の光景を偶然目撃してしまったような声。そしてそれは、ただの喉のどから洩もれた悲鳴であっても、僕が決して聞き間違えようのないものだった。

　母かあさんを前に背後を向くこともできない僕は、心しん臓ぞうを鷲わし掴づかみにされたようになる。

「まさ、か」

「……マスター」硝しよう子こが困惑しているのがわかった。

「ち……！」舞まい鶴づるが大きく舌打ちする。

　そして。

　あからさまな震ふるえを混じらせて、さっき悲鳴をあげた喉が、

「あ、っちゃん？　なに……こ、れ」

　僕の名を──助けを求めるように、口にする。

「あらあら」母さんが僕の背後を見て、わざとらしい驚おどろきの顔を作った。

「どうしてこんなところにいるのかな？　……森もり町まち芹せり菜なさん」

「つ、くみさ、ん？　そ、れ……」

「でも、都合がいいわ。ねえ、樹いつきさん？」

「あー、まあ、そっか」父とうさんが面めん倒どうそうにぼりぼりと頭を掻かいた。

「ついでだ。やっちまおう」

「……何を言ってる!?」予想しなかった言葉に、僕は思わず声を荒げた。

「森町は……りなちゃんは関係ない！」

　人質として監かん禁きんしていた五日前までならともかく、今は僕ら全員が父さんたちと相あい対たいしている。わざわざりなちゃんをどうこうする意味など、今いま更さらないはずだ。

「お前たちには、もう……！」

「くく……知らなかったのか？　失敗作」

　僕に応こたえたのは、無限回廊エターナル・アイドルだった。

「ふん……やはりお前は失敗作だ。最後の最後で、詰めが足りない。……この女を本当に守りたいんなら、監禁でもしておくべきだったんだよ」

　大きく両手を広げ、得意そうに、

「……俺おれが何な故ぜ、昨日きのう、直なお川かわ君きみ子こを襲おそったのか。殺そうとしたのか。わからんか？」

　舞まい鶴づるから聞いている。しかしそれに、理由があった、と？

「この娘を殺せば、私の力が上がるの」

　母かあさんが意味のわからないことを、嬉うれしそうに口にする。

「世界に働く、私の力……修正力リペイントマーカー。それが壊こわれかかっているのよ。そしてその基点は現在のところ……森もり町まち芹せり菜なさんと直川君子さん、ふたりにあるわ」

「なんですっ、て？」直川の名に、舞鶴が耳を疑った。

「思い当たる節はない？　舞鶴蜜みつさん。彼女に修正力リペイントマーカーで失ったはずの記き憶おくが残っていたり、忘れていたはずのことを覚えていたり。そんなことがあったでしょう？」

「……っ」舞鶴の重い沈ちん黙もくは肯定を意味していた。

「そういえば、きみちゃん……」続いて、硝しよう子こも。

「ひめひめが帰ってきた時、覚えてないはずなのに、あだ名、を」

「あなたもそうよ、芹菜ちゃん」

　母さんはまるで昔のような口く調ちようで、りなちゃんに語りかける。

「ねえ、芹菜ちゃん。あなたの友達のクラスメイト、何て言ったかしら？　鴛おし野の……」

　熱ねつに浮かされたように、迫力に気け圧おされたりなちゃんは、応こたえた。

「な、に。在あり亜あが……」

　頭を殴られたような衝しよう撃げき──そんな。

　鴛野在亜は虚軸キヤストとなって死んだ。りなちゃんが覚えているはずがないのに。

「さて、お喋しやべりは終わり」

　思考の止まった僕に、いや、背後のりなちゃんに、城き島じま鏡かがみが笑い、

「世界わたしを守るため、死んでもらいましょうか」

　姿を、消失させた。

「城島……鏡いっ！」

　僕は焦しよう燥そうの中で絶叫した。

　消えた母さんのいた場所に弾丸を発射。移動した因果を逆転する。

　しかし、その場所に戻った母さんの姿が歪ゆがんだ。修正力リペイントマーカーと虚軸キヤストの仮想観かん測そくとの拮きつ抗こう。直後、仮想観測の敗北。母さんの姿は視界からいなくなる。

　僕は、床ゆかを蹴けって走った。

「……やらせないわよっ！」直川とりなちゃんを重ねたのか、激げつ昂こうした舞鶴が頭髪を蠢うごめかせ、教室の出入り口、りなちゃんへと続く進路を綾あやの網あみで塞ふさぐ。これも──敗北。黒い糸の束たばは解ほどけるように、溶けるようにして崩れていく。

「小こ町まち！」次は里り緒お。小町たちを一斉に、母さんの進路上に襲い掛からせる。が、やはりばらばらと、分裂した身体からだそのものがノイズ混じりに掻かき消える。

　僕は疾しつ走そうしつつ槍やりを床ゆかへ突き立てた。分裂した幾いく本ほんもの刃やいばが襖ふすまとなり、りなちゃんの周囲、足あし許もとから檻おりのように覆おおう。がん、と破は壊かい音おんがしてそれらが一斉に薙なぎ倒たおされた。

　四回の攻こう撃げき、すべてがなす術すべもない。

　でも、それでもどうにか、間に合った。

　母かあさんの行動を阻はばみ続けた仮想観かん測そくのお陰で、僕は彼女の背後、手の届くところへと辿たどり着つく。槍では駄だ目めだ。ならばとそのままの勢いで身体からだを捻ひねり、回まわし蹴げりを背中に、渾こん身しんで。

　あえなく弾はじき飛ばされ、りなちゃんのすぐ横、教室の引き戸ごと廊下の床へ転がる身体。

　容よう赦しやはしない。追撃。

　りなちゃんから距きよ離りを離はなすように、更さらに遠くへ蹴り飛ばし。

　まだ足りないと、腕を力任せに掴つかみ、窓へと叩たたき付ける。

　破は砕さい音おんとともに窓が割れ、母さんは二階の窓から地面へと放り出された。

　死んだとは思えない。時間稼かせぎにしかならない。今のうちにどうにかしなければ、

　僕は身体ごと振り返り、

「りな……」

　彼女の名を、呼び──、

「残念だな、失敗作」

「……ちゃ……ん」

　廊下、りなちゃんの更に背後で、

「お前の敵は、鏡かがみだけではないだろう？」

　突き出して広げた無限回廊エターナル・アイドルの手から、彼女の背へ放たれようとしている、

　奇妙に尖とがった、針状の金属片らしきものを、見る。

「槍を捨てたのも、愚ぐ策さくだったな」

「無限回廊エターナル・アイドル！　やめ……！」

　僕の絶叫に、無限回廊エターナル・アイドルは、さも嬉うれしそうに破は顔がんする。




　　　　‡




　状況が理解できなかった。

　彼らの会話の意味。行動の理由。まったく意味がわからず、会話の内容もわからず、けれどただひとつはっきりしているのは、自分が殺されようとしている、という一点のみ。

　必死に自分を守ってくれようとしていた晶あきらが、絶望の表情を浮かべながら叫んでいる。

　背後に立った気け配はいから、まるでナイフを突き付けられているような感覚がした。

　足の震ふるえも、唇の寒さも、芹せり菜なの身体からは消えていた。

　ただひとつ──殺されるんだ、という、圧倒的な恐怖を除いて。

「死ね」たった二文字の単語が、後ろから間近に聞こえる。

　勝手に喉のどから洩もれた空気が、甲かん高だかい小さな音をたて、芹せり菜なは反射的に目を閉じた。




　ごす、という音が、した。




「……なっ!?」続いて、晶あきらの声。

「む！」つい今しがた『死ね』と言い放ったのと同じ声。

「やめろおおお！」どこかで聞き覚えのある声。

　床ゆかを擦こする布の音。人が揉もみ合う音。

　芹菜は目を開けて、背後を振り向いた。

　そこには──、

「敷しき戸ど……く、ん？」

　床を転げ、男を押さえ付けながら必死の形ぎよう相そうで叫ぶ、クラスメイトの姿があった。

「良りよう司じ……！」晶が、何な故ぜここに、というように呟つぶやく。

「逃げろ！　森もり町まち、逃げろっ！」

　抵抗する様よう子すの男と絡み合いながら、良司は逃げろ、逃げろ、と口にしている。

「く、ふ！　『深淵に罹る熱ドリームシアター』、まだ、生きていたか！」

　男──よく見れば、津つ久く見み奏かなでだ──が、忌いま々いましそうに嗤わらい、そして。

「は、ははっ！」

　不意に。唐とう突とつに。

　動きが、止まった。

　晶がいつの間にか芹菜の前へ出てきていて、けれど走りかけた姿勢のまま固まっている。

　すべてが、あっという間だった。

　事態を呑のみ込めもしない。

　さっきまでと同様に意味がわからない。

「おい……良、司？」晶が呆ぼう然ぜんとしている。

　重なり合った身体からだ、そのひとつが、ゆっくりと立ち上がる。

　ひとつしか、立ち上がらない──。

「ふん。……もはや固定剤リターダですらないのに、俺おれに挑みかかるか」

　芹菜の知らない口く調ちようで、津久見奏がそう口にする。

「しかし、俺に対する恩も忘れたか？　忘れていたんだろうな。それなのに、記き憶おくもないのにこの異常の中へ身を躍おどらせたか。なかなか勇気がある。なあ……失敗作？」

「……佐さ伯えき先生っ！」晶が振り返り、教室に視し線せんを向ける。

「早く……！」

「……ごめんなさい、晶あきらさん」陰いん鬱うつな返事。

「もう、無理なの。生命が消えてしまっては……もう」

「くく。そういう訳わけだ、失敗作」

「そ、んな、良りよう……司じ」

　踞うずくまって倒れている敷しき戸ど良司は、微動だにしない。

　──生命が消える？

「え……敷戸くん？」

　何な故ぜここにいたのかはわからない。

　でも、自分を助けてくれたクラスメイト。

　それが、その人が。

　まさか──死？

「う、そ」腰が抜け、その場に座り込む。

　死んだ。人が、友達が、目の前で。自分のせいで、死んだ。

　現実を受け入れられない。頭が上う手まく働かない。

　思わず、目の前にいる晶の背に縋すがろうとした。

　彼がどんな顔をしているのかわからない。小さく震ふるえているようにも見える。でも、彼に、あっちゃんに頼たよらなければ、自分はどうにかなってしまいそうだった。

「……里り緒おっ！」

　しかし、伸ばした手は、絶叫に驚おどろいて止まる。そしてそれと殆ほとんど同時。

「きゃ……！」

　身体からだが持ち上げられ、視界が流れて乱れ、重力と慣かん性せいがごちゃごちゃに身体を揺さぶった。

　それから放り投げられるようにして床ゆかに落とされる。揺れる頭を押さえながら目を開けると、そこは教室の中、隅すみっこの角部分だった。

「柿かき……原はる？」自分を運んだのは、ジャージ姿の小さな身体だった。

　柿原里緒は芹せり菜なを守るようにして、前に立ちはだかっている。

「あんた……」なんで、と問い掛けた時。

　大きな破は砕さい音おんに芹菜はびくりと身体を震わせる。

　教室の中で倒れて踞っている津つ久く見みが、里緒の身体の隙すき間まから見えた。

「……立て、無限回廊エターナル・アイドル」

　ゆっくりと歩きながら、それに続いて晶が。

「続きだ」

「ふん……友人を殺されて怒りでもしたか？」

「黙だまれよ。心配しなくても冷静さは失っちゃいないさ」

　晶の顔は完全な無表情だった。

　それは、芹せり菜なの知らない──今まで見たことのない、顔。

「ただ、自分に腹が立ってるだけだ」

「酷ひどいわね、まったく……母親を足あし蹴げにして、窓から放り落とすなんて」

　と、そこで唐とう突とつに。

　津つ久く見み逆さか絵えが、驚おどろいたことに教室側の窓、サッシへ軽かろやかに腕を掛け、教室に戻ってきた。

　さっき地上へと落とされたはずなのに、身体からだには傷ひとつなかった。衣服がところどころ破れ、汚れているだけだ。左腕は相変わらず、芹菜を殺そうとした化け物のような異い形ぎよう。

　目まぐるしく展開する出来事に、芹菜の脳はついていかない。

　ただ、この人たちは晶あきらと硝しよう子こも含めて全員『虚軸キヤスト』というもので、理由はわからないけれど戦っていて、自分もまた狙ねらわれているというのは──何となく理解できた。

「うーん、これじゃ、芹菜ちゃんを殺すのもひと苦労ね」

　津久見逆絵がこっちを向いて言う。芹菜の前に立つ里り緒おが身構えた。

「ふざけるなよ」

　それに対して、晶が無む機き質しつな声で吐き捨てる。

「世界を安定させる？　修正力リペイントマーカーを修復する？　とぼけてるんじゃない。……そんな悠長なことは、僕ら偽にせ物ものの世界を滅ぼした後で、ゆっくりとやるんだな」

　呆ぼう然ぜんとその様よう子すを見ている芹菜の前で、不意に芹菜へと言葉が発せられた。

「ねえ、ええと……森もり町まち芹菜、だよね？」

　こちらを向かず、教室を見据えたまま、場にそぐわないどこか幼い口く調ちようで、

「ちゃんと、見ててね」柿かき原はる里り緒おが、そう言っていた。

「晶が戦うところ。晶の優やさしいところ。恐こわいところ。あなたはちゃんと、それを見なきゃダメだよ。目を逸そらしちゃダメだよ。訳わけがわかんなくても……絶対、最後まで見なきゃダメ」

　幼さの割りには優しさなど微み塵じんもない、突き放した冷たさ。

「だって晶は……あなたを守るためにも、戦うんだから」
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　倒れたまま動かない敷しき戸ど良りよう司じを見て、佐さ伯えきネアは深い溜ため息いきを吐つく。

　──目の前で人が死ぬのは、大嫌いだった。

　未来とは佐伯ネアにとって、渾こん然ぜんとした恐ろしいものだ。来きたるべき結果がどこへ行ってしまうかわからず、気を抜けば自身に憑ひよう依いした虚軸キヤストに攪かく拌はんされてしまう。言ってみれば巨大な怪物が常に口を開けているようなもの。そんなものは見たくもないし、触れたくもない。

　でも、それでも──その未来ごとを断ち切ってしまう『死』という事象は、怪物以上に忌いむべきものだ。怪物すらをも呑のみ込む、最悪の混こん沌とんだ。

「くすくす」その恐怖を押おし潰つぶすようにしてわざと笑い、ネアは言った。

「これ以上……うちの生徒に手を出さないでもらえるかしら」

　晶あきらが、鏡かがみへと視し線せんを向ける。

「……やりましょうか、晶さん」

「ああ」頷うなずく晶の声は、完全な無表情。

　自分と同じように、感情を殺しているのだろう。

　晶との事前の打ち合わせ。

　最初は総員で戦う。『全一オール・イン・ワン』の武器構築を中心に、敵と正面衝しよう突とつする。

　そしてそれで駄だ目めなら、順番に、奥の手を出す、と。

　まずは先せん鋒ぽう。自分だ。

「あら、あなたが相手なの？」鏡がこっちを向いた。

「やらせるか」

　晶が剣を手に、左腕を化け物の姿に変えた、自分の母親へと向き合う。

「……無限回廊エターナル・アイドルは、里り緒おが相手だよ」

　里緒が小こ町まちを十数匹使って無限回廊エターナル・アイドルを囲む。

　それぞれが修正力リペイントマーカーの影えい響きようを受け、今にもノイズ混じりに消えそうだ。

「あら、里緒は引っ込んでなさい。……その女、守らなきゃいけないでしょう？」

　敵意の薄うす笑わらいを浮かべた蜜みつが、里緒の横に立つ。

　どれも全員、自分の生徒だ。

　本当ならネアが全員を守ってやりたかった。でも、それはできない。

　ならば、できる限りのことを。

「うふふ……急ぎましょうか」ネアは、呟つぶやいた。




「虚界渦を開放するわアンダーゲート・オープン」




　ずるり、と。蛍光灯に照らされた──いや、蛍光灯などなくてもそこにある闇やみが、ネアの足あし許もとから起きあがる。それは足のない蛸たこの形をした、ひとつ目の、

　運命調節用多次元干渉体パラドクシカル・パラドクス。

「硝しよう子こ、剣っ！」

「イエス！」

　修正力リペイントマーカーによって、持っていた剣を崩ほう壊かいさせられた晶が叫ぶ。ネアの横にいる硝子は腕を振り、瞬しゆん時じに武器を作成、射出。それを空中で掴つかんだ晶は鏡へと再び斬きり掛かる。

　ネアの標ひよう的てきは、決まっている。

　すべての根源。──城き島じま樹いつき。

　今ではもう怨うらみなどない。当時は随ずい分ぶんと憎んだが、もうどうだっていい。

　ただ、自分の生徒を傷付けようとする元げん凶きようを放ってはおけない。

「……取とり憑つきなさい」背後の怪物を、促うながした。

　影かげが影を媒ばい介かいに瞬しゆん間かん移動。

　城き島じま樹いつきの足あし許もとへと、移る。

「……ん？」それに気付いた樹が、眉まゆを寄せた。

「くく、させんよ！」無限回廊エターナル・アイドルが踵きびすを返し、樹の許へと向かう。

「……させないのは、里り緒おの方だよ」相当に無理をしているのだろう、脂あぶら汗あせを滲にじませながら、里緒が小こ町まちを更さらに分裂させ無限回廊エターナル・アイドルの行く手を遮さえぎった。

　ネアは知っている。里緒は友達の、晶あきらのためならすべてを投げ出す覚悟をしていることを。

「引っ込んでろって言ったでしょう!?」

　蜜みつが頭髪を床ゆかに突き立てて、無限回廊エターナル・アイドルの足を縛しばる。疲労した里緒のことを案じているのだ。

　ネアにはわかっていた。この娘が、本当は優やさしい子だということを。

「……鋏はさみ！」三度、晶の絶叫。

　硝しよう子この身体からだから出てきた巨大な鋏、その切っ先を晶は掴つかみ、逆さかさに持ち替える。

「おおおおっ！」開き、鏡かがみの身体を挟み込んだ。

　視し線せんは鏡へと向いていた。友人である敷しき戸ど良りよう司じを喪うしなった悲しみもあるだろう。それでも、そんな中でなお、常に自分たちにも気を配っているのがわかる。

　ネアは確かく信しんしていた。この子は、あの父親なんかには絶対に負けない。

「まったく……親にこんな危ないもの向けるなん、て」

　異い形ぎようの両腕ごとを捕ほ縛ばくされた鏡は動けない。それでも、鋏に罅ひびは入っていく。

「槍やり！」

「イエス！」

　硝子の胸から飛び出す細長い機き械かい仕掛けの槍。

　彼女は自分たちすべての要かなめで、けれど自身には何の力もない。

　ネアは思う。この娘が、運命に押おし潰つぶされてしまうようなことなどあってはいけない。

「……っああああ！」

　さっきの剣と同じように槍を空中でキャッチした晶は、鏡の胸へとそのままそれを突き刺した。裂れつ帛ぱくとともに、鏡の身体は教室の壁かべに縫ぬい止とめられる。

　その攻防は、運命の攪かく乱はんに充分な時間を与えた。

　ネアの影──『運命調節用多次元干渉体パラドクシカル・パラドクス』が、背後から、樹の顔を覗のぞき込んだ。

　里緒。蜜。晶。硝子。自分の生徒たちの未来。

　それを守るため──破滅を覆くつがえすため。

「……くすくす。すべて忘れてください……城島先生」現出する、単眼。

　そして。

　ぎゅるるるるるるるるるるるる、と。

　湿った音をたてながら、運命調節用多次元干渉体パラドクシカル・パラドクスが、樹いつきの瞳ひとみを通して身体からだへと流れ込み、

「……やった、か!?」晶あきらがそっちを一いち瞥べつしたのと、同時だった。




「鏡かがみ」平へい衡こうを失い、倒れかかった樹が。

「限定解除……二十二％」ぽつりと、呟つぶやく。




「な……っ!?」晶が目を見開いた。

　世界円パーテイングライン。

　そう呼ばれていた、三次元に浮かぶ二次元の波紋が、鏡の眼前に出現する。

　まるで水面のようなそれへ、鏡が右腕を刺し込んだ。

　すると鏡の姿は、未いまだその場所にありながら。

　右腕が──樹の背後から。

『世界円パーテイングライン』を境きよう界かい線せんに、空間を超え、そこに出現する。

　鏡は異い形ぎようの右腕を、倒れそうになった樹の胴体へ、無造作に突っ込んだ。

「……戻りなさい！」咄とつ嗟さにネアは『運命調節用多次元干渉体パラドクシカル・パラドクス』へと命令を叫ぶ。

　漆しつ黒こくの影かげは樹の体内から一いつ瞬しゆんにしてネアの足あし許もとへと移動する。が、

「少し、遅かったわね」

　鋏はさみと槍やりに縫ぬい止とめられたままの鏡が笑った。

「あなたの『アンノウンゆらゆら』……八十七％、回収させてもらったわよ」

　ネアにも実感できた。自分のところへ戻ってきた『運命調節用多次元干渉体パラドクシカル・パラドクス』の身体が、自分の知っているよりも遥はるかに小さくなってしまったことを。

「さ、私たちが一歩優ゆう勢せいよ？　それとも……勝てないのを自覚した？」

　全員の動きが止まる。それぞれの顔に焦しよう燥そうが浮かんだ。

「ふざけるなよ」

　それを一いつ喝かつしたのは、晶だった。

「その程度で……勝ったと思うな！」

　金かな縛しばりが解けたように、それぞれに表情が戻る。

「硝しよう子こ、剣！　……『アンノウン』の属性付加！」

「イエス！」呼ばれた硝子の腕から再度、機き械かい仕掛けの剣が射出される。

　背後を見ずにそれを掴つかんだ晶が、そのままの勢いで鏡の胸に剣を突き刺した。

「……っ！」反射的にあがった声は鏡のもの。

　剣から黒い影が剥はく離りし、鏡の中に侵入していく。

　それはネアと硝しよう子ことの接続によって起動した、運命のリセット。

「面おも白しろいことを……するわ、ね」苦しそうな表情は演技か、本物か。

　修正力リペイントマーカーと虚軸キヤストの力との鬩せめぎ合い。僅わずか一秒ほどで剣は砕くだけ散ちる。が、

　ネアの背後にある『運命調節用多次元干渉体パラドクシカル・パラドクス』が、体躯をひと回り程度だけ大きくした。

　因果を破は壊かいすることで『アンノウンゆらゆら』を奪い返したのだ。

「佐さ伯えき先生っ！」

　ただし、すべてではない。戻ったのは奪われた九割の更さらに半分というところ。

　それでも──これまでの半分になったとしても──反抗は可能だ。

「晶あきらさん」

「ああ、頼たのむ！」

　言葉と同時、鏡かがみを縫ぬい止とめていた鋏はさみと槍やりがノイズを混じらせながら消失する。無限回廊エターナル・アイドルが森もり町まち芹せり菜なを殺そうと彼女へ飛び掛かり、蜜みつと里り緒おがそれを阻そ止しする。

　晶の言いたいことはわかっていた。

　起こってしまった結果をなかったことにできる、世界の『修正力リペイントマーカー』に拮きつ抗こうできる自分の力。それは戦局を覆くつがえせる可能性を持っている。ここで失ってしまう訳わけにはいかない。

　悔しかったが、仕方がない。

　虚界渦アンダーゲートは開放したまま、自身の疲労を『アンノウンゆらゆら』でリセットし、ネアは嗤わらう。

「うふふ……蜜さん。お願ねがいできるかしら？」

　名を呼ばれた彼女は、無限回廊エターナル・アイドルの相手を小こ町まちたちに任せ、無限回廊エターナル・アイドルから一歩退ひく。

「わかってるわよ。あとは任せときなさい！」
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「次……だ！」

　佐伯ネアの言葉と同時、城き島じま鏡と打ち合いながら晶は蜜へそう宣言した。

　無表情。けれど、焦あせりを無む理り矢や理り覆おおい隠しているのがわかる。

　まったく、無ぶ様ざまで見ていられない、と思う。

　こっちに感情が伝わる時点で表情を隠す意味などない。仮にも城島晶なら、どんな苦境にももう少し毅き然ぜんとしているべきだ。敵を前に殺意以外の感情を表に出す？　みっともなさ過ぎる。こんな莫ば迦かに従って戦うことになっている自分が情けない。

　まあ、自分も似たようなものだろう、と、微かすかに笑った。

　殺意を御ぎよしきれず、狼ろう狽ばいを隠しきれず、何度失敗したことか。言ってみれば晶に対するそれは、近親憎悪という奴やつなのだ。いつか殊こと子こが冗じよう談だんめかして口にしていた。『似ている』と。認めたくないが、あながち間違いではないかもしれない。

　それに、さっきのことも。

　自分がもっと注意深くしていれば、君きみ子こに修正力リペイントマーカーが働きにくくなっていることにも気付けていたはずだ。そしてそれを晶あきらに知らせていたら──晶は森もり町まち芹せり菜なと君子を、もっと別な方法で守れていたに違いない。森町芹菜がここへ来た半分は自分に責任がある。

　──やっぱり、あんたがいないと駄だ目めね。

　心の中で、もういない義あ姉ねへと失笑する。

　殊こと子こなら気付けていただろう。あいつは勘かんの鋭するどい女だった。

「……ふん」でも、もういない相手に縋すがるのは無意味。

　足りないものは仕方ない。せめてあいつに、笑われないように。

　拳こぶしを握り、一歩、前へ出た。

　後悔や責任感とは別に、こいつらの標ひよう的てきに君子も入っているという事実を聞いてから、もはや殺意は脳のう髄ずいを跳はね回り駆け巡り、火花を散らして神経を焼き切りそうになっている。

「君子を殺す、ですって？　……冗じよう談だんじゃないわよ」

　そんなこと、させるものか。許すものか。

　ここで止める。たとえ自分がどうなろうと、絶対に止めてやる。

　胸に手を置き、着ているドレスを撫なでた。

　──見ててよね、殊子。……姉ねえさん。

　蜜みつは、一息に吐き捨てる。




「虚界渦を開放するアンダーゲート・オープン。……おいでなさい、『完全言語バベルズバインド』」瞬しゆん間かん。




　ばちん、と耳の奥で、火花が爆はぜた。

　頭髪──『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』が痙けい攣れんするようにのたうち回り、直後すぐに動かなくなる。

　佐さ伯えきネアが失敗した。ならば、次は自分。

　発した言語を現実のものとする蜜の世界。

　それをこいつらに、ぶつけてやる。

「定義！　虚軸『無限回廊』……その存在の全域！」

「くく、させるか！」

　無限回廊エターナル・アイドルがこちらへ飛び掛かってきた。

　蜜は並行し『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』の頭髪を躍おどらせ、攻こう撃げきを加える。

「対象は……」四方八方からの斬ざん撃げきを与える。が、

「無む駄だよ」相手を切り裂く前に硬度を、いや、存在確かく率りつそのものを侵しん蝕しよくされ消えていく刃やいば。

「実軸への定着力を失い、」突撃から身を躱かわした。

「……させないわ」

　今度は、城き島じま鏡かがみ。いつの間にか目前にいる。

「小こ町まち！」里り緒おの声が心強い。蜜みつは闇やみ雲くもに横へ飛んだ。

　相手は追ってこない。小町が足止めしてくれたのだろう。

　ならば、早く、

「……存在確率をゼロに、この実軸から消滅するっ！」叫ぶ。

「ぬ、……ぐぅ！」無限回廊エターナル・アイドルが身を捩よじらせた。

　成功か、失敗か。

　世界の修正力リペイントマーカーに対して、蜜の世界はどれだけ通用するのか。

　身体からだを震ふるわせる無限回廊エターナル・アイドル。立体的なノイズを、足に、腕に、胴体に混じらせ始めた。

　ならば、もう一度。

「対象は実軸への定着力を失い、存在確率をゼロにこの実軸から消滅する！」

「ぐ、があっ！」更さらにノイズ。いける。やれる。
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　唇の端を歪ゆがめ、相手を睨にらみ付けた蜜の耳に、ぶっきらぼうな声が聞こえた。

「……鏡」城島樹いつきの、声。

「ち……定義！　城島樹、その存在の全域！」

「限定解除……四十％」

「イエス……マスター」

　四十？　さっき二十幾いくつが限界と言っていたはずだが、『アンノウンゆらゆら』を半分ほど削り取ることで力が更さらに増したのだろうか。でも考えている暇はない。蜜みつは言葉を続ける。

「対象の心臓、全心筋が……」

　城き島じま鏡かがみの姿に変化はなかった。

　が、場の気け配はいが明らかに変わる。

　──ままよ！

「収縮運動を停止する！」

　蜜は言こと霊だまを込めて絶叫した。

「……無む駄だよ、舞まい鶴づる蜜さん」

　それを灰かい燼じんに帰きす、城島鏡の声。

　無限回廊エターナル・アイドルの身体からだを覆おおっていたノイズが消失している。隙すきを突いて斬きり掛かっていた晶あきらの刃やいばを素手で受け止め、不敵な笑えみを浮かべている。

　加えて、城島樹いつき。

　死を宣告したはずなのに、何喰くわぬ顔で火のない煙草タバコをくわえ、突っ立っている。

　なるほど、修正力リペイントマーカーを直接働かせるというのは伊だ達てじゃない。

　蜜の展開した『絶対言語バベルズバインド』──その世界自体が不安定だ。

　ひゅん、と音がした。頬ほおを掠かすめる固くて鋭するどい破片。

「く、はははは！」無限回廊エターナル・アイドルが標ひよう的てきをこちらに切り替えて襲おそい掛かってきている。

　晶が止めようとしているが、間に合わない。

「里り緒お！」蜜は叫んだ。正直なところ、仲間内で里緒は最も疲ひ弊へいしていた。だからあまり無理はさせたくないが、仕方ない。

　こちらに降ってくる、無限回廊エターナル・アイドルの放った輝かがやく破片。

　それを小こ町まちたちが分裂し、盾たてとなって受け止める。これでもう何匹めだろう。度たび重かさなる死の積つみ重ねと力の行使に、里緒の足あし許もとがふらついた。

「硝しよう子こっ！」そこにタイミングよく晶の声。

「イエス！」硝子が腕に弓矢を形成、里緒に向けて射出。

　里緒の心しん臓ぞうを貫つらぬいた矢から、さっきと同じように影かげが滲にじむ。

『アンノウンゆらゆら』の属性を付加した弓矢により、里緒の疲労がリセットされる。

　弾はじかれたように里緒の表情に生気が戻る。もちろん、蜜を含めて全員が理解していた。こんなもの、ただの気休め、ドリンク剤のようなものだ。時間が経たてば疲労は積み重なって里緒を襲うだろう。だが、もはや後のことを気き遣づかって戦えるような段階では──ない。

「さあ、急ぐわよ！」

　背後へ飛びながら、もう一度──いや。

「定義、城島樹！」何度でも叫んでやる。

　言こと霊だまが届くまで。

　世界の修正力リペイントマーカーが、揺らぐまで。

「対象の心臓、全心筋が収縮運動を停止するっ！」

「……っ」城き島じま樹いつきが僅わずかに顔をしかめた。

「やらせるか『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』！」

　無限回廊エターナル・アイドルがこちらを向く。城島鏡かがみも同じように。

　こちらに集中して攻こう撃げきするつもりか。

　晶あきらが、里り緒おが蜜みつの前に立つ。蜜もまた『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』を蠢うごめかせながら、口を開いた。

「定義、無限回廊……並びに城島鏡！」言語の発声という、虚軸キヤスト同士の戦せん闘とうでは圧倒的に致命的な発動時間の遅さ。その欠点を仲間が埋めてくれている。

　ひと息に、叫んだ。

「対象の四肢の筋肉は硬直し、その場で動きを止める！」

　効果は鈍にぶい。言語の不ふ正せい確かくさも相まって完全にはほど遠い。それでも両者の動きは鈍る。

　隙すきが──できた。

「死ねええっ！」蜜は頭髪を動かし、殺到させる。

　同時に晶が武器を構え、小こ町まちも分裂しながら、突撃。

　対象はひとり。城島鏡ではなく、彼女たちの計画の要かなめである、無限回廊エターナル・アイドル。

　鏡と無限回廊エターナル・アイドル、ふたりの純粋な腕力に加えて修正力リペイントマーカーが、晶の武器を、小町たちを、蜜の『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』を引ひき千ち切ぎろうとする。しかしそれらは佐さ伯えきネアの『アンノウンゆらゆら』により、破は壊かいされた傍そばから復元。偽にせ物ものの世界の抵抗が本物の世界の制裁に耐え続け、

　──勝った。

　蜜はそう確信する。恐らくは他ほかの全員も。

　鋼こう線せんと機き械かいの刃やいば、そして幾いく多たの牙きばと爪つめが、無限回廊エターナル・アイドルへと襲おそい掛かった。




　　　　‡




　僕は腕の中にある剣に、無限回廊エターナル・アイドルを滅ぼすためのプログラムを走らせる。

　無限回廊エターナル・アイドルの身体からだを切り刻むのは小町と舞まい鶴づる。ならば僕のやるべきはただひとつ、こいつの魂たましいを実軸ランナから、母かあさんから切きり離はなして虚きよ数すう域いきの海へと沈めてやることだ。

　母さんは未いまだ、舞鶴の言霊と鋼線により縛しばられている。助けようとしても間に合わない。

「これで……」終わりだ。

　そう叫ぼうとした瞬しゆん間かんだった。




　刃の切っ先が胸に刺さりかけたにも拘かかわらず、

「……ふん」無限回廊エターナル・アイドルが、嗤った。




　がきぃ、と。

　僕の剣が無限回廊エターナル・アイドルの持つ──いつの間にか持っていた──機械仕掛けの剣に、弾はじかれる。

「な……？」更さらに、一いつ閃せん。

　小こ町まちたちや舞まい鶴づるの頭髪もまた、的てき確かくに、必要最低限に切り裂かれる。

　辛かろうじて残された『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』が無限回廊エターナル・アイドルの左腕を切断するが、大きな成果ではない。腕は地面に落ちる前に時間を巻き戻すように傷口へ吸い付き、あっさりと修復される。

「……ち！」僕は一歩飛とび退のき、身構えた。

「くく」攻こう撃げきの失敗した僕らを見渡し、自分の身体からだを眺める無限回廊エターナル・アイドル。

　舞鶴の放った言こと霊だまの効力が修正力リペイントマーカーによって失われたのを確認すると、奴やつはこっちを向く。

「俺おれを誰だれだと思っている？　失敗作」

「なん……だと？」

「俺の名は、城島晶だ」

　嫌いやらしく、嬉うれしそうな、こちらを見下す嘲ちよう笑しよう。

「城き島じま晶あきらの得意とすることは何だ？　お前ならよくわかるだろう？　……城島晶」

「何……を」

　無限回廊エターナル・アイドルは──本物の城島晶は、言った。

「画かく策さく。策さく謀ぼう。奸かん計けい。計略。相手の心理を読み踊らせて、同時にこちらの手の内を隠し、切り札をちらつかせながらも奥の手を出し惜しみ、そうして然しかるべき時に然るべきようにして確実に勝つ……それが城島晶の得意とする、城島晶が城島晶たる所以ゆえんではないのか？」

　自慢するように。

　誇示するように。

「俺はいつだってそうしてきた。直なお川かわ浩こう輔すけも、皆みな春はる八や重えも、鴛おし野の在あり亜あも、姫ひめ島しま姫ひめも。上うえ野の恭きよう一いちも、別べつ保ぽ透とおるも、津つ久く見み奏かなでも、そしてお前たちが『世界の終わりカーテンフオール』で消した、もはや記き憶おくにない誰かも。善意に期待し悪意を計算し、涙を拭ふいてやり笑え顔がおで惹ひき付け、喜びを分かち合い悲しみで同情させ、感情に訴え理性を説いて、純粋を持ち上げて欺ぎ瞞まんを泳がせる。条理を算段し不条理を逆さか手てに、愛で縛しばり付け憎悪で搦からめ捕とり、優やさしさで籠ろう絡らくし厳きびしさで翻ほん弄ろうする。打算も衝しよう動どうも信しん頼らいも裏切りも自じ己こ犠ぎ牲せいも責任転てん嫁かも嘘うそも真実も、人の綺き麗れいな部分も汚い部分も、世界のすべてを一切の区別なく……信じ、利用してきたのだ！　そして今も……利用すべき者がいなくなった今も同様だ。お前たちの敗北を確実にすべく、奥の手を出そう！」

　振りかざすのは、機き械かい仕じ掛かけの剣。

　螺ね子じや螺ら旋せん盤ばん、コードやギア、大量の部品で構成された──僕のものとそっくりな。

「まさか……それは」

「そうだ、失敗作」無限回廊エターナル・アイドルは頷うなずいた。

「これはお前だ。お前の持つ唯一の利点、お前が俺おれより優すぐれている唯一のもの、その贋がん作さく。

『全一オール・イン・ワン』の……劣化世界ジヤンクパーツだよ」

　無限回廊エターナル・アイドルの、虚軸キヤストとしての本来の力──虚軸キヤストを作り出すこと。

　その力の行き着いた果てである、虚軸キヤストから更さらに虚軸キヤストを枝分かれさせた『劣化世界ジヤンクパーツ』。

「──く」僕は歯は咬がみする。

　こちらにできる限りの手を尽くさせた上で、奥の手を出す──だって？

「私は反対したのよ？　だってこれ以上虚軸キヤストを増やすのは世界にとっていいことではないもの。でも……愛いとしの息子むすこがどうしても、って言えば、仕方ないでしょう？」

　母かあさんはどこか他ひ人と事ごとのようにそんなことを言った。

「圧倒的に戦力差のある私たちに対して、最善の対策を練り、手を打ってきたのは褒ほめてあげるわ。母さん、感心しちゃった。父とうさんもそうでしょう？」

「ま、思ったよりは、かな」

　母さんたちの後ろで窓の外の闇やみ夜よを背後に、父さんは興きよう味みなさげに言った。

「ただ、ひとつ教えておいてやるよ。……策を巡らせるよりは、策が必要ない程度の圧倒的戦力を用意した方がいいぞ。当たり前のことだけどさ」

「くく、耳が痛いな。なあ、失敗作？」

「……黙だまれよ」

　父さんと、僕に同意を求める無限回廊エターナル・アイドルの双方へ、僕は吐き捨てた。

　圧倒的戦力？　そんなものが用意できるのなら最初からやっている。

　でも、実軸ランナを──この世界を圧倒できる戦力なんて、どこにもない。

「僕らを劣化させた世界で、僕らに勝てるとでも思ってるのか？」

　嘯うそぶきながらも警けい戒かいを強めた。

　油断なんてできない。無限回廊エターナル・アイドルの持っている『全一オール・イン・ワン』の劣化世界ジヤンクパーツがどんな性質のものなのかわからないのだ。『全一オール・イン・ワン』の恐ろしさは僕が一番よく知っている。限定的にでもその機き能のうの一部を使うことができたとしたら、かなり厄やつ介かいだ。

「ふん、それはこっちの科白せりふだよ。世界の偽にせ物もので世界と戦っているお前たちの言うべきことではない。ま……言葉自体は正しいよ。確たしかにこれでは、俺は勝てんだろうな」

　無限回廊エターナル・アイドルは首しゆ肯こうする。

「こんなものにさして意味はないよ。お前たちの『全一オール・イン・ワン』と比べても、せいぜい三分の一の力といったところか。くだらん。本当にくだらん力だ」

　が、瞳ひとみに宿やどる余裕はまったく失われていなかった。

　どこからそんな自信が来るのか。僕は必死で頭を巡らせる。

　僕らの戦力。利点と弱点。相手の戦力、その種類とできること。そもそもの目的。

　──まさか。

「里り緒お！」僕は叫んだ。

「りなちゃんを……守れっ！」

　言葉と同時、僕も後ろへ跳ねる。

　無限回廊エターナル・アイドルはこれまでも僕らの劣化世界ジヤンクパーツを作り、こちらに差し向けてきた。

　里緒の『有識分体分裂病』、殊こと子この『目ハ覚ラまハしラ時ど計けい』、佐さ伯えき先生の『アンノウンゆらゆら』、そして僕ら『全一オール・イン・ワン』の。ならばまだ、あいつの出していない劣化世界ジヤンクパーツ──舞まい鶴づるの『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』。

　そして無限回廊エターナル・アイドルは、虚軸同士を融合し、新たな世界にすることができる。

「……え？」

　里緒の背後で呆ぼう然ぜんとしていたりなちゃんが、僕の声にきょとんとした。

「くく……さすが俺おれの敵だ、失敗作！」

　無限回廊エターナル・アイドルが剣を振り上げる。逆さか手てに持ち、僕らの方ではなく、床へ。

「だが……間に合うか!?」

　──ざく、と。

　足あし許もとへその剣を突き立てる音が背後でした。

　それは、さっき僕がこいつらに見せた──。

「く……っ！」りなちゃんの傍そばへ到達した僕は、彼女へ向けて剣を横よこ薙なぎにする。

　りなちゃんの身体からだを両断する軌道。だけど刃やいばは彼女の身体を透すかし、

　平面を跳躍し壁から生え、彼女を貫こうとしていた無限回廊の剣を止める。

「…………ひ」自分の胴体を通っていった機き械かいの刃、その感触にりなちゃんが悲鳴を洩もらす。

「させるかあっ！」

　床ゆかから突き出た刃を破は壊かいしようと腕に力を込めた。

　同時に小こ町まちも剣へと群がり、噛かみ付き、引ひっ掻かく。舞鶴も頭髪を跳ちよう躍やくさせて巻き付ける。佐伯先生の影かげが刃の因果を消失させようと伸びる。

　びしり。ひび割れの音が無限回廊エターナル・アイドルの剣から聞こえ、

「……鏡かがみ」同時──教室の対岸から聞こえた父とうさんの声に、僕の背筋が凍った。

「少し無む茶ちやをしろ。限定解除、五十％」

「イエス。マスター」

　返事は。

　機械として一切の感情を混じらせない、無機質なもの。

　父さんが、どうでもよさそうに──笑った。

「言ったろ？　策が必要ない程度の圧倒的戦力を用意した方がいい、って」

　そして。

　僕の剣が。

　里り緒おの小こ町まちたちが。

　舞まい鶴づるの細い鋼こう線せんが。

　佐さ伯えき先生の影かげが。

　更さらに強さを増した修正力リペイントマーカーによって、ノイズを混じらせ、瞬しゆん時じに掻かき消きえる。

　消えないのは、無限回廊エターナル・アイドルの作り出した、僕らの劣化世界ジヤンクパーツだけ。

「……っ！」僕は動いた。

　りなちゃんの前に立ちはだかり、彼女を身体からだごと守ろうとした。

　剣は伸びてくる。僕の腹部に突き刺さる。痛みはない。

　いや──違う。

　痛みがないのではなく、僕の身体を傷付けていない。

　つい今しがた、僕がやったのとまったく同じように。




　僕の身体を突き抜けて、りなちゃんの胸に、とん、と。

　剣の切っ先が、刺さった。




「え？」りなちゃんが声をあげた。

「……『アンノウンゆらゆら』！」佐伯先生の声は、普ふ段だんとまるで違う強いものだった。

「対象、森町芹菜っ！」舞鶴が叫ぶ。

「その胸に受けた傷は完治し、対象は……！」

「無む駄だよ」せせら笑う母かあさん。

「もう、遅いわ」

　僕は腹部に生はえた剣を掴つかむ。触れる。

　刀身に触れた指は、切れもしない。

「りな……ちゃん？」ゆっくりと背後を向く。

　彼女は。

　りなちゃんは。森もり町まち芹せり菜なは。

　声もなく。

　その場に、どさりと崩れ落ち──。

「く、く」無限回廊エターナル・アイドルが楽しそうに、いつもと同じ含み笑いを洩もらした。

「お前はよくやった。事前に俺おれの策を読んで、俺より先に動いた。そういう意味では俺の負けだ。お前の勝ちだ。だが……だが、しかし」

　──うそ、だ。

「残念だが、俺には父とうさんと母さんがついてるんだよ」

「そん……な」

　剣が僕の腹から引き出される。

　僕に傷はない。服が破れてすらいない。

　でも。

　倒れたりなちゃんは目を閉じていて、息をしていなかった。
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　静寂が、教室を支配する。

　偽にせ物ものの城き島じま晶あきらも、城島硝しよう子こも、佐さ伯えきネアも、舞まい鶴づる蜜みつも、柿かき原はる里り緒おも、呆ぼう然ぜんと動かない。

　だから無限回廊エターナル・アイドルは込み上げてくる可お笑かしさを噛かみ殺ころしながら、厳げん粛しゆくに背後を振り返った。

「……どうだ？　樹いつき」

「なにが？」火のない煙草タバコをくわえた父は、表情を変えない。

「俺おれは役に立ったか？」

「あ、そうだな」

　尋きくと、ようやく気付いたように眉まゆの片端だけを上げ、笑ってくれた。

「よくやったな。晶」

　森もり町まち芹せり菜なの死。

　それはあの失敗作に敗北感を与えただけではない。

　壊こわれかかった、不完全な修正力の修繕だ。

「直なお川かわ君きみ子この崩ほう壊かい点てんがまだだけど、ま、いいか」

　樹は教室の窓から背を離はなし、くわえていた煙草を指で折り曲げ、床ゆかへ捨てて、

「さあ、鏡かがみ」──言う。

「世界の修正力リペイントマーカーはより完全なものへと近付いた。それはつまり、お前がより完全になったってことだ。不安要素は残ってるから、それを排除しようか」

「ええ」鏡は、母は機き械かいの冷れい徹てつさと従順を以もつて頷うなずく。




「マスター。起動率が七十％を超えました。故ゆえに……、

『統合世界ユグドラシル』、限定展開します」




　鏡は左腕を掲げた。

　世界円パーテイングラインを通して異い形ぎようと化したそれが、ぐにゃりと蜃しん気き楼ろうのように曲がる。

　それは、変化。いや、進化。

　世界樹ユグドラシルの名を持つ、城島鏡本来の──機械としての姿。

　虚軸キヤストの言葉で言うなら、虚界渦の開放だ。

「右腕、世界円パーテイングラインから解除」変化させていた右腕を元の、人間のものに戻す。

　より負担の小さくなった左腕が更さらに変へん貌ぼうする。

　ケモノの皮ひ膚ふが剥はがれ落ちた。その下から出てきたのは、

　まるで樹脂象りレジンキヤストのミルクのような、鈍にぶい白の半はん光こう沢たく。

　皮膚すべてに立体的で細かな紋様の描かれた、これが、

「どう？　これが、私。世界統合用オール・イン圧縮光子集積体・ワン・システムの一端よ」

　城き島じま鏡かがみの本体だ。

「直なお川かわ君きみ子こがいるから、まだ不安定ね」母が笑う。

「そうだな。これが終わったら殺しに行くか」父がそっけなく頷うなずく。

「そうね、でも、その前に」

「ああ」

「……この子たちを、統合しましょうか」

「硝しよう子こっ！」失敗作が、悲鳴に近い絶叫をあげた。

「あいつを……無限回廊エターナル・アイドルを……！」

「イエス！」硝子も同様に叫ぶ。

　立ち直れてなどいないだろう。しかし、冷静さを取り戻している。

　簡かん単たんに感情を押し殺せるほど森もり町まち芹せり菜なは軽い存在ではなかったはずだ。

　ならばこいつの心の中でどれほどの葛かつ藤とうと辛しん苦くがあっただろう。想像すらできないし、無限回廊エターナル・アイドルがその立場だったとして、同じことなどとてもできそうにない。

　素直に驚きよう嘆たんと尊敬を覚えた。

　こいつは成長している。かつて自分の姿を見た瞬しゆん間かんに激げつ昂こうして我われを忘れた時とは比べ物にならない。いや──或あるいは、最初から無限回廊エターナル・アイドルひとりに勝ち目などなかったのかもしれない。

　生まれてきた重み。生きてきた重み。

　硝子を受け入れ、日常を守ると嘯うそぶき、実際に守ってきたという行為の重み。

　無限回廊エターナル・アイドルのような小さな虚軸キヤストが敵かなうはずなど、ない。

　しかし今は、少なくとも今は、父と母が自分に味方している。

　それは、その事実は、自身の矮わい小しようさを埋めてくれるものだ。

　硝子の背から槍やりを取り出した失敗作が、こちらへと跳ちよう躍やくしてきた。

　同時に柿かき原はる里り緒おも、舞まい鶴づる蜜みつも、佐さ伯えきネアも自分へと。

　鏡を無視してこちらを殺す──それは確たしかに現状で最善の方法だった。『世界の終わりカーテンフオール』で鏡を殺せば、待っているのはこの世界の崩ほう壊かいなのだから。

「凄すごいな。……凄い、さすがだ！　お前は俺おれの代わりに生きてきたに相応ふさわしい！」

『全一オール・イン・ワン』の劣化世界ジヤンクパーツ、自身の裡うちで生成した剣を構えながら、無限回廊エターナル・アイドルは叫ぶ。

「だが、それでも負けるのはお前たちだ！」

　言葉と同時、鏡かがみが動いた。

　距きよ離りを詰めてきた失敗作と、無限回廊エターナル・アイドルの間に割って入る。

「駄だ目めよ。諦あきらめなさい」

「誰だれが！」構わずに突き出された槍やりを無造作に払う鏡。

　乳白色の左腕に触れた瞬しゆん間かん、槍は砂のように砕くだけ消える。が、失敗作は既すでに槍を分裂させていた。新しく作成されたその穂ほ先さきを床ゆかへと突き刺す。平面跳ちよう躍やく。

　無限回廊エターナル・アイドルの足あし許もとから刃やいばが生はえる。飛とび退のく。しかし着地点に、更さらに分裂したものがもう一本。剣を叩たたき付け、その勢いで身体からだを捻ひねりながら躱かわす。

「対象、虚軸『無限回廊』！」舞まい鶴づる蜜みつが叫びながら、鏡の足首に漆しつ黒こくの刃を巻き付けた。

　触れた瞬間に砂となって消えるそれを佐さ伯えきネアが復元するが、完全へと近付いた修正力リペイントマーカーに対してはもはや無力。金ダ剛イ石ヤも切断する刃はもはや蜘く蛛もの糸ほどに脆もろい。

　有識分体分裂病──小こ町まちに至っては、分裂する傍そばから掻かき消きえていく。

　何もかもが、本物の世界の前に色いろ褪あせていた。

「さあ、どうするのかしら？　……どんな策を巡らせるの？　どんな奸かん計けいで私たちを騙だますの？　何をしてもいいわよ。何をどうしたって、もはや無意味なのだから」

「く……！」対たい峙じした偽にせ物ものの城き島じま晶あきらの顔に、焦しよう燥そうが見えた。隠しきれてはいない。

　そうだろう。

　現状、すべての戦力は比較にならないほど圧倒的だ。紙の盾たてで大砲は防げない。豆鉄砲で鉄の盾は破れない。こいつらにできるのは、まだ辛かろうじて残している手て駒ごまを、効果がないとわかっていてもなお、曝さらけ出すことだけだ。

　ほんの一秒弱の沈ちん黙もくの後。

　失敗作は、短く叫んだ。

「……里り緒お！」

　その決断の早さに羨せん望ぼうと感かん嘆たんを覚えつつ。

　無限回廊エターナル・アイドルは、それでも勝ちを確かく信しんする。
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　森もり町まち芹せり菜なの死。

　城島鏡の変へん貌ぼう。

　里緒は、唇を引ひき締しめて必死に小町を維持しながら、罪悪感と責任を感じていた。

　──晶から、任されたのに。

　森町芹菜を守ることは、里緒の大事な役目だった。それができなかったということは、晶の期待に応こたえられなかったということだ。晶の必要とする、晶の友達である『里緒』に、なれなかったということだ。それは里り緒おにとって何よりも堪たえ難がたい、自分への失望だ。

　背後にいる森もり町まち芹せり菜なはもう動かない。たぶん、無限回廊エターナル・アイドルの存在を消してしまえば甦よみがえるだろう。でも、そういう問題ではないのだ。里緒が失敗したという事実は消えない。

　正直なところ、恐こわくてたまらなかった。

　目の前にいる城き島じま鏡かがみ。里緒を否定しようとする『実軸ランナ』の意志。

　それから──修正力リペイントマーカーが壊こわれかかっているという事実に対して強くなる、懸け念ねん。

　仮に、勝てたとして。

　それでも修正力リペイントマーカーが壊れたままだったら、里緒や硝しよう子こや蜜みつやネアはどうなってしまうのか？　敷しき戸ど良りよう司じは、森町芹菜は、果たして生き返ることができるのだろうか？

　里緒にはわからない。なんとなく予想はできるが、考えたくはない。

「……里緒！」そんな中、晶あきらは里緒の名を短く呼んだ。

　晶はまだ自分を必要としてくれているのだろうか。

　失敗してしまった、役立たずの自分を、まだ──？

「あら、どうするつもりかしら？」

　本能的な恐怖をこちらに喚かん起きする左腕を見せ付けながら、城島鏡が首を傾かしげた。

「まだ諦あきらめていないのね。まったく……無意味だっていうのに」

「鏡。……状況は？」

「イエス、マスター。極めて安定しています」

「そう。順じゆん調ちようだな」

　淡たん々たんと会話をする樹いつきと鏡に、晶が唇を咬かんでいる。

　状況は悪い。それも、とてつもなく。

「何なんだ……それは？」樹に問う声には、感情が見えない。

　大事な人を喪うしなった悲しみを、怒りを、鏡に対する恐怖を、そして負けるかもしれないという絶望感を、すべて呑のみ込み、覆おおい隠かくして、気き丈じように振ふる舞まっている。

「それが……そんなものが、完全な世界？　ふざけてる」

「俺おれはふざけてない」対する樹の返事はそっけない。

「鏡は安定してる。問題ないよ。……晶、もうすぐだぞ」

「くくく、そうか」無限回廊エターナル・アイドルが身を奮ふるわせた。

「俺はもうすぐ、完全な世界と同一になれるという訳わけか」

　けれど。

「なあ、里緒」晶はこちらを一いち瞥べつし、

「僕はもう、強制しないよ」

「……え？」どういうことだろうと首を傾げる。

「里緒。逃げたいなら逃げていい。勝ち目はもうかなり薄うすい。だから……僕と硝子だけでやったって、変わらないかもしれないからな」

「……あき、ら」

　突然、酷ひどいことを言われたと思った。

　──やっぱり、もう、里り緒おはいらないのかな。

　最後まで利用するって言ってくれたけど。

　とことんまで使い切るって言ってくれたけど。

　失敗してしまった今、もう里緒は──。

　覚悟していたとは言え、目に涙が溜たまる。

「晶あきら……ごめん、なさ……」

「でもな、里緒」しかし。

　晶は、笑った。

　それは里緒に酷いことを言う時の顔ではなく、いつもの。

　優やさしい欺ぎ瞞まんに満ちた、晶本来の、

「もし……もしも僕を友達と思ってくれるなら。里緒が僕のことを友達だと思ってるんなら。一いつ緒しよにやってくれるか？　僕と一緒に、死んでくれるか？」

　里緒の大好きな、晶の──笑え顔がおだ。

　──ああ。

　溜った涙が、堪こらえきれずに流れた。

　悲しみではなく、喜びで。

　これ以上ないほどの幸福感で。

　晶は、まだ必要としてくれるのだ。こんな自分を。役立たずな自分を。

　だったら──それなら。

「うん。おーけーだよ」

　いつものように、顔全体を使って笑うと、

「里緒は、晶と一緒に、晶のために」

　大きく頷うなずいて、晶に告げる。

「……死んであげる」

　一歩、前に出た。

「小こ町まちも一緒だよ。晶のために死んであげる。分裂して、何回だって。里緒が本当に死んじゃうまでずっと、死んで死んで死に続けてあげる！」

　息を吸う。

　修正力リペイントマーカーに満みち溢あふれた教室で、残った力を集中させる。

　この世界に反抗するように。今にも消えてしまいそうな自分を誇示するように。




「虚界渦を開放するよアンダーゲート・オープン。……『乖離に至る病クリアランスゼロ』」
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　マスターと里り緒おさんの会話を聞きながら、私は後悔で痛む胸を押さえ付けていました。

　──全部、私のせいです。

　私が芹せり菜な先せん輩ぱいに手紙を出したばかりに、彼女はここに来てしまった。そのせいで今や形勢は不利になり、こうして私たちは窮きゆう地ちに立たされている。

　どうしてあんなことをしたのだと、本体回路が疑問を投げ掛けてきます。

　ちゃんと、生きて帰ろうと決めたはずなのに。

　生きて帰りさえすれば、芹菜先輩にすべてを話すのはその後でもよかったのです。

　それなのに私は、死ぬことを恐れ、自分が死んでしまった後のことを案じて。

　恐怖。死への恐怖。

　一昨日おととい、マスターは言っていました。虚軸キヤストは自身の生存欲求よりも願がん望ぼうを優ゆう先せんする、と。

　私にはそれができませんでした。だったら──私はいったい、何なのでしょう？

　虚軸キヤストでもない、機き械かいでもない、人間でもない、中途半端な私は。

「……本当、無む駄だな足あ掻がきね」

　里緒さんが世界を呼び出したのを見て、鏡かがみが呆あきれたように言います。

「どうせ私の餌えさになるだけなのに」

　でも、鏡の言う通りです。芹菜先輩を殺し、力を増した彼女の前で、今や里緒さんの世界は正常に機能するかどうかすらわかりません。本来ならモノクロに染まるはずの空間も、色彩が失われた部分の方が少ない中途半端なものです。

　だけど、これが──マスターの立てた作戦、その最終手段でした。

　まずは私を中心にした布陣で追い詰める。

　それが駄だ目めなら順番に虚界渦アンダーゲートを開く。

　それでも勝てないのなら、里緒さんの『乖離に至る病クリアランスゼロ』で樹いつきたちを極力抑え、その上で。

　樹を標ひよう的てきにして『世界の終わりカーテンフオール』を発動させる──。

　でも、それでは駄目だと、私は思考しました。

　もはや鏡がここまで成長した今、固定剤リターダである樹を滅ぼしてしまうことでこの世界がどういう結果になるのか、完全に未知数です。下へ手たをすれば暴ぼう発はつした修正力リペイントマーカーで私たち全員が掻かき消けされる可能性だってあります。或あるいは修正力リペイントマーカーが完全に破は壊かいされ、世界に矛む盾じゆんが溢あふれ出すかもしれません。そうなれば虚軸キヤストの行ったすべての歪ひずみが現出し、世界の穴が取り返しのつかないことになるでしょう。物理法則が乱れ、時間軸が歪ゆがみ、観かん測そく者しやたる人間、いえ、生物すべての精神が取り返しのつかないほどに破は綻たんしてしまう──つまり、世界が壊こわれる。

　私の本体は数回にわたるシミュレートの結果、そう推すい論ろんを出していました。

　ですから私は──自分の失敗を償つぐなうため、マスターヘ提案しました。

「マスター。標ひよう的てきを切り替えましょう」

　彼は鏡かがみから離はなれ、こちらへと跳ちよう躍やく。私の許もとに戻ってきて、

「……硝しよう子こ？　何を……」疑問の声をあげました。

　私は修正力リペイントマーカーが破は綻たんした場合の推論、その結果をダイレクトリンクで送りながら、

「大丈夫です。私に策があります」そう、嘯うそぶきます。

　それは、立案段階で破は棄きされた作戦のひとつ。

『世界の終わりカーテンフオール』の標的を、無限回廊エターナル・アイドルへと設定するというものです。

　問題はこれを行った場合、無限回廊エターナル・アイドルの存在そのものが世界系インストから消失し、マスターたちの記き憶おくからすら消えてしまうということ。そうなると、無限回廊エターナル・アイドルをただの敵として認にん識しきしている里り緒おさんたちはともかく、四年半前からずっと無限回廊エターナル・アイドルと因いん縁ねんを持ち続けてきたマスターの記憶は破綻を来きたします。その後の戦せん闘とうが不可能となるだけではありません。

　最悪の場合──彼の心が保もたない。記憶の保持ができず、精神が崩ほう壊かいしてしまいます。

　対して、樹いつきと鏡の目的は『完全な城き島じま晶あきら』の作成であり、それは恐らくマスターを使用しても可能。ならば安易にマスターへの乗り換えができる向こうと、無限回廊エターナル・アイドルそのものが戦闘の動どう機きとなっているこちら。不利になるのは明らかに私たち──。

「大丈夫です。全機能を賭かけて、私が保証します」

　本当は、保証などどこにもありません。

　でも、どこをどう探しても見付からない最善よりは、まだ可能性があります。

「マスター。お願ねがいです。いえ……」

　私は言葉を止め、胸を張り、尊大に強がって。

　いつも彼が私にそうしているように──言いました。

「命令します、マスター。……やってください」

　──マスターは。

「わかった」吹っ切れたように笑うと、

「従おう……『全一オール・イン・ワン』」

　恭うやうやしく私の手を取り、強く握ってくれました。

「……あら、とうとう『世界の終わりカーテンフオール』を出すの？」

　鏡は乳白色の腕を掲げながらゆっくりと、こちらへ歩み寄ってきます。

「誰だれに対して使うのかしら？　私？　樹さん？　それとも晶？　使ってもいいけれど……今の『修正力リペイントマーカー』の満ちたこの状態で、果たしてあなたたちの世界が完全に機能するかしら？　それに使ったとして、この世界がどうなるかわからない訳わけではないでしょう？」

　樹はあくまで無言。

　煙草タバコをくわえ、火を点つけず、こちらを見ています。

「里り緒お。……少し、持ちこたえてくれ」

　マスターが里緒さんへひと言。

　里緒さんは頷うなずき、一歩、鏡かがみの方へ近付きました。

　私は──私と、マスターは。

　手を繋つなぎ、ふたり、目を閉じます。




「「──発狂した世界はWe are in ourすべてを内包 one and all.する」」




「あら……自や棄けになったのかしら？　でも、させないわ」

　鏡が私たちを睨にらみ、瞬しゆん時じに姿を消します。

「く、はははは！」無限回廊エターナル・アイドルもまた、私たちの劣化世界ジヤンクパーツを手に、こちらへ向かってきます。

「……小こ町まちっ！」

　里緒さんが絶叫しました。

　すべてを均一にする『乖離に至る病クリアランスゼロ』。

　不完全とはいえその世界は、無限回廊エターナル・アイドルを、鏡を、小町の力へと同一化へと近付けています。鏡は小町の三匹に。無限回廊エターナル・アイドルは小町の二匹に。それぞれ阻はばまれ、足を止めました。

「……やらせないわよっ！」同様に、蜜みつも。

　頭髪を四方に突き立たせ、乱らん舞ぶさせ、里緒さんの世界の中で、鏡へ攻こう撃げきを開始します。

「そうね。この子たちは私の生徒よ。あなたに渡す訳わけには……いかないわ」

　佐さ伯えき先生は影かげを教室中へ展開。

　修正力リペイントマーカーで消えそうな小町を、『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』を、必死で復元しようとしてくれます。




　──それからは、ほんの数秒足らずの間に、起きたことでした。




「貴男は樹My body,」

「貴女は森is my body.」

「貴男は夢Your mind,」

「貴女は実is your mind.」

　私たちは紡つむぐべき言葉を。

　ふたりで交互に、世界へ向けて始めました。




「……危ない児じ戯ぎはやめてもらおうかしら！」

　鏡の声から感情が消失します。

　本気になった。

　つまりそれは、私たちの『世界の終わりカーテンフオール』が、脅きよう威いだということ。

「ち！」蜜みつの舌打ち。

　私へ真まっ直すぐに飛び掛かった鏡かがみを『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』で切り刻もうとします。身を挺ていして守ってくれます。が、『乖離に至る病クリアランスゼロ』で均一化されていても、『アンノウンゆらゆら』で破は壊かいを免まぬがれていてもなお、修正力リペイントマーカーの前に漆しつ黒こくの絹きぬ糸いとが解ほぐれていきます。

「させないって……言ってるでしょう！」

　それでも蜜は諦あきらめません。自身の虚軸キヤストを展開させつつ、手近にあった椅い子すを手に、自分自身も鏡へ突進し始めました。

「殊こと子こが……私が、あいつの分までっ!!」

　彼女を助けに行きたい。

　でも、私たちが今やるべきことは、そんなことではなく──。

「このおおおおおっ！」

　蜜の必死の突進。振り上げた椅子は鏡の頭部を殴り付けます。

　衝しよう撃げきで吹き飛ばされる鏡。しかし、

「……え？」恐らくは、交こう錯さくの瞬しゆん間かん。

　鏡の左腕は、蜜の腹部を抉えぐっていました。

　外傷はありません。殊子さんにもらったドレスにすら。

　それでも。

「う、そ……」蜜みつは弾はじかれたように目を見開き、両りよう膝ひざを床ゆかに落とし、

「残念、ね」鏡が立ち上がりました。

「回収率九十九％、よ」




「貴男は死My life,」

「貴女は骨is my life.」

「貴男は茨Your heart,」

「貴女は棘is your heart.」

　呟つぶやく私の、マスターの表情が歪ゆがみます。

　死んではいないでしょう。でも『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』は、もう──。




「……『アンノウンゆらゆら』……！」

　佐さ伯えき先生が、今までに聞いたことがないほど必死な声で自身の虚軸キヤストを鼓こ舞ぶしていました。

　鏡に奪われた『壊れた万華鏡デイレイドカレイド』を、蜜へ戻そうとしているのです。

「さっきまでならいざ知らず、もう無む駄だよ」

　言いながら鏡かがみは再び姿を消し、私に左腕を突き立てようと、

「小こ町まちっ！」里り緒おさんが彼女の動きに反応しました。

　私を守るため、小町を分裂させながら、行く手を阻はばもうとし──けれど、失敗。

　ほんの僅わずか動きを止めただけで、小町たちはあっさりと蹴け散ちらされます。

「まだ……だよ！」里緒さんは続けて更さらに、小町の四匹を樹いつきに飛び掛からせますが、

「まったく、小こ賢ざかしいわね！」それらをあっさりと薙なぎ払はらう鏡。

「どうする？　どうするんだ、失敗作!?」

　無限回廊エターナル・アイドルが嗤わらったのと同時。

　鏡は私たちの、いえ、私の前に現れ、

「……終わりよ」その腕を突き立てようとします。

　けれど、その腕は。

　私ではなく、割って入った影かげを代わりに貫つらぬきました。

「ネア!?」里緒さんの、悲痛な絶叫。

　私は、マスターは、白衣の後ろ姿に目を見開きました。

「……言ったでしょう？」

　弱々しく、自分の胸を貫いた腕を掴つかみ、佐さ伯えき先生は私たちに横顔を向け、

「あなたたちは、私の生徒……よ」




「貴男は羽My sound,」

「貴女は翼is my sound.」

「貴男は軛Your promise,」

「貴女は禊is your promise.」

　彼女の笑みは頼もしく。

　けれど、悲しくて、でも、だからこそ。




「うわあああああっ！」里緒さんの絶叫。

　とうに限界を迎えていてもおかしくないはずなのに、更に分裂する小町。

「よくも、よくも蜜みつを！　ネアを！」

　蜜。佐伯先生。

　すべては僅か数秒の間の、犠ぎ牲せい。

　でも、そのお陰で。

　蜜が鏡の足止めをしてくれたから。

　佐伯先生が私たちを庇かばってくれたから。

　里緒さんが限界を超えて、戦ってくれているから──。




「貴男は夜My death,」

「貴女は褥is my death.」

「貴男は恋And Your all,」

「貴女は狂is in one.」

　私たちは、偽にせの世界をこの実世界へ、

　呼び出すことが──、




「準備はいいか？Are you ready,　僕の恋人my lady?」

「万全です、私の恋人I'm steady,my steady──私に、愛をPlease rape me.」




　──できました。




　ぱきん、と。

　私の身体からだが、この世界のものからあの世界のものへ。

　重力を無視し、空間を無視し、繋つないでいた手を彼の肩へ。

　衣服はあの頃ころの、彼女のもの。

　頭には彼からもらった、宝物のリボン。

　修正力リペイントマーカーに満ちたこの空間を、それでも力強く侵しん蝕しよくする、現存する中で最大級の虚軸キヤスト、




「「虚界渦を開放するアンダーゲート・オープン……『世界の終わりカーテンフオール』っ！」」




「へえ」樹いつきが感心したように、私たちを見てきました。

「それでどうするんだ？　お前ら」

　マスターは応こたえません。その代わりに、私へ、




「……さあ、終わらせるぞOver - killing and Mega - Dying.」

　──ええ、マスター。

「罪は私に。Yes.罰は貴方がJesus.」




　途と端たん、天てん井じようから、床ゆかから、壁かべから降り注ぐ、機き械かいの山。

　パッチワークのための部品パーツであり、世界からこぼれ落ちた故障品ジヤンクたち。

「不定量子回路、稼か働どう率りつ九九・九九八一六％。『世界系インスト』へのアクセス速度、262,144YBps」

　私の報告に、マスターは力強く頷うなずきます。

　それはまるで、死刑執行を命令する王のように。

　そして同時に、死刑執行を享きよう受じゆする奴ど隷れいのように。

「破は壊かい対たい象しようを定義してください……マスター」

「ああ」

　その、引いん導どうを渡し首を刈かる相手を、睨にらみ付けながら。

「破壊対象……虚軸キヤスト『無限回廊エターナル・アイドル』！」

「く、は、はは、はははははははっ！」

　名を聞いた瞬しゆん間かん──まるで爆ばく発はつするかのように、無限回廊エターナル・アイドルが嗤わらい始めました。

「そうか、俺おれを……俺を殺すか！　兄をこの世界から消し去るか!?」

「ああ」マスターは対して、決意の無表情。

「あなたを殺すよ。……兄にいさん」

「それでいいというのか!?　俺を殺せば、お前は壊こわれるぞ！　俺を憎み俺を怨うらみ俺を羨うらやみ俺を妬ねたんできたお前の記き憶おくは、もはや俺なしでは成り立たない！　お前が今、ここでこうしている理由のすべては俺が作成したものだ！　それを失い……それを欠落させて、お前はどうするというんだ!?　まともでいられるはずがない!!」

　次いで無限回廊エターナル・アイドルは、樹いつきと鏡かがみに視し線せんを向けました。

「鏡！　樹！　お前たちはどうだ!?　俺が消える……晶あきらが、お前たちの晶が消えてしまう！」

　狂ったように嗤いながら、狂ったように叫びます。

「……あーあ」

　対する鏡は、小こ町まちに囲まれたまま──溜ため息いきを吐つきました。

「間に合わなかったわね。……褒ほめてあげる。よく頑張ったわね。舞まい鶴づる蜜みつさんも、佐さ伯えきネアさんも、柿かき原はる里り緒おさんも。あれじゃ仕方ない、か。切り替えなきゃ。ね、父とうさん」

「ああ、そうだな」

　樹もまた、どこかがっかりしたように溜息を吐き、くわえていた煙草タバコを折り曲げます。

「ま、可能性は考えてたし。こういうこともあるさ」

　それは、あまりに無関心な感情でした。

　私は思わずふたりに向けて、震ふるえる声で問い掛けます。

「樹、鏡……あなたたち、本当にそれで……」

　答えは。

　……ひと言。

「想定済みだ」「想定済みね」

「く、は、は！　やはり……やはりそうなのか!?」

　無限回廊エターナル・アイドルの笑い声は、一いつ層そう激はげしさを増しました。

「やはりお前たちは……俺おれを甦よみがえらせておいて、お前たちはっ!!

　くは、かは、ひ、あはははははは！　ひは、はははははははははは……っ！」

　そこで、私は気付きます。

　無限回廊エターナル・アイドルの哄こう笑しよう。

　それは、可お笑かしいのではなく。楽しいのでもなく。

　ただ──悲しいのだ、と。

「……硝しよう子こ」

　げらげらと嗤わらい続ける無限回廊エターナル・アイドルを憐あわれむように、マスターが小声で呟つぶやきました。

「……ええ」私は頷うなずくと、

「破は壊かい対象世界の形けい骸がい及び概がい念ねん、規き模ぼ、出しゆつ自じに至るまで全方位よりの解かい析せき完了」

　目を閉じ、

「回路よりinstall start:完全構築開始D-link／"full scratch"……我が主Master,、武器名はWhat's this name？」

[image: ]

　自らの身体からだ、本体たる不定量子回路の山に、形を与えていきます。

　細長いコードは絡まり、血管に。

　長い螺ね子じは隙すき間まを埋め、骨格に。

　小さな歯車は噛かみ合い、関節に。

　歪わい曲きよくした撥ば条ねは伸しん縮しゆくし、手足に。

　そしてマスターが、それに名を付けた瞬しゆん間かん。

「武器名……『病んだ霊廟mausoleum』」

「……イエス。『病んだ霊廟mausoleum』──完全構築完了full scratch is O.K.」

　無限回廊エターナル・アイドルのための、無限回廊エターナル・アイドルを消去するためだけの武器が、完成します。

　細長い、捩ねじれた棒状の物体でした。

　人の身長の二倍ほどもある、パイプのような、産道のような、内部を空洞とした円筒。

　時折次元を遷せん移いしながら、三十二の回転軸を持つそれを、

「さあ……」マスターは、




「さよなら、兄にいさん。……虚きよ数すう域いきの子宮に還かえれ」無限回廊エターナル・アイドルへ、放ちます。




　途と端たん、分解する『病んだ霊廟mausoleum』。

「いや、厭いやだ、ははははは、くくく、ひひひひひ！　厭だ！　俺おれはイヤ、だ！　い、はは、嫌いやだ、か、ひ、げ、ら、げらげら、きはひ、ふふ、あははははははははははは……！」

　泣きながら狂い、狂いながら嗤わらう無限回廊エターナル・アイドルへ、部品たちが殺到し、

「はははははははははは、は、ひ！、……ハ」

　再び、無限回廊エターナル・アイドルを閉じ込め、結合──、

　消滅。

　数百の鐘かねをスポンジで打ち鳴らしたような、くぐもった轟ごう音おんとともに。

　無限回廊エターナル・アイドルという名の虚軸キヤスト、マスターの兄、城き島じま晶あきらは。

　どこの世界のどこにも、いなく──なりました。




　そして、直後。

『世界の終わりカーテンフオール』──虚界渦アンダーゲートは閉じます。

　私はマスターの背から離はなれ、床ゆかへ着地しました。

　あの世界の衣服を次元の隙すき間まに仕し舞まい込んで、再び制服姿へと戻ります。

「……マスター」でも。

　これで、終わりではありません。

　無限回廊エターナル・アイドルの最後の哄こう笑しように憐あわれみを覚えながら、私はマスターヘ向き直ります。

「ああ、これで……」彼は頷うなずきました。

　頷いて、

「これで、ようやく……、え？」

　その言葉が途中で、不自然に止まります。

「父とう……さん？」樹いつきを見て、怪け訝げんそうに首を傾かしげ。

「母かあさん？」鏡かがみを見て、訝いぶかしげに眉まゆをひそめ。

「え、っと……硝しよう子こ」私を見て、

「あ、……？　……」表情を固め、何がなんだかわからないというような顔になり──。

　だから私は、

「大丈夫です、マスター」

　彼に向かって、彼専用の笑え顔がおを向けました。




「……すぐに、思い出させてあげますから」




「　　　」

　私は、言葉を発しようとしました。

　無限回廊エターナル・アイドル、と。さっき消した虚軸キヤストの名を。

　エラー。言語の発生、不可。

　世界そのものから、世界系インストからも消え去った虚軸キヤストの情報は、もはや私の内部キャッシュにしか存在しません。その呼び出し権限を、私は持ち合わせていないのです。

　しかし。

「く、…………っ」エラー。

　そんなことは承知の上です。

　わかっていた上で、私はこの方法を選えらんだのですから。

　世界にない、彼の記き憶おくにもなくなってしまったもの。

　私の中にしか残っていない、私の中でのみ完結を許される事項。

「あ、く……くっ！」エラー。

　足が震ふるえます。

　身体からだが軋きしみます。

　本体のオーバーフローに対して有ゆう機き体たいが危機を訴えてきます。

　──関係、ありません。

　本体と有機活動体の接続／不良／

　本体が有機体の緊きん急きゆう事じ態たいと誤認／臨りん時じ停止コードを送信／コードに介入／強制解除／

　エラー／言語機能に活動上の瑕か疵しが発生／「その命令は実行できません」／表示を拒否／

　アラートをオフに／エラー／命令を試行／エラー／

　命令を再試行／エラー／

　命令を再々試行／エラー／

　エラー／エラー／エラー／エラー／

　アラート／オーバーヒート並びにフリーズまで残り０コンマ７／

　シャットダウンを推奨／拒否／

　シャットダウン強制実行／拒否／

　アラート／「このままでは本体損傷の危険があります」／無視／アラート表示拒否／

「だま、れ！」

　叫びながら／エラー／私は／それでも／

　私は機き械かいです。でも／「命令は実行できません」／

　いえ……違う。／エラー／「第一から第七の切断を確かく認にん」／エラー／

「私は、きかい……じゃ、」

　あの子の記き憶おく／エラー／排除／次元干渉機能が故障／

　約束／エラー／エラー／連続で試行／

「もう、私は……機械、じゃ、ない！」

　人間／エラー／エラー／エラー／回路切断多数／

「ま、す、たー……！」

　送信／エラー／送信／送信／送信／

「マスターの、敵は！　さっき、滅ぼしたのは！」

　好きです／マスター／愛してます／誰だれよりも／エ／ラー／だか／ら／




　ダ／イレクト／リンク／を使／い情報／を送信に／成功。

　ショート。本体の維持、不可能。

　──全機能／停　　　止

　薄うすれゆく意い識しきの中で。

　私は──叫びました。

「無限回廊エターナル・アイドル！　マスターの、敵ですっ！」




　　　　‡




「硝しよう子こっ！」

　崩れるように床ゆかへ倒れた硝子の名を叫びながら、僕はすべてを思い出していた。

　いや──思い出したんじゃない。思い出させてもらったんだ。

　ダイレクトリンクからの情報も受け取った。

　だけど、受け取った直後、切れた。

　硝子からの応答はない。不定量子回路は機能を完全に停止している。硝子はどうなったのだろう。大丈夫なのか。わからない。不安で胸が引き裂かれそうになる。

　──でも。

「……何？」母かあさんが完全な無表情で、こっちを見ている。

　父とうさんも無言。状況を理解しているふうには見えない。

　だから。

　だから──今しか、ない。

　僕は駆け出した。

「……鏡かがみ！」瞬しゆん間かん、弾はじかれたように父さんが叫んだ。

　この人が声を荒げるのを初めて見た、そう思いながらも足は止めない。

「硝しよう子こを回収しろ！」

　腕を乳白色に輝かがやかせた母かあさんが、神しん速そくで動く。

　硝子を消滅させようとこっちへ来る。

　でも、見える。里り緒おの『乖離に至る病クリアランスゼロ』がまだ辛かろうじて生きている。母さんは力を、少なくとも身体能力を充分に発揮できていない。

　殺されてしまった良りよう司じと、りなちゃん。

　僕らを守ってくれた蜜みつ。

　僕らを庇かばってくれた佐さ伯えき先生。

　僕らを未いまだ助けてくれている里緒。

　そして──僕を、

　僕に応こたえてくれた、硝子。

　犠ぎ牲せいに犠牲を重ねた果て、策なんてもはやどこにもない。

　僕の身体からだも限界に近かった。

　数えきれないほどに武器を作り、虚界渦アンダーゲートまでも開き、果てに機き能のうの限界を超え僕に情報を送ってくれた硝子の疲労──その反動は、固定剤リターダである僕も蝕むしばんでいる。

　足がふらつく。

　脳に酸素が足りない。

　気を抜けば全身から力が抜けるだろう。

　でも、ここで止まってしまえばすべては終わる。無む駄だになる。

「どきなさい！」

　母さんが僕の前に立ちはだかった。いや、僕が母さんの前に立ちはだかったのか。

　彼女に相あい対たいし、僕は、

「……っのおおおおお！」思い切り素手で──殴り付けた。

　世界の修正力リペイントマーカーなんて関係ない、純粋な、暴ぼう力りよく。

　殴ったまま腕の勢いを止めず、そのまま彼女の身体を引っかけて放った。

　壁かべに激げき突とつする母さん。

　父さんが呆ぼう然ぜんとこちらを見ている。

　動く余裕は与えない。

　僕は、走りながら、

　自分の心しん臓ぞうに、手を当てた。

　僕に思い付く限りの策を練り、全員が全力を尽くし。

　それでも失敗したけれど、どうにかここまでは辿たどり着ついた。

　ならば僕が今、やるべきことは何だ？

『全一オール・イン・ワン』としての僕ではない。硝しよう子ことセットになった僕ではない。

　何よりも大事な硝子という存在を失いたくない、城き島じま晶あきらがやるべきことは──。




　決まっている。何な故ぜなら。

　僕の血を流れる、硝子から移植した、不定量子回路の一部。

　硝子とは独立して、バックアップのために動くそれは、まだ、

　生きているのだから。




「く……っ！」自分の胸に、手を突っ込んだ。

「う、ぐ……」中を探る。掻かき混まぜる。

「が、あ、あ、」皮ひ膚ふを突き破り、肋ろつ骨こつの隙すき間まをかい潜くぐり、心臓の表面に触れた。

「ぐ、」集中しろ。集まれ。

「あ、あ、！」小さくていい。ただひとつでいい。不定量子回路を集しゆう積せきさせ、

「ああああああああ！」僕の、硝子に頼たよらない、僕の、

　武器を──！

　抉えぐり、取り出した。

　それは、ナイフ。

　中途半端な僕の身体からだで生成した、血ち塗まみれで、小さい、

　だけどちゃんと機き械かい仕掛けで、鋭するどい、

　彼女を──硝子を守るためだけの、僕だけの武器。

「……ち」父とうさんが驚きよう愕がくした顔で、舌打ちした。

「凄すごかったんだな、お前」

　その尊大な言葉を、僕は歪ゆがんだ笑えみで受け流しながら。




　身体ごと──父さんの腹部に、ナイフを突き立てた。




「ひ、ぎゃん！」弾はじかれたように仰のけ反ぞったのは、母かあさんだった。

　立体的な紋様に光こう沢たくを放っていた左腕を人間のものへと戻しながら、床ゆかへ腰を落とす。

　父さんから、身体を離はなした。

「痛い、ってえ……」

　父とうさんは僅わずかに顔をしかめ、よろめき、血の溢あふれ出す腹を押さえ、壁かべへ背を預ける。

「ふ、ふ……」僕を、見た。

　見て、微かすかに微笑ほほえみ、

「ははっ」声を出して笑い、

「はははっ」笑って──。

「く、はは、よく……やった、よ。お前の……勝ちだ！」

　叫んだ。

「なん……だって？」その絶叫。

　どこか得意げで、こちらを嘲あざけっているような、からかっているような口く調ちよう。

　──様よう子すがおかしい。

　そのことに、ようやく気付く。

「父……さん？」

「ははははっ！」瞬しゆん間かん、衝しよう撃げきがあった。

「ぐ、っ!?」僕はそれに、弾はじき飛とばされる。

　数メートル転がり、机に激げき突とつして止まり、起きあがった。

　見上げた父さんは、腹部を押さえたまま、高らかに叫ぶ。




「あはははははは！　あはははははは！　面おも白しろいなお前！　お前……面白いな！」




　その口調。

　あまりに既き視し感かんのある、それは、

「お前……まさ、か」

「ああ、そうだ」返事をした、そいつは。

「俺おれだよ、晶あきら」

「無限エターナル……回廊アイドル……!?」

　そんな莫ば迦かな、そう思い、直後に思い至る。

　無限回廊エターナル・アイドル自身の『劣化世界ジヤンクパーツ』。

　生命を伝って存在の一部を受け渡す虚軸キヤスト。

「……『有限円環アカイイト』か……！」

「ああ、そうだ」

　腹部の傷と出血にがくがくと足を震ふるわせながら、父さんは──無限回廊エターナル・アイドルは、首しゆ肯こうした。

「ふん。……入ってたのか」が、唐とう突とつに。

　身構えた僕を無視するかのように、無限回廊エターナル・アイドルは口調を変える。

「ま、生きててよかったよ」父とうさんの身体からだが言う。

「そうだな。俺おれも嬉うれしいよ。父さんとまた一いつ緒しよになれて」同じく、父さんの身体が言った。

「これでもう……お前は俺を捨てようと思ったりしないからな」

　同じ口から発せられた言葉は、まるで別人のよう──いや、別人だ。

　父さんと無限回廊エターナル・アイドルは、ひとつの身体で交互に会話を始めた。

「くくく……しかし、やられたな、樹いつき。これは酷ひどい。これは致命傷だ！」

「ああ、そうだな。……やられた。計算外だ」

　ナイフは確かく実じつに腹を抉えぐった。

　──殺すつもりで、急所に突き立てた。

「俺の……負けだ」父さんの口から発せられたそれは、どちらの言葉だったのか。

「さて、どうする？　お前の計画は失敗だよ」

　無限回廊エターナル・アイドルが嗤わらう。

「なんだ、よ。晶あきら。お前、まだ、理解してなかった……のか？　こいつにはやられたけど……計画は、一部だって言っただろ」

　顔を歪ゆがめながらも父さんが微笑ほほえむ。

　まるで、親子のように、笑い合う。

「それはどういうことだ？　俺たちはもう、こいつに……いや」

「よ、うやく……わかった？　まったく……出来の悪い、奴やつ、だな」

　僕は痛む胸を押さえて立ち上がり、彼らに問うた。

「あんたたち……何をするつもりだ？」

「ふん」答えたのは、無限回廊エターナル・アイドル。

「計画の、続行だ」

「続行……？」僕がそう、疑問の声をあげたのと同時。

　父さんの身体が、不意に──ノイズ混じりに、揺らいだ。

　二メートル横で、母かあさんが立ち上がった。

「……行くの？　あなた」

「ああ」

　頷うなずいたのは父さんか、無限回廊エターナル・アイドルか。

「ここじゃ、失敗した。だから次の場所でもう一回、やろう」

「いいえ。何度でもやりましょう？」

　そう言って、母さんがふたりの許もとへ歩み寄っていく。

「何せ、あと三百二十四年もあるのよ」

　テレビ画面の砂すな嵐あらしを立体にしたように、父さんと母さんの身体がざざ、と輪りん郭かくを崩す。

　まるであの時の──いや、あの時そのもののように、

　僕は、理解する。

　──ああ、この人たちは、たぶん。

　六年前からずっと、同じところにいるのだ。

「ま、修正力リペイントマーカーも壊こわれ、かけてるし……。この時間軸は、このままじゃ、駄だ目めだ。だから、もっと、未来……修正力リペイントマーカー、が、落ち着いたくらいの未来、で、やり直しだ」

「ええ、そうね」頷うなずいた母かあさんは、父とうさんにそっと寄り添った。

「どこでもいいわ。どこまででも……付いていくわ。あなた」

　浮かべたのは昔のような、あの頃ころのような微笑ほほえみ。

　行き先は、六年前と同じだろう。

　虚軸キヤストなんかではない、この世界の──どこかの未来だ。

「……このままじゃ、あんたは助からない」

　僕はそんな彼らに向かって、宣言するように告げる。

「いいえ」首を振ったのは母さん。

「この人は死なせないわ」

「ああ」父さんが言った。

「俺おれの処置、は、お前、の……くたばってる、時間軸に移動してから、考える、さ」

　僕を見ながら。

　もう、僕と対たい峙じするのは、僕を敵に回すのは嫌いやだとばかりに、顔をしかめながら。

　僕のいない、もう死んでしまった未来に行ったとしても、父さんの傷が治る訳わけじゃないだろう。もはやただ死を待つばかりの身でいったい何ができるというのか。

　でも、父さんも母さんもまだ諦あきらめてはいないようだった。

　まるで、奇跡に縋すがるように。

　いや──奇跡が起きるのは当然だと言わんばかりの傲ごう慢まんさで。

「くく、……あいつも一いつ緒しよに連れて行ってやってもいいのではないか？　樹いつき」

「ああ、それでも……いいかも、しれない。……どうだ、来るか？」

　挙げ句、僕に向かってそんなことまで言い始めた。

　僕は首を振る。

　父さんに対しての不可解さはもう感じなかった。

　この人はたぶん、ただ一いち途ずなだけなんだ。

　目的に向かって、真まっ直すぐに努力し過ぎただけの──純粋過ぎるだけの人なんだろう。

　それを前にして怒りも憎しみも、何もない。

　憐あわれみや寂しさも感じなかった。

　感じるのはただ、懐なつかしさと、あとは──、

「僕にはもう、父さんも母さんも必要ない。だから、持っていけよ。……兄にいさん」

　一いち抹まつの、安あん堵ど。

「そうか」無限回廊エターナル・アイドルが、微笑ほほえむ。

「では、そうしよう」

　生うまれ損そこなった晶あきら。僕の兄にいさん。

　こいつはずっと、家族を欲しがっていたのだ。

　自身の過去ルーツである、親を。

　僕もずっと家族を欲しがっていた。でもそれは、過去ルーツじゃない。

　僕が欲しかったのは、過去ルーツを振り払うための未来ルートである──硝しよう子こだ。

　生まれ損なったが故ゆえに過去に囚とらわれ、成長しなかった兄。

　生まれてしまったが故に未来を見付けられた僕。

　ふたりとも、行くべきところに行くだけだ。

「じゃ、あ、な、おとう、と」

　もはや声も途と切ぎれ途と切ぎれにしか聞こえない。輪りん郭かくよりもノイズの方が大きい。

　だから僕は黙だまって、彼らをじっと見ている。

　どこかへ去っていく、僕の家族だった人たちを──見ている。

「ああ。じゃあな……兄さん」




　最さい期ごに。

「あ、きら」

　視し線せんをこちらに向け、母かあさんらしき声が、そう口にした。

「だいじょう……」ぷつん。




　後は──静寂。

　中途半端に途切れた言葉だけど、何を言おうとしていたのかはわかった。

　──まったく。

　機き械かいのくせに、母親みたいなことを。

　だから、思わず笑い、それから。

　消えた彼らに未練の一切を残さずに、踵きびすを返す。




　　　　‡




　そして僕は、手に握ったナイフをそのままに、硝子の横へしゃがみ込んだ。

　心しん臓ぞうに手を当てた。……動いている。

　ほっとしたが、それでもダイレクトリンクが繋つながらないことに変わりはない。本来不可能なことをするために全ぜん機き能のうを無む理り矢や理りに酷こく使しし、僕へ無限回廊エターナル・アイドルの情報を送ってくれたのだ。

　どうなってしまったのか見当も付かなかった。このまま目覚めなかったら──そう考えて、すぐに頭を振り後ろ向きな思考を追い出す。

　大丈夫だ。ちゃんと生きているんだから。

　硝しよう子こを仰あお向むきに寝かせ、舞まい鶴づると佐さ伯えき先生の様よう子すを見た。

　こちらも生きている。じきに目を覚ますだろう。

　じゃあ、それなら。

　僕は、りなちゃんに目を遣やった。

　無限回廊エターナル・アイドルという虚軸キヤストそのものは消えてしまっていたから、修正力リペイントマーカーが働いていいはずだ。そんな期待を込めて、彼女に触れようとした、その時。

「晶あきら」里り緒おが──僕の方に近寄ってきたから、顔を上げる。

「ありがとうな、里緒。里緒のお陰で勝てた。帰ったら……」

　何でも好きなもの、好きなだけ食べさせてやる。そう言おうとしたのを遮さえぎって。

　里緒は、ゆっくりと首を振った。

「ううん、晶」寂しそうに、

「違うの。このままじゃ、ダメだよ」……笑った。

「……え？」

　僕は一いつ瞬しゆんだけ呆ぼう然ぜんとし、すぐに里緒の言葉の意味を理解する。

　──まさか。

　りなちゃんの背中に手を当てた。

「そん……な」

　──心しん臓ぞうが、動いていない。

「うそ、だ」修正力リペイントマーカーが働かなくなっている、と、父とうさんは言っていた。

　その基点のひとつがりなちゃんにある、と。

　更さらに、去さり際ぎわに父さんの口にしたこと。

　──この時間軸は、このままじゃ駄だ目めだ。

　あれはどういうことだったのか。まさか、ひょっとして──。

「だったら……」立ち上がり、慌てて教室を出る。

　廊下で踞うずくまり、動かない良りよう司じ。こちらの鼓動を確たしかめる。

　これも──同じだ。

　愕がく然ぜんとした僕を追い掛けてきた里緒の重い声が聞こえた。

「晶……世界の修正力リペイントマーカーが弱まってるんだ」

「やっぱり……」

　母かあさんが未来に行ってしまっても、父さんがいなくなっても、今のこの世界の状況は変わらない。破は綻たんしかかった修正力リペイントマーカーは、そのまま弱まっているのだ。

「どう、すれば」解決策の見当も付かない。僕は狼狽うろたえる。

　でも、そんな僕に、里り緒おが頷うなずいた。

「大丈夫、方法はあるから」

　そうか。なら、一刻も早くそれを。

　言いかけた僕に、しかし、里緒は。




「さよなら、だよ」




「……え？」意味のわからないことを──言った。

「何、言ってんだ？」

　里緒は殆ほとんど無傷だ。疲労はしているだろうけれど、数日休めば元通りになるだろう。

　なのに、何な故ぜ。自分でもどこか見当外はずれな思考で首を傾かしげた僕を見て、里緒は座り込む。

　ぺたりと腰を、床ゆかへと落とす。

「世界の修正力リペイントマーカー、もう……限界なのはわかる？　でもそれは、里緒と硝しよう子こがいるからだよ」

「なん……だっ、て？」

「見て、晶あきら」

　指差した方に視し線せんを遣やった。それは、教室の中。

「そ、んな」僕の思考が止まる。

　舞まい鶴づるが、佐さ伯えき先生が。そして、りなちゃんが。

　さっきの父とうさんと母かあさんと同じように、身体からだにノイズを混じらせ始めていたのだ。

「晶も、だよ」

　僕は慌てて俯うつむき、自分の身体を見る。──まさか。

　いや、それどころか。

　教室の壁かべ。床。天てん井じよう。

　すべてがノイズで歪ひずみながら、乳白色の冷たい、無む機き質しつなものへと質感を変えていた。

　それはまるで、さっきまでの母さんの腕のような──。

「たぶん、晶のお母さんがこの時間軸から消えちゃったことも関係してると思うんだ。これ以上、虚軸キヤストが存在してたら……世界が壊こわれちゃう。そうなったらどういうことになるか、晶は知ってるよね？　硝子から聞いたんでしょう？」

　修正力リペイントマーカーの崩ほう壊かい。

　その結果起きるのは、物理法則の乱れ。時間軸の歪ゆがみ。観かん測そく者しやの精神崩壊。

　その他ほかにまつわる、世界の破は綻たん──。

　硝子はそうシミュレートしていた。

　でも、だけど。

「実軸ランナが虚軸キヤストの空あけた穴に耐えきれなくて、受け入れようとしているんだ。その分、実軸ランナが破は綻たんしようとしてる。……だから、負ふ荷かを減らしてあげなきゃ」

「でも、それが……」困こん惑わくする僕に、里り緒おはやっぱり笑い──。

　まるで一いつ緒しよにお昼ご飯食べようよ、と言っている時のように、

「里緒を、殺せばいいんだよ」

「なん、で……」

　里緒は、こいつは、さっきから何を──言って？

「今のままじゃ、晶あきらと硝しよう子こか、里緒。どちらかが存在してるのが精一杯だよ。だからね。……里緒の世界が消えれば、安定すると思うんだ」

「おい、……待てよ。何言ってんだ？　そんなこと……」

　ある訳わけ、ない。

　必死で否定する。

　でも、良りよう司じもりなちゃんも、死の原因である虚軸キヤストが消失したのに生き返らない。それどころか僕を含め、硝子や舞まい鶴づるや佐さ伯えき先生、りなちゃんや良司の身体からだには、いや──周囲の空間すべてにノイズが混じっていて、色も変わっていて、里緒と小こ町まちだけは──無事だ。

「今は、硝子の世界がうんと弱くなったから……だから、里緒を殺した方がいいの」

「待て……よ」

　仮にそれが事実だとしても。

　何か方法があるはずだ。どこかに必ず、解決策があるはずだ。

「ダメだよ、晶。時間が経たてば修正力リペイントマーカーは少しずつ元に戻っていくと思うけど、でも……今壊こわれようとしているのに、それを待ってる時間なんてないよ」

　小町が里緒の膝ひざの上に乗る。

　里緒は、僕の肩に両手を置いた。

「でも……だったら、なにも、殺さなくたって」

　そう。そうだ。

　里緒と『有識分体分裂病』を、切きり離はなしてしまえばそれでいい。小町が消えてしまうことに変わりはないけれど、僕にとっては里緒を失ってしまうよりずっといい。

「小町と……里緒を」けれど。

「ううん、晶」

　里緒は、僕の額ひたいに自分の額をくっつけた。

「そんなことしても、里緒はもう、日常になんて戻れないから」

　まるで、母親が子供に言い聞かせるように、

「昨日きのう、里緒、言ったよね？　里緒は弱いんだ。小町と里緒を切り離したって、里緒の欠落は埋まんないよ。誰だれの見分けもつかなくて、何を食べても味がしなくて、それはきっと、ずっと元に戻らないの。蜜みつやネアの見分けも、もう付かなくなっちゃった。そんな世界で……そんな寂しい世界で、里り緒おはどうしたらいいか、わかんないよ」

　そっと、乞こうように、囁ささやく。

「ね、晶あきら。小こ町まちと一いつ緒しよに、行かせて？」

「里……緒」

「大丈夫だよ。寂しくなんかない。だって里緒には、晶がいるもの。大好きな晶がいるから、ずっと傍そばにいるから、へっちゃら、だよ？」

　消えてしまっても、僕との記き憶おくを、思い出を、持っていくから。

　だから、大丈夫──と。

「いや、だ……」僕の口から、自然に言葉が出た。

「僕は、いやだ。里緒が……そんな」

「我わが儘まま、言わないでよ、晶」
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　額ひたいをくっつけたまま、頬ほおを撫なでられた。

「里緒を利用してくれるって言ったよね？　好きなように使って、いらなくなったら捨ててくれるっていったよね？　里緒は、そうしてくれなきゃイヤだよ。だってそれが、晶と友達だってことだもん。晶が、里緒を好きでいてくれるってことだもん」

　その手が、僕の右腕へ添えられた。

　ナイフを掴つかんだままの、右腕。

　重ねられた小さな手は、僕のそれを喉のど元もとへ導みちびく。

「里り、緒お」

「さあ、晶あきら」

　吐と息いきが鼻先に触れる。温かかった。

　それなのに。

　それなのに──。

「急いで。もう、限界かもしれない」

　ノイズが大きくなってきている。僕の身体からだからも感覚が薄うすれてきている。

　世界が変質しようとしている。

　里緒と小こ町まちのせいで？

　僕は──僕は。

　崩れゆく世界の中で、ただひとり無事でいる、

　里緒を、見た。




　ジャージ姿の、小さな身体。

　いつだったか、震ふるえて泣き叫ぶその身体を抱だき締しめたことがあった。弱々しくて今にも崩れてしまいそうだった。その印象は今でも、今こうして見ても、ちっとも変わらない。

　屈くつ託たくのない笑え顔がお。

　屋上に行くと必ず、嬉うれしそうに、僕を見て笑ってくれた。それに何度救われただろう。日常と非日常のギャップに滅め入いってしまった時、逃げ出すように赴おもむいたのはいつも屋上だった。

　ボブカットに切きり揃そろえられた髪。

　佐さ伯えきネアにもらったというヘアピンを着けている。こういう小物が好きだった。可愛かわいいでしょ、と、僕に同意を求めてきて、よくわからない僕は曖あい昧まいに笑っていた。

　身体も、精神も、何もかもが年ねん齢れいよりも幼い。三年前、虚軸キヤストの固定剤リターダになってから成長が止まってしまったことは知っていた。でも、身体に不相応の似つかわしくない大きな力を持ったこいつを。僕は冷れい酷こくに、無む慈じ悲ひに、ずっと利用し続けて。

　それなのに、信じてくれた。

　僕をすべて。僕のすべてを、ただ笑って。

　報むくわれることなんてひとつもないのに。

　僕がしてやれることなんてひとつもなかったのに。

　見返りも求めずに、嫌いやな顔ひとつせず。

　僕が頼たのめばただ頷うなずき、僕が間違いかけた時にはそれを糾ただし、

　まるで自分の居場所を確かく認にんするように。

　晶あきら、と。

　僕の名前を嬉うれしそうに呼ぶことで──。




「り、お……」

　震ふるえる手で、ナイフの切っ先を、里り緒おの喉のどへと、当てた。

　当てたくなかった。

　できるなら、助けたかった。

「……よかった」けれど、それでも。

　里緒は、嬉しそうに──本当に嬉しそうに、僕へ綻ほころぶ。

「泣かなくて済んで、よかった」

「な、んで？」

「だって……」

　僕の頬ほおを撫なでながら、そっと目を閉じて。

「だって、里緒の代わりに、晶が泣いてくれてるもんね」

　流れ出る僕の涙を拭ふき取り。

　里緒は、自らナイフの切っ先を喉へ押し込む。

「え……」言われて気付き。

　待って、と言おうとした刹せつ那な。

　刃やいばの刺さる感触がして、く、と耐えるような吐と息いきが洩もれ。

　その小さな身体からだはぐったりと力を失う。

　にゃあ、と小こ町まちが、ひと声だけ啼ないた。




　僕の身体の、周囲の世界の、ノイズが止やむ。

　色が戻る。世界が修復される。

　代わりに、抱だき締しめようとした身体が、ふ、と消失する。

　かたん、と。床ゆかに落ちる何か。

「あ……」マスコット付きのストラップを山ほどぶら下げた、携けい帯たい電話だった。

　僕はそれを震える手で拾い上げ、開いた。

　ボタンを押してみた。

　アドレス帳の発信履り歴れき。

　晶。晶。晶。

　その文字ばかりが並んでいた。

　メールの受信ボックス。

　ここも、同じ。僕からのメールはすべて保ほ護ごされていた。

「──あ……あ」

　ああ──こんなにも。

　こんなにも、こいつは。

　僕のことを。

　僕なんかの、ことを──。




　耐えきれなくなり、残された携けい帯たい電話を抱だき締しめて踞うずくまった。

「……里り緒お……里緒……っ」

　何年振りかに泣きじゃくりながら、僕は何度も、いなくなったあいつの名を呼ぶ。




　柿かき原はる里緒。

　挟はさ間ま学園、二年三組。総合出席番号十七番、男女別出席番号九番。

　痩やせて小こ柄がらでボブカットで、いつも笑え顔がおを浮かべていた、

　僕の──親友の、名前を。




　　　　‡




　やがて、それからしばらくして。

　立ち上がった少年──城き島じま晶あきらは、教室へと入っていく。

　ナイフを放り捨て、仰あお向むけに倒れている少女、その身体からだを抱き上げる。

「……帰ろうか」

　呼びかけられた少女は、何も言わない。

　ただ、小さな寝息が、それに応こたえた。
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　答えは──少年と少女はもう、答えを知っている。







　十月の朝は涼しく、夏に比べるとその過すごし易やすさは雲うん泥でいの差です。

　ついこの前までは登校するだけで汗ばんだものですが、今はもう肌寒いくらい。

　たぶん、すぐに冬が来て、また震ふるえながら登校する日が始まるのですが──今は取とり敢あえずこの気温を楽しむことにして、私は下げ駄た箱ばこに靴を入れ、教室へと向かいます。

「おはよう、硝しよう子こ」

　教室に入ると、既すでにひめひめが登校してきていました。

「おはようございます」だから挨あい拶さつを一礼。

「ところで今日きよう、物理の宿題、やってきましたか？」

「いーや、正直、全然わかんなかったわよ」尋きくと、ひめひめは肩を竦すくめ、眉まゆをしかめます。

「それ、褒ほめられたものじゃありませんけど……」

「そういう硝子はどうなのよ？」

「私は一応」

「ふむ、ではいいからおねえさんにちょっとノートを貸しなさい……！」

　ふふふと笑いながら私の鞄かばんを勝手に開けようとするひめひめ。

　……これはもう制裁を加えることにしましょう。こちょこちょの刑です。

　襟えり首くびを掴つかみ、執行開始。

「あ、きゃ……ひゃん！　待っ……ちょ、」

「人にものを頼たのむ時の態度を知っていますか？」

「待って、ごめ、ひゃ……ああんっ！」

「ほれほれ、ひめひめの敏感なところは全部知っているのですよー」

　ふたりしてふざけていると、

「……何やってんの？」と、呆あきれた声がしました。

「あ、八や重えさん、おはようございます」

「おはよ」ぶっきらぼうな彼女はしかし、ひめひめの痴ち態たいをガン無視です。

「ちょ、っと、八重！　あんた、助けな……くふうん！」

　ひと際きわ甲かん高だかい嬌きよう声せいをあげるひめひめ。仕方ないですね。この辺で許して差し上げましょう。

「ああ……ふう。……扉が開くかと思った……！」

「何の扉ですか、まったく」

　鞄かばんの中のノートを差し出しながら、私は肩を竦すくめました。

「でも、あまり当てにはなりませんよ？」

「おっはよー」そうこうしている内うちに、きみちゃんも教室へ入ってきます。

「あれー、どうしたの？　ひめひめ、なんか顔赤いよー」

「いや、ちょっと硝しよう子こに陵りよう辱じよくされて……」

「まだ言いますか？」

「わ!?　ごめん。悪かったです硝子さま！」

　両手を合わせてお辞じ儀ぎをするひめひめに苦笑しつつ、私はきみちゃんに改めて挨あい拶さつします。

「おはようございます、きみちゃん」

　それと──その後ろで、そそくさと席に着いた女子生徒にも。

「舞まい鶴づるさんも。おはようございます」

「……おはよう」

　彼女はこっちを見て、小さくそう呟つぶやくと、つい、と恥ずかしそうにそっぽを向きました。

「あ、そうだ。みっちゃんー、はい、今日きようのお弁当ー」

　思い出したようにきみちゃんが鞄からお弁当の包みを取り出すと、舞鶴さんのところへ駆け寄っていきます。彼女はありがとう、と、さっきと同じように口の中でだけ返事をしました。

　──まったく、変われば変わるものですね。

　可お笑かしくなって、私は蜜みつへと悪戯いたずらっぽく声を掛けました。

「舞鶴さん、今日の物理の宿題、やりました？」

「え」困惑した様よう子すの蜜は、けれど、以前とはまるで違う素直さで頷うなずきます。

「やってきた……けど」

「マジ!?　じゃあちょっと見せて！」

　案の定、割って入ったひめひめが顔を輝かがやかせました。

「あ、でも、それ、硝しよう子この……」

　ひめひめの迫力にたじろぎつつも、彼女の手にある私のノートを見る蜜みつ。

「いやあ、硝子のだけじゃ正直頼たよりないしっ」

「……頼りないとは失礼な……やはりお仕置きですかね」まあ、確たしかに私も以前のようにはいきません。この先一番気にしなければならないのは成せい績せきの低下です。

　と、ひめひめに混じって、

「私もやってない。一いつ緒しよにやっていい？」八や重えさんがぶっきらぼうに言い、

「へへーん。私はみっちゃんと一緒にやったもんねー」きみちゃんが胸を張りました。

「う……」そのテンションに付いていけない蜜。

　助けを求めるようにこっちへと視し線せんを向けてきます。

　私はアイコンタクトで苦笑して彼女を一いち瞥べつし、ひとり顔を窓の外へ。

　空は秋晴れで、抜けるような青に白い雲がかかっています。
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　……ふと、思いました。

　殊こと子こさん、里り緒おさん、それから、この身体からだの本当の持ち主であるあの娘のこと。

　見てくれていますか？

　いろんなものを失って、後悔して、泣き喚わめいて。傷付けて、失敗して、悲嘆にくれて……すべての問題が解決した訳わけではない以上、たぶんこれから先もきっと、その繰くり返しです。

　でも私はそれでも、ちゃんと笑えています。

　この世界で、自分の居場所で。

　これからもきっと、ずっと、笑い続けようと思います。

　誰だれにも聞こえない小さな声で、私は呟つぶやきました。

「……幸せに、なりますから」

　ひめひめや、きみちゃんや、八や重えさんや、蜜みつたちと。

　それから何よりも、私の大好きな彼と一いつ緒しよに。




　　　　‡




　家でじっとしておくのも飽きたので、散歩に出ることにした。

　路地を抜け、公園を通り過ぎ、町の中心部にある川を目指す。途中で通勤前のサラリーマンやら登校中の中高生やらとすれ違った。私服でぶらぶらしている僕は、半分くらいの確かく率りつで訝いぶかしげな視し線せんを向けられる。……引きこもりかなにかと思われてるかもしれない。微妙に恥ずかしくなったけれど、今いま更さら家に戻るのも気が引けたので、意を決してこのまま進んだ。

　十分ほどで、河か原わらへと出る。

　川の流れは僕が子供の頃ころから変わらない。多少汚染が進みはしたけれど、まだ朝日を受けて輝かがやく程度には澄すんでいた。その水面を眺めながら、ぼんやりと思い返す。




　あれから、半月が経たった。




　犠ぎ牲せいは大きく、僕は未いまだに心の整せい理りを付けることができずにいる。

　里り緒おに殊こと子こ。友達をふたりも失ってしまった傷は、しばらく癒いえずにいるだろう。

　実際、僕自身の傷もまだ治っていないくらいなのだ。

　良りよう司じと戦った際に、肋ろつ骨こつを三本。それから左胸に、心しん臓ぞうまで届く穴。

　医者にはなんで生きてるのかわからない、と驚おどろかれた。

　それはそうだろう。何せ心臓からナイフを引ひき摺ずり出したのだ。僅わずかに残った不定量子回路が最低限の傷口を埋めてくれていたから助かっただけ。そうでなければ即死だ。

　五日ほど入院し、三週間は絶対安静と言われ、僕は学校をまだ休んでいる。

　確たしかにまあ、まだ──痛む。

　あの日を境に、僕の痛みと涙は戻ってきた。

　硝しよう子ことの接続が弱まったのが原因だ。ダイレクトリンクも今はもうまったく機き能のうしていない。いつ回復するかは、硝子にもよくわからないらしい。

　当の硝しよう子こは、三日後にあっさりと目を覚まし、今ではもう元気そのものだ。

　ただし、本体である不定量子回路は壊こわれたままだった。

　あの時。回路が壊れる寸前、硝子は反射的に、有ゆう機き活かつ動どう体たいである人間の身体からだへと記き憶おくを移していた。多少記憶の混こん濁だくはあったが、日常生活を送るには何の支障もない。

　もっとも、安あん堵どしきってはいられない。

　不定量子回路そのものが硝子なのか、それとも、記憶そのものが硝子なのか。言ってみれば今の硝子は、情報を別のハードウェアにコピーした存在だ。しかも、完全にはコピーできていない。時々らしくないことも言うし、忘れてしまったことも多い。

　僕が六年間ずっと一いつ緒しよにいた『全一オール・イン・ワン』は──壊れてしまったままなのだ。

　自己修復機能が備わっているから、いつかは直るだろう。でもそれは明日あしたかもしれないし百年後かもしれない。そのことを考えると辛つらいが、それでも今の硝子は硝子ではないかと言えばやっぱり紛まぎれもなく硝子な訳わけで……まあ、とにかく深刻になり過ぎないようにしようと思う。

　舞まい鶴づる蜜みつは虚軸キヤストを失い、以前の人格へと戻った。

　引っ込み思案で多少おどおどとしていて、こっちが面食らってしまう。しかも虚軸キヤストだった時のことを覚えているから余計に始末が悪い。以前のことを話題にもしようものなら、とてつもなく申し訳なさそうな顔で謝あやまってきたりするのだ。

　あの罵ば詈り雑ぞう言ごんと殺意の視し線せんがなくなってしまって寂しい、とは思う。でも、直なお川かわ君きみ子ことは仲良くやっているし、本人は幸せそうだから僕が文句を言える筋合いではない。

　反対に変わらないのは佐さ伯えき先生だ。彼女も記憶は残っていて、しかもどうやら今の人格が自分で気に入っているらしい。入院してる時に見み舞まいに来てくれたが、差し入れが線せん香こうと蝋ろう燭そくと、それから鉢はち植うえの花だった。……正直、こっちは以前に戻って欲しい気がする。

　ふたりとも記憶が残っているということは、ほんの僅わずか、虚軸キヤストが身体に残っている可能性はある。でも、確たしかめる方法はない。里り緒おはもう、いないのだから。

　……里緒。

　学校へ通えるようになるのが、少し恐こわかった。

　昼休みに屋上へ行ったとしても、満面の笑え顔がおで僕に手を振ってくれる親友はもういない。その姿を、あいつのいない屋上を想像すると胸が痛くて、半月経たった今でも泣きそうになる。

　硝子も、蜜みつも、佐伯先生も、まだ心の裡うちに悲しみと喪そう失しつ感かんを抱えているに違いない。

　けれど。

　殊こと子この死と同じように里緒のことも、受け止めて前に進まなければなと思う。

　それが僕らの……非日常を犠ぎ牲せいにして日常へと戻ってきた僕らの……役目だ。

　ともあれ、世界に、僕の周囲に、今のところ大きな問題はない。

　ひょっとしたらこれから深刻な異状が発生するかもしれないけれど、その時のことを考えたって仕方ない。だから、適当にいこうと思う。




　川をぼんやりと見ていたら、声を掛けられた。

「……何、してんの？」

　振り向くと、りなちゃん──森もり町まち芹せり菜なが、自転車に乗って立ち止まり、こっちを見ている。

「遅い登校だな」僕は笑った。

「一限、まだだっけ？　大丈夫なのか？」

「そっちこそ大丈夫なの？　出歩いて」

　少し他よ所そ他よ所そしく尋きいてきて、自転車を降りる。

　りなちゃんは、僕の横に立ち、僕と同じように川かわ面もを眺めながら、

「あのさ」ぽつりと、言った。

「敷しき戸どくん……全然覚えてないんだ。私のせいで、死んじゃったこと」

　そうだろう。

　良りよう司じは持ち直した修正力リペイントマーカーの影えい響きようを受け、生き返った。ただしその代わり、自分が虚軸キヤストだったことも、あの時りなちゃんを守って命を落としたことも、思い出せなくなっている。

「あたし、謝あやまりたいのに……できないの。だって敷戸くん、覚えてもないんだから」

　僕は、そうだな、と頷うなずく。

　すると彼女は、僕を真まっ直すぐに見て、

「でもね。やっとわかった。……ずっと、こういうことしてきたんだよね？　こういう気持ち、ずっと感じ続けてきたんだよね？」寂しそうに、笑った。

　正直、彼女が僕のことをどう思っているのかはよくわからない。

　すべてを──自分が死んでしまったこと以外はすべて覚えているにも拘かかわらず、至って普通に接してきてくれる。でも、僕が今までしてきたことの意味がわからない訳わけじゃないだろう。

　罪は消えない。

　僕が彼女を裏切った事実も、消えない。

「ね、あっちゃん」──と。

　不意に、あだ名で呼ばれた。

「ひとつ尋きいていいかな？」

「……何を」

「硝しよう子こちゃんが、手紙に書いてたこと」

　学校へ行く前、硝子が彼女へ手紙を書いたことは後で聞かされた。

「手紙って？」内容も知っている。でも、僕は敢あえてそう言った。

　りなちゃんは、怖おず怖おずと切り出す。

「……あっちゃん、あの時のこと覚えてる、って」

　あの時。

　それは、彼女が僕のことを『あっちゃん』と呼ぶようになった、切っ掛けのこと。

　本当は覚えていたんじゃない。ずっと、長い間──忘れていた。

　でも、硝しよう子こが泣いたあの夜、唐とう突とつに、その日のことが脳のう裏りに甦よみがえってきたのだ。

　忘れていた原因は、単純だった。

　あまりに嫌いやな思い出だったから、心の奥に閉じ込めてしまっていたのだ。

　恐らくは、硝子が六年前に奪った僕の感情記き憶おくがこっちに流れ込んできたんだろうと思う。あの直前、りなちゃんにそのことを問い詰められたのも関係していたのかもしれない。

　でも。

　そんな切っ掛けで思い出した記憶を、それを大事にしている彼女に、言える訳わけがなかった。

　だから僕は、とぼける。

「嘘うそだよ。覚えてなんか、ない」

「……そっ、か」

　りなちゃんは、いや、森もり町まちは。

　何かを考え込むような表情を浮かべた後、もう行くね、と、自転車に跨またがる。

「遅刻しちゃうから」

「ああ。……来週には学校へ行くよ」

「大丈夫？　勉強、もうけっこう進んだよ」

「ノート貸してくれるんだろ？」

「さて、どうしよっかなあ」けらけらと笑い、それから、じゃあ、と手を挙げる。

　前を向き、自転車のペダルに足を乗せた。

「りなちゃん」

　僕は、だから──その背中に、呼び掛ける。

「……きみの幸せを、祈ってる」

　彼女は、振り返らない。

　振り返らずに、

「祈るだけならタダだもんね。……酷ひどい人」

　可お笑かしそうに悲しそうに呟つぶやいた後、自転車を漕こいで走り去っていく。




　　　　‡




　日常は回り、進んでいく。

　殊こと子こが死んでも。

　里り緒おがいなくなっても。

　舞まい鶴づるが内気になってしまっても。

　佐さ伯えき先生が陰いん鬱うつなままでも。

　虚軸キヤストの殆ほとんどがこの世から消滅しても。

　虚軸キヤストが世界に溢あふれても。

　父とうさんと母かあさんがいなくなっても。

　りなちゃんが僕をどう思おうとも。

　たぶん、すべては小さなことなんだ。

　世界は何も変わらない。

　僕はそんな、変わらない世界に、これからも抗あらがいながら、流されていくだろう。

　それでもいい。

　抗うことを忘れさえしなければ、それで。

　身の回りの小さな変化に一いつ喜き一いち憂ゆうしながら、

　それを呑のみ込もうとする世界の不変に抗っていければ──。




　携帯が鳴った。

　硝しよう子こからのメールだった。

　本文を見て、僕は溜ため息いきを吐つく。

『どうせ暇ひまを持て余してその辺をほっつき歩いているでしょうから、ついでにプリンを買っておいてください。ストックが切れてるのを今思い出しました』

　あなたの、ハニーより。

　ふざけた文末に苦笑しながら、不意に胸、心しん臓ぞうに痛みを覚える。

　反射的に押さえると、服の下に硬い感触があった。

　シャツの裾すそに手を遣やり、落として掴つかむ。

　それは小さな、機き械かいの部品──歯車だった。




　僕は川辺に立ち。

　その歯車を握り込んで腕を上げ、川へ投げ捨てるふりをする。







あとがき




『レジンキャストミルク』はこれで終わりです。




　シリーズ開始から二年、担当編へん集しゆうに企画を出してからだと三年近く。開始当初はいつ打ち切りになるかとびくびくしていたのですが、どうにか無事に巻数を進めることもでき、当初に立てた道筋を変更せずにも済みました。書き始めた時からずっと思い描いていた終わりへと物語を着地させられたことが、今はとても嬉うれしいです。

　すべては関係者の皆様、何より読者の皆様のお陰です。

　正直なところ、このあとがきには感かん謝しやの言葉以外何も書きたいことがありません。そして、それはたぶんとてつもなく幸せなことなのだろうと思います。

　とにかく、本当にありがとうございました。

　現在、新シリーズの準備もしています。また少し雰囲気の異なるものになるかもしれませんが、引き続きお手に取ってくださればと切に願ねがいます。




　あ、ちなみに。

　新シリーズは来年の春以降になりそうですが、次の本が冬くらいに出るかもしれません。

　もちろん予定はまだ未定で『ひょっとしたら』の域を出ないものです。商業作品としてやっている以上、どうしても読者の方のお声次第ということになるのですが……もし無事発刊できた折には、どうかあと一冊だけ、晶あきらと硝しよう子こたちにお付き合いください。
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藤ふじ原わら 祐ゆう

１９７８年大分県生まれ。今月でデビュー四周年です。とは言えあまり実感はありません。まだまだヒヨッコ、新人です。フレッシュです。綴りを間違うと肉です。日本人なのでｒとｌの発音が区別できません。五年めも頑張ります。よろしくお願いします。
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椋くら本もと夏か夜や

紅茶とペンギンと露天風呂をこよなく愛する関西人。レジン本編もとうとうめでたく完結。この本が出たらプリンパフェもしくはバケツプリンで乾杯する予定です。ささみなさまもご一緒に～ｖ
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